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注意:

このドキュメントでは， AlphaServerおよび Integrity
サーバ・コンピュータ・ファミリ用のHP OpenVMS
オペレーティング・システム・ソフトウェアについて
説明します。特に明記しないかぎり，このドキュメン
トで説明する機能は， AlphaServerサーバ・システム
と Integrityサーバ・システムの両方に当てはまりま
す。この 2つのプラットフォーム向けのHP OpenVMSオ
ペレーティング・システムのライセンスと部品番号
は，アーキテクチャごとに用意されています。

仕様書の包含する範囲

このドキュメントは，OpenVMS I64 V8.3-1H1および
OpenVMS Alpha V8.3のソフトウェア機能仕様を述べ
たものです。標準版OpenVMSオペレーティング・シ
ステムの機能に加え，日本語OpenVMSで提供する日
本語処理機能についても説明します。

日本語処理機能については，第 8節を参照してくださ
い。

1 概要

OpenVMSは，運用環境および開発環境の両方で利用
される汎用のマルチユーザ・オペレーティング・シス
テムです。OpenVMS Version 8.2からは，ハードウ
ェア・プラットフォームとして Integrityサーバもサポ
ートするようになりました。以前のバージョンのHP
OpenVMS for Integrity Serversでサポートされて
いたすべての Integrityサーバとオプションは，Open-
VMS Version 8.3-1H1でも引き続きサポートされま
す。OpenVMS Version 8.3-1H1では，新たにサポー
ト対象となる Integrityサーバ・システムがいくつか追
加されています。

Alphaシステムでは，OpenVMS Version 8.2に代わり
Version 8.3が最新バージョンとなります。 Integrity
サーバでは， Version 8.3に代わって Version 8.3-1H1
が最新バージョンとなります。ただし，OpenVMS V8.3-
1H1が出荷されても， IntegrityシステムでのOpen-
VMS Version 8.3の標準サポートは継続されます。

OpenVMS Alphaは，弊社の AlphaServerシリーズ・
コンピュータをサポートします。OpenVMSソフトウ
ェアは，アプリケーションの移植と相互運用が容易に
なるように業界標準をサポートします。また，マルチ
プロセッサ・システム向けに，シンメトリック・マル
チプロセシング (SMP)がサポートされています。

OpenVMSオペレーティング・システムは，さまざま
な環境で高い性能を発揮するようにチューニングする
ことができます。大量の計算や大量の入出力を行う環
境や，クライアント/サーバ環境，リアルタイム環境，
その他の環境の組み合わせにも対応します。実際のシ
ステムの性能は，コンピュータの種類，利用可能な物
理メモリ，利用できるディスク・ドライブとテープ・
ドライブの数と種類に依存します。

OpenVMSオペレーティング・システムには，ネット
ワーク機能，分散コンピューティング機能，クライア
ント/サーバ機能，マルチプロセシング機能，ウィンド
ウ機能が統合されています。また，使いやすさやプロ
グラマの生産性を向上させ，システムの管理が容易に
なるような多数の機能を備えています。

OpenVMS Version 8.3-1H1の新機能については，
『OpenVMS V8.3-1H1新機能およびリリース・ノー
ト』を参照してください。
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2 ユーザ環境
OpenVMSユーザは，英語に似たDIGITALコマンド
言語 (DCL)を使用してOpenVMSソフトウェアにアク
セスできます。DCLは，システムが備えているOpen-
VMS用のコマンド言語です。DCLコマンドを使用す
ると，システムに関する情報を参照したり，システ
ム・ユーティリティやユーザ・プログラムを起動する
ことができます。DCLコマンドでは，コマンド名の後
にパラメータと修飾子を指定します。

ユーザはDCLコマンドを端末から入力するか，コマン
ド・プロシージャに記述します。コマンド・プロシー
ジャは，会話型で実行することも，バッチ・キューに
登録して後で処理することもできます。DCLとOpen-
VMSユーティリティについての情報は，OpenVMS
のヘルプ・システムを通じてオンラインで参照できま
す。

UNIXのシェルやユーティリティに慣れ親しんでい
るユーザ向けに，GNVのオープン・ソースをOpen-
VMSへ移植したものを提供しています。GNVはOpen-
VMS上でUNIX環境を実現し，UNIXのシェルであ
る BASH (Bourne Again Shell)と多数のUNIXシェ
ル・ユーティリティの実装が含まれています。

OpenVMSオペレーティング・システムには，以下の
ようなツールとユーティリティが統合されています。

2.1 テキスト処理
EVE (Extensible Versatile Editor)は，OpenVMSの
デフォルトのエディタです。 EVEを使用すると，テ
キストをすばやく挿入，変更，削除することができま
す。 EVEはフルスクリーン・エディタであり，端末の
画面上でテキストをスクロールすることができます。
EVEでは EDTスタイルのキーパッドが用意されてお
り， EDTユーザが EVEに容易に移行できるようにな
っています。

2.2 Mailユーティリティ
Mailユーティリティを使用すると，システム上の他の
ユーザにメッセージを送信できます。ネットワーク上
の各ノードにDECnet製品または TCP/IP製品がイン
ストールされており，ライセンスを取得済みの場合に
は，マルチノードでの動作が可能です。

2.3 コマンド・レベル・プログラミング
コマンド・レベル・プログラミングでは，一連のDCL
コマンドを記述したコマンド・プロシージャと呼ばれ
る特殊なファイルを作成することができます。ユーザ
がコマンド・プロシージャを実行すると，コマンド・
プロシージャ内のコマンドが連続的に実行されます。

2.4 ユーザ環境のカスタマイズ

ログイン・コマンド・プロシージャ，コマンドの省略
形，コマンドのファンクション・キーへの割り当て，
コマンドの再呼び出しと編集を使用して，コンピュー
ティング環境をカスタマイズすることができます。

3 プログラム開発環境

OpenVMSには，ランタイム・ライブラリ (RTL)，リ
ンカ，ライブラリアン，シンボリック・デバッガな
ど，プログラムを開発するためのさまざまなツールが
含まれています。

OpenVMSではプログラマは以下のツールを利用でき
ます。

3.1 Java™ SE Development Kit

Java Platform， Standard Edition Development Kit
(JDK)は，OpenVMS AlphaおよびOpenVMS for In-
tegrity Servers上で Javaアプリケーションを開発し
たり運用するための環境を提供し，基本的な開発ツー
ルと豊富なクラス・ライブラリが含まれています。

3.2 言語とランタイム・ライブラリのサポート

OpenVMSには，以下の機能を提供するいくつかの RTL
が含まれています。

• 文字列操作

• 並列処理のサポート

• 入出力ルーチン

• 入出力変換

• 端末に依存しない画面処理

• 日付と時刻の整形ルーチン

• 高精度算術関数

• シグナル通知と条件処理

• その他の汎用関数

OpenVMS Alphaでは，MACRO-32，MACRO-64，
Ada， BASIC， C， C++， COBOL， Fortran， Pascal，
および PL/Iなどの言語で記述されたプログラムからこ
れらのルーチンを呼び出すことができます。

OpenVMS for Integrity Serversでは，MACRO-32，
BASIC， C， C++， COBOL， Fortran，および Pascal
などの言語で記述されたプログラムからこれらのルー
チンを呼び出すことができます。
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また，OpenVMSには言語サポート・ライブラリも含
まれています。言語はそれぞれ違いますが，どの言語
も順編成ファイルの入出力をサポートし，ほとんどの
言語では直接編成ファイルと索引編成ファイルの入出
力をサポートしています。言語 RTLでは，入出力のフ
ォーマッティングやエラー処理がサポートされ， For-
tranには，他のベンダが作成したデータが格納されて
いる，書式付きでないファイルを読み込む機能があり
ます。

OpenVMS Alpha Version 6.1から Version 7.3-2で作
成されたユーザ・モード・イメージから作成した変換
イメージをサポートするための RTLが複数提供されて
います。

3.3 呼び出し規則

弊社の多くの言語は，共通の呼び出し規則に従ってい
ます。そのため，これらのどの言語で記述されたルー
チンも，他の言語で記述されたルーチンを直接呼び出
すことができます。このため複数の言語を使用したア
プリケーションの開発が容易で単純です。

RTL内のユーザ・アクセス可能なすべてのルーチン
は，適切なプラットフォーム呼び出し規則と条件処理
規則に従っており，ほとんどのルーチンは共用可能イ
メージに格納されています。

低いレベルでは，セキュリティ，イベント・フラグ，
非同期システム・トラップ，論理名，レコードとファ
イルの入出力，プロセス制御，タイマ，時刻変換，条
件処理，ロック管理，メモリ管理のために，プログラ
ムからシステム・サービスを直接呼び出すことができ
ます。ここでも，システム・サービスは適切なプラッ
トフォーム呼び出し規則と条件処理規則を使用してい
ます。

OpenVMSは，以前のバージョンのOpenVMSで作成
されたユーザ・モード・イメージの実行をサポートし
ています。通常，再コンパイルと再リンクは必要あり
ません。

3.4 MACROコンパイラ

VAX MACRO-32のソースは，若干の変更で， AlphaServer
または Integrityサーバ上でコンパイルして実行できま
す。

3.5 POSIX Threads Library

OpenVMSは， POSIX Threads Libraryと呼ぶ，ユ
ーザ・モードのマルチスレッド機能を備えています。
POSIX Threads Libraryは， POSIX 1003.1-1996標
準スタイルのスレッド・インタフェースを提供しま
す。また， POSIX Threads Libraryでは， The Open
Groupによって定義されている，分散コンピューティ
ング環境 (DCE)スレッドをOpenVMS上に実装したイ
ンタフェースも提供しています。

POSIX Threads Libraryは，ランタイム・ルーチンの
ライブラリです。これを使用すると，単一のアドレス
空間内に複数の実行スレッドを作成できます。 POSIX
Threads Libraryのカーネル・スレッド機能を有効に
すると，マルチスレッド化されたアプリケーションの
スレッドをすべての CPUで実行させることで，すべ
ての CPUにまたがる並列処理が可能になります (シン
メトリック・マルチプロセシング・システムおよび非
シンメトリック・マルチプロセシング・システムのど
ちらでも可能)。マルチスレッド機能により，計算処
理と入出力動作をオーバラップさせることが可能に
なります。共用リソースが正しくアクセスされるよう
に，ミューテクスや条件変数などの同期要素が提供さ
れています。スレッドのスケジューリングと優先順位
付けのために， POSIX Threads Libraryでは複数の
スケジューリング・ポリシーが提供されています。マ
ルチスレッド・アプリケーションをデバッグするため
に， POSIX Threads LibraryはOpenVMS Debugger
でサポートされています。 POSIX Threads Library
では，スレッド・セーフ APIの開発を支援するために
Thread Independent Services (TIS)も提供されていま
す。

3.6 Librarianユーティリティ
Librarianユーティリティを使用すると，オブジェク
ト・モジュール，イメージ・ファイル，マクロ，ヘル
プ・ファイル，テキスト・ファイル，あるいはその他
の一般的にレコード単位で取り扱う情報を，中央の簡
単にアクセスできるファイルに格納できます。オブジ
ェクト・モジュールとイメージ・ファイルのライブラ
リは，リンカが，入力ファイル内で解決できない参照
を見つけた場合に検索されます。マクロ・ライブラリ
は，MACRO-32およびMACRO-64が，入力ファイル
内に定義されていないマクロ名を見つけた場合に検索
されます。

3.7 Hypersort
Hypersortは，ユーザが呼び出すことができるルーチ
ンのポータビリティのあるライブラリであり， AlphaServer
および Integrityサーバに対して高速なソート機能を提
供します。

3.8 トレースバック機能
アプリケーションをトレースバック情報付きでコンパ
イルおよびリンクすると，そのアプリケーションで実
行時エラーが発生したときに，トレースバック機能に
よってスタック・フレーム・アドレスがルーチン名と
行番号に変換され，シンボリックなトレースバックが
表示されます。
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3.9 デバッガ
OpenVMS Debuggerを使用すると，ソース・コード
内に記述されているのと同じシンボルを使用して，プ
ログラムの実行をトレースしたり，レジスタの内容の
表示や変更を行うことができます。

デバッガには，メモリの割り当てと割り当て解除をリ
アルタイムかつグラフィカルに表示するヒープ・アナ
ライザ機能が含まれています。

3.10 System Code Debugger

OpenVMS System Code Debuggerは，カーネル・コ
ード・デバッガです。このデバッガを使用すると，シ
ステム・コードの開発者は，ページング不可のシステ
ム・コードの実行を，任意の割り込み優先順位レベル
(IPL)でトレースすることができます。 System Code
DebuggerはOpenVMS Debuggerをベースにしてお
り，同じインタフェースとほぼ同じコマンド・セット
が採用されています。

3.11 System Dump Analyzer (SDA)ユーティリ
ティ
システム障害が発生すると，OpenVMSは事前に割り
当てられたダンプ・ファイルにメモリの内容を書き
込みます。このダンプ・ファイルは， System Dump
Analyzer (SDA)を使用して後で解析することができ
ます。システム・ダンプは，すべてのメモリが書き込
まれたフル・メモリ・ダンプと，システムで障害が発
生した時点で使用中だったメモリ領域だけが書き込
まれた選択メモリ・ダンプのいずれかです。ダンプ・
ファイルは，ローカルに接続された任意のディスク上
に格納できます。 AlphaServerと Integrityサーバで
は，ダンプ圧縮機能により，フル・ダンプと選択ダン
プのどちらも，圧縮されないダンプで必要とされるサ
イズよりも小さいファイルに書き込むことができま
す。圧縮されないフル・メモリ・ダンプでは，すべて
のメモリを格納できるだけの大きさのダンプ・ファイ
ルが必要です。選択メモリ・ダンプでは，システムで
障害が発生した時点で使用中だったメモリの情報が，
ダンプ・ファイルに収まる量だけ書き込まれます。

3.12 Spinlock Tracingユーティリティ
Spinlock Tracingユーティリティは，スピンロックの
使用特性を確認し，特定のスピンロックの性能データ
を CPUごとに収集するためのメカニズムです。

3.13 プロセス・ダンプ
アプリケーションで障害が発生した場合に，そのレジ
スタとメモリの内容をデータ・ファイルに書き込み，
ANALYZE PROCESSユーティリティを使用して調
査することができます。このユーティリティでは，
OpenVMS Debuggerと同じインタフェースとコマン
ドを使用して，レジスタおよびメモリを調査できま

す。 AlphaServerや Integrityサーバでは，メモリ・ダ
ンプの書き込みを別のプロセスから開始できます。

3.14 RMSファイル・ユーティリティ
レコード管理サービス (RMS)ファイル・ユーティリテ
ィを使用すると， RMSファイルの内部構造を分析し
て，ファイルの入出力，メモリ，領域，性能に関する
パラメータを調整できます。 RMSファイル・ユーテ
ィリティは， RMSファイルの領域の作成，ロード，
解放にも使用できます。 RMSについての詳細は，本
仕様書の「オペレーティング・システム環境」の項を
参照してください。

3.15 ファイル比較ユーティリティ
このユーティリティは， 2つのファイルの内容を比較
し，一致しないレコードの一覧を表示します。

3.16 Translated Image Environment (TIE)
(Alpha)

OpenVMS Alphaでは，OpenVMS VAXイメージから
バイナリ・トランスレーションを行ったプログラムの
実行を可能にするための，一連のサービスが提供され
ています。これらのプログラムは，OpenVMS Alpha
上で事実上すべてのユーザ・モード関数を実行し，
OpenVMS VAXからトランスレートされたり，Open-
VMS Alpha上のネイティブ・コンパイラを使用して
作成された，他のプログラム (イメージ)とともに動作
します。 TIEでは，特別なソース・コードなしで，浮
動小数点レジスタ，条件コード，例外処理， ASTなど
の， VAXアーキテクチャと Alphaアーキテクチャの
違いが吸収されます。OpenVMS Alphaに付属してい
る TIEでは，別の場所でトランスレートされたイメー
ジを実行できます。

詳細については，下記のWebサイトの[Tools]セクショ
ンを参照してください。

http://h71000.www7.hp.com/commercial/cace.html

3.17 Translated Image Environment (TIE)

Integrityサーバ
OpenVMS for Integrity Serversでは，OpenVMS
Alphaイメージからバイナリ・トランスレーションを
行ったプログラムや， VESTを使用して変換された
OpenVMS VAXイメージの実行を可能にするための，
一連のサービスが提供されています。これらのプログ
ラムは，OpenVMS for Integrity Servers上で事実
上すべてのユーザ・モード関数を実行し，OpenVMS
Alphaまたは VAXからトランスレートされたり，Open-
VMS for Integrity Servers上でネイティブ・コンパ
イラを使用して作成された他のプログラム (イメージ)
とともに動作します。 TIEでは，特別なソース・コー
ドなしで，浮動小数点などの Alphaアーキテクチャと
Integrityアーキテクチャの違いが吸収されます。
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詳細については，下記のWebサイトの[Tools]セクショ
ンを参照してください。

http://h71000.www7.hp.com/commercial/cace.html

4 システム管理環境

OpenVMSでは，システム管理者が最適なシステムを
構成し保守するのに役立つ，以下のような一連のツー
ルとユーティリティが提供されています。

4.1 Web-Based Enterprise Management
Services for OpenVMS
Web-Based Enterprise Managment (WBEM) Services
for OpenVMSは業界標準のモニタリングおよび制御
リソースで，OpenVMS Integrityサーバ・システム
に自動的にインストールされます。 Instant Capacity
(iCAP)， Temporary Instant Capacity (TiCAP)， Pay
Per Use (PPU)などの機能，あるいはGlobal Work-
load Manager (gWLM)やHP Systems Insight Man-
ager (HP SIM)などの製品には，WBEM Services for
OpenVMS (WBEMCIM)が必要となります。さらに，
OpenVMS for Integrity Serversのインストールによ
り，WBEM Providers for OpenVMSが自動的にイン
ストールされます。この機能は，HP SIMサービスお
よびGiCAPで必要となります。

Version 8.3-1H1で新たにサポートするHP BL860c
Server Bladeの管理および監視は，HP SIM管理エー
ジェントとのWBEM通信により実現されます。サー
バ・ブレードのサポートのために，以下のようなハー
ドウェアとオペレーティング・システムの監視を可能
にする新しいプロバイダが提供されています。

• オペレーティング・システム

• コンピュータ・システム

• プロセスおよびプロセッサの統計情報

• インディケーション (監視イベント)

• ファームウェア・バージョン

• ファンおよび電源

• 管理プロセッサ

• CPUインスタンス

• メモリ・インスタンス

• エンクロージャ

4.2 HP Systems Insight Managerによる
OpenVMSのプロビジョニング
プロビジョニングは，オペレーティング・システムの
インストールあるいはアップグレード処理のことで
す。プロビジョニングのサポートにより，HP SIM
はネットワーク上の 1つあるいは複数のサーバへの
OpenVMSのインストールあるいはアップグレードを

素早く簡単に行います。同時に最大 8台のサーバへ
OpenVMSをインストールあるいはアップグレードす
ることが可能です。プロビジョニングのサポートによ
り， CD/DVDドライブを持たない Integrityサーバあ
るいはサーバ・ブレードへのOpenVMSのインストー
ルあるいはアップグレードも容易になります。

HP Systems Insight Manager (HP SIM)は，HPのサ
ーバ・ストレージ管理ストラテジの基盤となる技術で
す。Webベースの統一された ("single-pane-of-glass")
インタフェースにより，複数のサーバおよびプラット
フォームの管理を集約し簡単にします。HP SIMは，
ネットワーク上のシステムあるいはその他の機器の特
定，検出，監視，展開に必要な基本ツールを提供しま
す。コアとなるHP SIMソフトウェアはWBEMを使
用して，HPのサーバ・プラットフォームを管理する
ための必須機能を提供します。

Microsoft Windowsが稼動するHP ProLiantサーバ上
で動作するHP SIMは，HP Integrity rx3600 / rx6600
サーバ，およびHP Integrity BL860cサーバ・ブレー
ドで，OpenVMSのプロビジョニングをサポートしま
す。

HP SIMは， PC上のブラウザから有効にすることが
できます。ただし，OpenVMSプラグインを ProLiant
サーバにインストールしておくことが必要です。HP
SIMがプロビジョニングを開始したら，インストール
あるいはアップグレード処理はバックグラウンドで自
動的に行なわれます。ネットワーク経由でプロビジョ
ニングを提供するためには，HP SIMを InfoServerソ
フトウェア・ユーティリティ (および TCP/IP Services
for OpenVMS)と組み合わせて使用してください。

プロビジョニングは vMediaによっても可能です。HP
SIMが稼動しているサーバ上にOpenVMS OE DVDの
ISOイメージが作成され保管されます。HP SIMはそ
の後， vMediaをその ISOイメージに接続します。一
度に１つのサーバで vMediaを使用するように設定で
きます。現在のところ，HP SIMプロビジョニングで
はシャドウ・システム・ディスクからのブートはサポ
ートしていません。ネットワーク経由でのサーバへの
インストールあるいはアップグレードのために，HP
SIMとは独立して， vMediaを導入することもできま
す。

OpenVMSプロビジョニングの詳細については，下記
のURLを参照してください。

http://www.hp.com/go/openvms/provisioning

4.3 HP Availability Manager
HP Availability Managerは，広範なローカル・エリ
ア・ネットワーク (LAN)上の 1台以上のOpenVMSノ
ードを，OpenVMS Alphaシステム，OpenVMS for
Integrity Serversシステム，またはWindows®が動作
する PCから監視するためのシステム管理ツールです。
このツールは，システム管理者や分析者が特定のノー
ドまたはプロセスを詳細な分析の対象にしたり，性能
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またはリソースの問題を解決するのに役立ちます。こ
のツールはDECamds製品のマルチプラットフォーム
版であり，DECamdsの機能を包含しています。

OpenVMS version 8.3-1H1では Availability Manager
が広範囲の機能をサポートしており，これにより，
Availability Managerをサポートするネットワーク上
の任意のシステムをセントラル・コンソールから管理
することができます。

Availability Manager製品の一部であるData Collec-
torは，OpenVMSノード上のシステムとプロセスのデ
ータを収集します。監視対象の各ノード (AlphaServer
および Integrityサーバ)にインストールする必要があ
ります。

Data AnalyzerはData Collectorが収集したデータを
分析して表示します。多数のOpenVMSノード (OpenVMS
Alphaノード，Windowsが動作する PC)からのデー
タを同時に分析して表示することができます。

ハードウェアの推奨事項と関連マニュアルは，次の
OpenVMSのシステム管理のWebページから入手でき
ます。

http://www.hp.com/products/openvms
/availabilitymanager/

4.4 DECamds
DECamdsは保守モードになっているため，OpenVMS
Version 8.2以降では使用できません。DECamdsは
Availability Managerに置き換えられます。DECamds
は， VAXでは V6.2から V7.3まで， Alphaでは V6.2か
ら V7.3-2まででインストールされ動作します。

DECamdsは，OpenVMS for Integrity Serversでは
サポートされず，OpenVMS Alpha Version 8.2以降は
インストールされません。

4.5 Management Agents for OpenVMS
HP Systems Insight Manager (HP SIM)は，HP
の統一インフラストラクチャ管理戦略の基礎となる製
品です。OpenVMS AlphaおよびOpenVMS for In-
tegrity Serversを含む，すべてのHPストレージ製品
とサーバを，ハードウェアレベルで管理できます。
OpenVMSシステムにManagement Agentsをインス
トールすることで，障害監視，構成管理，イベント・
アラームのための単一の監視コンソールとしてHP SIM
を使用し，システムを監視することができます。Open-
VMS用のManagement Agentsと関連マニュアルは，
次のOpenVMSのシステム管理のWebページにありま
す。

http://www.hp.com/products/openvms
/managementagents/

4.6 HP OpenVMS Management Station

HP OpenVMS Management Station (OMS)は，シ
ステム管理者やOpenVMSシステムでシステム管理作
業を行うユーザ向けの，Microsoft® Windowsベース
の強力な管理ツールです。OMSは直感的なユーザ・
インタフェースを特徴としており，システム管理者と
その環境で役に立ちます。システム管理者は，システ
ム上のユーザ・アカウント，プリンタ，ストレージを
管理することができます。システム管理者やヘルプ・
デスクの担当者は，DCLの構文やコマンド・プロシ
ージャを覚えなくても，OpenVMS Alphaシステムや
Integrityサーバ・システムを管理できます。OMSは
Microsoft Management Console (MMC)をベースにし
ています。Microsoft Management Consoleは，さま
ざまな管理プログラム向けの共通の管理フレームワー
クです。OpenVMS Management Stationは，MMC
スナップインとして実装され，必要なMMCの構成要
素がすべて含まれています。OpenVMS Management
Stationと関連マニュアルは，次のOpenVMSのシス
テム管理に関するWebページにあります。

http://www.hp.com/products/openvms
/managementstation/

4.7 Enterprise Capacity and Performance
Analyzer

Enterprise Capacity and Performance (ECP) Ana-
lyzerは，Data Collector (VAX用は ECP Data Col-
lector， AlphaServerおよび Integrityサーバでは Per-
formance Data Collector (TDC) Version 2.1以降)が
収集したデータを処理します。 ECP Analyzerでは，
CPU，ディスク入出力，メモリ，ページング，プロセ
ス，ロック， SCSのメトリクスなど，Data Collector
によって収集されたデータが，グラフィカル (Motifベ
ース)および表形式のレポートで表示されます。 ECP
Analyzerは Alpha上で動作し，次のプログラムが収集
したデータを処理します。

• ECP Data Collector (VAX)

• TDC (AlphaServerおよび Integrityサーバ)

Performance Analyzerと関連マニュアルは，次のOpen-
VMSのシステム管理に関するWebページにあります。

http://www.hp.com/products/openvms/ecp/

4.8 Performance Data Collector

AlphaServerシステムや Integrityサーバ・システムの
性能データは， Performance Data Collector (TDC)を
使用して収集することができます。デフォルトでは，
TDCは定期的にデータを収集して，ユーザ・アプリケ
ーションが取得可能なファイルに格納します。 TDC
Software Developers Kit (SDK)では， TDCと新しい
アプリケーションまたは既存のアプリケーションの統
合をサポートし，ファイルから読み込んだデータに加
えて，生のデータの処理を行うことができます。 TDC
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Version 2.2の実行時ソフトウェアは，OpenVMS Ver-
sion 8.3-1H1とともにインストールされます。

Performance Data Collectorの実行時ソフトウェア
(TDC_RT Version 2.2)は，OpenVMS Version 8.3-
1H1とともにインストールされます。

Performance Data Collectorの追加ソフトウェアと更
新プログラム， SDK，関連マニュアルは，次の場所に
あります。

http://www.hp.com/products/openvms/tdc/

4.9 Graphical Configuration Manager for
OpenVMS

Graphical Configuration Manager (GCM) for OpenVMSは，
ポータビリティのあるクライアント/サーバ・アプリケ
ーションです。パーティション分割された，OpenVMSが
動作する AlphaServerシステムの構成を視覚的に表示
したり制御することができます。GCMクライアント
は Javaベースのアプリケーションであり， TCP/IPネ
ットワークと Java実行環境 (Software Development
Kit (SDK) for the Java Platform v1.2.2以降)をサポー
トするあらゆるオペレーティング・システムで動作し
ます (現在，GCMクライアントは SDK v1.3以降では
サポートされていません)。GCMサーバは， 1台以上
の AlphaServerシステム上のパーティション分割され
た各OpenVMSインスタンス上で，独立プロセスとし
て動作します。

4.10 CPUスケジューリングのための Class
Scheduler

Class Schedulerは，OpenVMSシステムのスケジュ
ーリング・クラスを定義して制御するための SYSMAN
ベースのインタフェースであり，ユーザをスケジュー
リング・クラスに分類することで，システムのユーザ
が受け取る CPU時間の割合を指定できます。

4.11 バッチおよびプリント・キュー・システム

OpenVMSには，多彩なバッチとプリントの機能があ
り，タイムシェアリングまたはリアルタイム・ジョブ
と並行して，会話型でないワークロードを処理するた
めの，キューの作成と，スプールされたデバイスの設
定が可能です。

OpenVMSのバッチ操作とプリント操作では，汎用キ
ューと実行キューの 2種類のキューがサポートされま
す。汎用キューは，ジョブを開始するための適切な実
行キューが利用可能になるまでジョブを保持するため
の中間的なキューです。実行キューは，ジョブ (プリン
トまたはバッチ)が実際に処理されるキューです。複数
の実行キューを汎用キューに関連付けることができる
ため，OpenVMSではOpenVMS Clusterシステム内
の使用可能な複数のシステムにわたる負荷分散が可能
であり，システム全体のスループットが向上します。

汎用プリント・キュー，実行プリント・キュー，キュ
ー管理機能を組み合わせることで，さまざまなプリン
ト・ファイル形式のサポートなど，用途の広いプリン
ト機能が提供されます。

4.12 Accountingユーティリティ
OpenVMSは，会計目的で，システム・リソースの使
用量の記録を保持しています。これらの統計情報に
はプロセッサとメモリの使用量，入出力回数，プリン
ト・シンビオント行数，イメージアクティブ化回数，
プロセス終了記録が格納されています。OpenVMS Ac-
countingユーティリティを使用すると，このデータを
使用して，さまざまなレポートを生成することができ
ます。

4.13 Audit Analysisユーティリティ
OpenVMSは，セキュリティ監査目的で，重要なセキ
ュリティ関連のイベントを，システム・セキュリティ
監査ログファイルに選択的に記録しています。これら
の記録には，イベントが発生した日付と時刻，関連す
るユーザ・プロセスの ID，イベントの種類に固有の情
報が格納されています。この情報は，システム管理者
がシステムのセキュリティを維持し，侵入者の侵入を
阻止するのに役立ちます。OpenVMS Audit Analysis
ユーティリティを使用すると，このデータからさまざ
まなレポートを生成できます。

4.14 Autoconfigureおよび AUTOGENユーティ
リティ
Autoconfigureユーティリティと AUTOGENユーティ
リティは，システム・テーブル中の使用可能なデバイ
スを自動的に構成し，周辺装置とメモリ・アーキテク
チャに基づいてシステム・パラメータを設定します。
これにより，ハードウェア構成を拡張したり変更した
場合に，従来のシステム生成処理が必要でなくなりま
す。

OpenVMS AUTOGENコマンド・プロシージャは，構
成に実装されているデバイスを検出することで，いく
つかのシステム・パラメータを自動的に設定します。
フィードバック・オプションにより，以前の使用パタ
ーンに基づいて，推奨されるパラメータ設定をレポー
トさせることができます。

4.15 Backupユーティリティ
Backupユーティリティを使用すると，ファイル構造
を持ち，マウントされたボリュームとボリューム・セ
ットの，フル・ボリューム・バックアップと追加型フ
ァイル・バックアップができます。個々のファイル，
選択したディレクトリ構造，またはボリューム・セッ
ト上のすべてのファイルをバックアップしたり復元す
ることができます。さまざまな日付 (作成日または変更
日など)でファイルを選択し，磁気テープ，磁気ディス
ク，WORM (Write Once Read Many)光ディスクにバ
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ックアップできます。 Backupユーティリティを使用
して，セーブセットを復元したり，セーブセットの内
容を一覧表示することもできます。

実行可能プロシージャからバックアップ・ルーチンを
呼び出すために， Backup APIが提供されています。

Backup Manager for OpenVMSは， Backupユーテ
ィリティに対する画面指向のインタフェースを提供
し，定期的なバックアップ操作の実行を支援します。
Backup Managerは，メニュー形式のユーティリティ
で，次のことが可能です。

• Backupコマンドの構文を知らなくても，保存，復
元，一覧表示操作へのアクセスが可能。

• Backupの保存操作を記述した Backup Managerテ
ンプレートの作成，変更，再呼び出し，削除が可
能。

4.16 記録型 DVD
OpenVMSでは，特定のドライブと構成を持つ AlphaServer
システムおよび Integrityサーバ・システムで，ローカ
ルにマスタリングされたディスク・ボリュームまたは
ディスク・イメージ・ファイルを， CD-R， CD-RW，
DVD+R，DVD+RWなどの光記憶メディアの記録デバ
イスに記録する機能が提供されています。

4.17 記録型 CD
OpenVMSでは，基本オペレーティング・システムに
付属しているアプリケーションを使用して， CD-Rメ
ディアに 1回だけ書き込む機能が提供されています。
この機能では，サポートされている Alphaシステムお
よびサポートされている Integrityサーバに付属して
いる書き込み可能 CDデバイス (CD-RW)だけをサポ
ートしています。アプリケーションについての詳細
は，OpenVMSのマニュアル・セットを参照してくだ
さい。 CD-RWハードウェア・オプションをサポート
しているプラットフォームについては，次のWebサイ
トの該当するページを参照してください。

http://h18002.www1.hp.com/alphaserver/
http://www.hp.com/products1/servers/integrity/

4.18 Analyze Disk Structureユーティリティ
Analyze Disk Structureユーティリティでは，ディス
ク・ボリューム上の構造情報をディスクの内容と比較
し，構造情報を出力し，その情報を変更することがで
きます。また，ディスクのファイル構造中に発見され
たエラーを修復するのにも使用できます。

4.19 License Management Facility (LMF)
License Management Facilityを使用すると，システ
ム管理者は，OpenVMSシステム上でソフトウェア・
ライセンスを有効にしたり，ライセンスが有効なソフ
トウェア製品を確認することができます。

4.20 System Managementユーティリティ
(SYSMAN)
System Managementユーティリティを使用すると，
システム管理者は，ローカルのOpenVMSシステムか
ら実行した操作が，環境内の他のすべてのOpenVMS
システムで実行されるような管理環境を定義すること
ができます。

4.21 HP Servicesツール
HP Servicesは，クラッシュ・ダンプ分析とハードウ
ェア障害の分離のためのWebベースのツールを提供し
ます。詳細は，次のWebサイトを参照してください。

http://h18000.www1.hp.com/support/svctools/

5 セキュリティ
OpenVMSでは，システムで制御されるデータ構造や，
情報を格納するデバイスへのユーザ・アクセスを制御
するための，豊富なツール・セットが提供されていま
す。OpenVMSでは，対象 (ユーザ・プロセスなど)と
セキュリティ関連のシステム・オブジェクト (ファイ
ルなど)の間のすべてのアクセスに介在する，参照モニ
タの概念が採用されています。OpenVMSでは，すべ
てのオブジェクト・アクセスの結果を記録するシステ
ム・セキュリティ監査ログ・ファイルも提供されてい
ます。監査ログは，その他さまざまなセキュリティ関
連のイベントに関する情報を取得するためにも使用で
きます。

各ユーザ・アカウントに関連付けられているユーザ・
アカウント情報，特権，およびクォータが，システ
ム・ユーザ登録ファイル (SYSUAF)中に保持されてい
ます。各ユーザ・アカウントには，ユーザ名，パスワ
ード，利用者識別コード (UID)が割り当てられていま
す。システムにログインしてアクセスするためには，
有効なユーザ名とパスワードを入力する必要がありま
す。パスワードはコード化され，端末のディスプレイ
上には表示されません。

ユーザは自発的にパスワードを変更できます。また，
システム管理者がパスワードの変更頻度やパスワード
の最小文字数，ランダムに生成されたパスワードの使
用を指定することもできます。
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5.1 セキュリティ操作
OpenVMSでは，さまざまなレベルの特権を異なるオ
ペレータに割り当てることができます。オペレータ
は，OpenVMS Help Messageユーティリティを使
用して，エラー・メッセージの説明をオンラインで参
照できます。また，システムによって生成されたメッ
セージを，各コンソール・オペレータ，テープ・ライ
ブラリアン，セキュリティ管理者，システム管理者の
関心に基づいて異なる端末に振り分けることもできま
す。

セキュリティ関連のイベントを選択的に記録するため
に，セキュリティ監査機能が提供されています。この
監査情報は，セキュリティ・オペレータ端末 (アラー
ム)に渡したり，システム・セキュリティ監査ログ・フ
ァイル (監査)に出力することができます。それぞれの
監査記録には，イベントの日付と時刻，関連するユー
ザ・プロセスの ID，それぞれのイベントに固有の追加
情報が含まれています。

OpenVMSでは，以下のイベントに対するセキュリテ
ィ監査機能が提供されます。

• ログインとログアウト

• ログインの失敗と侵入しようとした履歴

• オブジェクトの作成，アクセス，解放，削除 (特権，
アクセスの種類，個々のオブジェクトごとに選択可
能)

• 登録データベースの変更

• DECnet for OpenVMS，DECnet-Plus，DECwin-
dows， IPC，および SYSMANのネットワーク論理
リンク接続

• IDまたは特権の使用

• インストール・イメージの追加，削除，置換

• ボリュームのマウントとディスマウント

• ネットワーク制御プログラム (NCP)ユーティリティ
の使用

• 個々の特権の使用または使用の失敗

• 個々のプロセス制御システム・サービスの使用

• システム・パラメータの変更

• システム時刻の変更と再測定

すべてのセキュリティ関連のシステム・オブジェクト
は，その所有者のUICと，単純な保護マスクでラベル
付けされます。所有者のUICは，ユーザ・フィールド
とグループ・フィールドの 2つのフィールドで構成さ
れます。システム・オブジェクトは，オブジェクトの
所有者，グループ，特権システム・ユーザ，その他す
べてのユーザに対する，読み取り，書き込み，実行，
削除アクセスを許可する保護マスクも持ちます。シス
テム管理者は，個々のユーザ，グループ， IDのリスト
に対してアクセスを許可または拒否するアクセス制御
リスト (ACL)を使用して，システム・オブジェクトを

保護することができます。また， ACLは，重要なシス
テム・オブジェクトへのアクセスを監査するためにも
使用できます。

OpenVMSでは，以下のシステム・オブジェクトに対
して完全な保護が適用されます。

• コモン・イベント・フラグ・クラスタ

• デバイス

• ファイル

• グループ・グローバル・セクション

• 論理名テーブル

• バッチ・キューまたはプリント・キュー

• リソース・ドメイン

• セキュリティ・クラス

• システム・グローバル・セクション

• ODS-2ボリューム

• ODS-5ボリューム

OpenVMSでは，情報と通信を保護するためのオプシ
ョンのセキュリティ・ソリューションが提供されてい
ます。

• OpenVMS Version 8.3-1H1には，データの機密を
保持するための暗号化機能が，オペレーティング・
システムの一部として組み込まれています。その
ため，個別に Encryptのライセンスを取得してイン
ストールする必要がありません。 ENCRYPTコマ
ンドとDECRYPTコマンドがOpenVMSに付属す
るようになり， 128， 192， 256ビットのキーを使
用した AESファイル暗号化がサポートされます。
AES暗号化は， BACKUP/ENCRYPTでもサポート
され，暗号化されたテープやセーブセットを作成す
ることができます。組み込みの暗号化機能は，以前
のレイヤード・プロダクト Encryption for Open-
VMSで作成されたファイルやバックアップ・テー
プと互換性があります。このレイヤード・プロダク
トには， 56ビットのDES (Data Encryption Stan-
dard)が搭載されています。現在でも，アーカイブ
されたDES暗号化データを復号化するために使用
できます。 AES暗号化機能では， Electronic Code
Book (ECB)ブロック・モードと， Cipher Block
Chaining (CBC)ブロック・モードの暗号化がサポ
ートされています。 Cipher Feedback (CFB)および
Output Feedback (OFB)の 8ビット文字ストリー
ム・モードも，コマンド行およびプログラミングで
使用する APIでサポートされています。

• OpenVMS Alphaおよび Integrityサーバ・システ
ム用の SSL (Secure Sockets Layer)を使用すると，
インターネット経由での機密情報の転送を安全に行
うことができます。
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• Common Data Security Architecture (CDSA)は，
インストールとアップグレードの際に自動的に構成
して初期化され， Secure Deliveryおよびその他の
セキュリティ機能で使用されます。基本オペレーテ
ィング・システムをアップグレードせずに新しいバ
ージョンの CDSAをインストールした場合は，下記
のコマンドを使用して CDSAソフトウェアを初期
化する必要があります。このコマンドは， SYSPRV
特権と CMKRNL特権の両方を持つアカウント (た
とえば SYSTEMアカウント)で実行します。

$ @SYS$STARTUP:CDSA$UPGRADE

• Kerberos for OpenVMS

• スレッド単位のセキュリティ・プロファイル

• 外部認証

注意: LAN Managerによって外部認証されるユーザ
は，単一のユーザ名とパスワードを覚えておくだけ
で，OpenVMSのアカウントと LAN Managerのアカ
ウントにアクセスできます。

5.2 米国政府のセキュリティ評価
HPでは，OpenVMSが安全な基本オペレーティング・
システムを一貫して提供するように努力しており，DoD
5200.28-STD Department of Defense Trusted Computer
System Evaluation Criteriaに準拠することが評価され
認定されました。OpenVMSの各リリースでは，Na-
tional Computer Security Centerに対して C2レベル
準拠を証明するために使用したものと同じテスト・ス
イートが，リリース前に実施されています。

注意: 残念ながら，完全なセキュリティを提供できる
システムはなく，弊社も完全なシステム・セキュリテ
ィを保証することはできません。しかしながら，弊社
では，製品のセキュリティ機能を絶えず強化していま
す。お客様においては，業界で有効性が認知されてい
るすべてのセキュリティ慣行に従うことを強くお勧
めします。OpenVMSで推奨される内容については，
『OpenVMSシステム・セキュリティ・ガイド』を参
照してください。

6 OpenVMS for Integrity Serversでの
HP Utility Pricing

OpenVMS for Integrity ServersでHP Utility Pricing
を使用すると，予定されたまたは予定外の負荷の増大
あるいは一時的な負荷上昇に対応して， CPUリソース
が必要になった時点で対価を支払って CPUリソースを
追加することができます。

注意: OpenVMS for Integrity ServersでHP Utility
Pricingのご利用を検討されているお客様は，弊社営業
所あるいは代理店までご相談ください。

• 設備投資としてシステムを購入する場合は， Instant
Capacity (iCAP)が適しています。

• Pay Per Use (PPU)は，HP Financeを通じてリー
ス契約したシステムでのみ有効です。

6.1 Instant Capacity
Instant Capacity (iCAP)では，予約しておいた処理能
力を，運用を中断せずに顧客がすぐに運用に移行させ
ることができます。

主な利点は以下のとおりです。

• 可用性の高い構成済みの「すぐに実行可能な」ソリ
ューションを提供します。

• 必要なときに予備の処理能力を有効にすることがで
きます。

• セル・ボードと個別のコアが対象です。

• 企業向けの大規模な実装では，共通の Integrityシ
ステム上で，ハード・パーティションにまたがっ
て iCAPコアをHP-UXとの間で共有するができま
す。

• Global Workload Manager (gWLM)と統合されてお
り，ワークロードの要求に応じてハード・パーティ
ション内のアクティブ・コアを自動的に再割り当て
することができます。

運用上の特徴

• iCAPコアは，アクティブ・コアの数分の 1の価格
で購入でき， CWUR (Components Without Usage
Rights:使用権のない構成要素)と表現されます。

• システムは，工場において，最低 1つのアクティ
ブ・コアと必要な数の iCAPコアで構成されます。

• iCAPコアをアクティブにする必要がある場合，価
格の差分を支払ってアクティブ化の使用権 (RTU)コ
ードワードをHP iCAP Web Portalから取得しま
す。これにより iCAPコアまたはメモリをアクティ
ブにできます。

• コアまたはセル・ボードが永続的にアクティブにな
ると，そのコアまたはセル・ボードのサポート費用
がシステム全体のサポート費用に自動的に追加され
ます。

注意: iCAPのアクティブ化は，新しいコアを永続的に
追加するのと同じであると考えてください。したがっ
て，付随する弊社および他社のソフトウェア・ライセ
ンスと，そのために必要となるサポートの費用も追加
されます。

6.2 TiCAP (Temporary iCAP)

• 一定の期間だけプロセッサを一時的にアクティブに
することができます。期間の単位はコアあたり最低
30分です。

• 永続的なアクティブ化費用は必要ありません。既存
のコアを必要な期間だけ利用します。
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• 予想外のプロセッサ要求の上昇あるいは計画されて
いるプロセッサ要求の上昇が一時的にある場合に適
しています。

運用上の特徴

• プロセッサに対して適用され，セル・ボードやメモ
リは含まれません。

• 顧客は標準の iCAPプロセッサを注文し， iCAPと
同じ割引された価格分の費用を支払います。

• 顧客は， 1つ以上の iCAPコアを一時的にアクティ
ブにするための， 30-CPU日の権利を 1つ以上購入
します。

• 顧客のサイトから弊社への電子メール接続は必要あ
りません。

• iCAPソフトウェアは，関連するすべてのコアに対
する償却率を確認して， TiCAPライセンスの期限
が切れる前に警告を発行します。

• TiCAPライセンスによってアクティブ化されるコア
には，ハードウェア・サービスが含まれています。

• アクティブ化された TiCAPコア上では，該当する
オペレーティング環境 (OE)のライセンスが自動的
に付与されます。

注意: 注意: OE以外の弊社および他社のソフトウェ
アは，独自のライセンス・ポリシーを持っていますの
で，ピーク時の要件を満たすだけのソフトウェア・ラ
イセンスを購入することをお勧めします。

6.3 Pay Per Use

PPUは，HP Financeによるリース・プログラムであ
り，使用した CPU処理能力に対してのみ対価を支払い
ます。

主な特徴

• すべてのOpenVMS Integrityセル・ベース・シス
テム (rx7620， rx7640， rx8620， rx8640，および
Superdome)で動作します。

• 顧客は，最低月額固定リース料と，実際の CPU使
用量に基づいて変動する月額使用料を支払います。

• 顧客が支払う PPUの料金は，どの月も，標準のリ
ース費用の 105%を超えないことが保証されます。

• リースの全期間 (顧客が選択した 3年間または 4年
間)にわたって，合計 PPUリース費用が標準の全期
間のリース費用の 100%を超えないことが保証され
ます。

• PPUには 2つの種類があります。

• 各 CPUの実際の使用率 (パーセント CPUとも呼
びます)

• アクティブな CPUの数 (アクティブ CPUとも呼
びます)

• パーセント CPUとアクティブ CPUは， 1台の In-
tegrityシステムではどちらかしか使用できません。

• 企業向けの大規模な実装では，パーティション分割
された共通の Integrityシステム上で，HP-UXおよ
びWindows-64 (パーセント CPUのみ)との間で PPU
CPUを共用できます。

運用上の特徴

• 対象となるシステムで動作する PPU Metering Agent
が，搭載されているすべての CPUについて， CPU
リソース使用量を継続的に測定します。

• この使用量データは，HP Proliantシステムで動作
するUtility Meterに送信されます。Utility Meter
は，最大 99の PPUシステムをサポートすることが
できます。

• このシステムは， 24時間ごとにHP Utility Web
Portalと安全に通信し，各 PPUシステムについて
集計された使用情報を送信します。

• 48時間後に，顧客は安全な接続を通じてUtility Por-
talにアクセスして，システムまたはハード・パー
ティションごとの 24時間分の使用量の統計情報を
参照できます。

• この情報により，各事業部門に対して，消費した実
際の CPUリソースに対する課金を正確に行うこと
ができます。

7 オペレーティング・システム環境

7.1 プロセスとスケジューリング
実行イメージは，コンパイルしてリンクされたシス
テム・プログラムとユーザ・プログラムで構成されま
す。これらのイメージは，OpenVMS上でプロセスの
コンテキストで動作します。OpenVMS Alphaおよび
OpenVMS for Integrity Serversでは， 64のプロセ
ス優先順位が認識されます。優先順位 0～ 15は，タイ
ムシェアリング・プロセスおよびアプリケーション用
です (タイムシェアリング・プロセスの優先順位は，通
常 4がデフォルトです)。 Alphaおよび Integrityサー
バ上の優先順位 16～ 63は，リアルタイム・プロセス
用です。リアルタイム・プロセスに高い優先順位を割
り当てることで，実行の準備ができているときに確実
にプロセッサ時間が割り当てられるようにすることが
できます。

OpenVMSは，ページングとスワッピングを使用して，
並列に動作するプロセスに対し，十分な仮想メモリを
提供します。ページングとスワッピングは，必要なメ
モリ量が利用可能な物理メモリを超えるプロセスに対
しても適用されます。
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7.2 64ビット仮想アドレッシング
OpenVMS AlphaおよびOpenVMS for Integrity Servers
オペレーティング・システムでは， 64ビット仮想メモ
リ・アドレッシングがサポートされています。この機
能により， 8 TBの仮想アドレス空間が，OpenVMS
AlphaおよびOpenVMS for Integrity Serversオペレ
ーティング・システムと，アプリケーション・プログ
ラムで利用可能になります。 Integrityサーバの将来の
ハードウェア実装では，より多くの容量が提供されま
す。OpenVMSアプリケーションは，コンパイラによ
ってサポートされる 64ビットのデータ型を使用する
ことで， 64ビット・プロセシングのメリットを享受す
ることができます。詳細は，OpenVMS Alphaおよび
OpenVMS for Integrity Serversのコンパイラの SPD
を参照してください。

7.3 VLM (Very Large Memory)機能
OpenVMS AlphaおよびOpenVMS for Integrity Servers
では， 64ビット仮想アドレッシングで提供される機
能の他に，さらに以下のメモリ管理 VLM機能が提供
されています。これらの機能をデータベース・サーバ
で使用して，大量のデータをメモリに保持すること
で，実行時の性能を大幅に向上させることができま
す。OpenVMS AlphaおよびOpenVMS for Integrity
Serversで提供される VLM機能は以下のとおりです。

• メモリ常駐のグローバル・セクション

• グローバル・セクションの高速入出力

• 共用ページ・テーブル

• 拡張可能なグローバル・ページ・テーブル

• 予約メモリ・レジストリ

7.4 DECdtmサービス
OpenVMSオペレーティング・システムに組み込まれ
ているDECdtmサービスは， 2段階コミット・プロト
コルを使用して，完全に分散化されたデータベースを
サポートします。DECdtmサービスは，分散処理の
ためのテクノロジと機能を提供し，複数のHPリソー
ス・マネージャにまたがったトランザクションとデー
タベースの一貫性を保証します。分散データベースの
更新は，データが物理的に存在する場所にかかわら
ず，単一の「オール・オア・ナッシング」の作業単位
として実行されます。これにより，分散化されたデー
タの整合性が保たれます。

DECdtmサービスを使用すると，アプリケーション
では，任意の数のHPデータ管理製品の呼び出しを含
む，グローバルなトランザクションを定義できます。
使用するデータ管理製品の組み合わせにかかわらず，
グローバル・トランザクションはコミットするか中止
するかのどちらかになります。トランザクション処理
機能が基本オペレーティング・システム・サービスで
提供されている点がOpenVMSの特徴です。

DECdtmには以下のような機能があります。

• DECtpアーキテクチャをサポートする組み込みOpen-
VMSシステム・サービス。これにより，分散トラ
ンザクション処理のための機能とテクノロジが提供
されます。

• 複数の離れた場所にあるリソースを自動的に更新す
る機能。これらのリソースは，異なるサイトの異な
るクラスタ上に置かれ物理的に離れている場合と，
同じノード上の異なるデータベースに置かれ論理的
に離れている場合があります。

• X/Open Distributed Transaction Processing XAイ
ンタフェースを使用する機能。これにより，DECdtm
トランザクション・マネージャは， XA準拠のリソ
ース・マネージャ (HP DECdtm XA Veneer)と連携
できるようになり， XA準拠のトランザクション処
理システムは，DECdtm準拠のリソース・マネー
ジャ (DECdtm XA Gateway)と連携できるようにな
ります。

• 堅牢なアプリケーション開発。システムで障害が発
生した場合でも，データが矛盾した状態にならない
ようなアプリケーションを作成できます。

• 任意のHP TPモニタまたはデータベース製品から
呼び出すことができます。これは，複数のHPデー
タベース製品を使用するアプリケーションで便利で
す。

7.5 プロセス間通信

OpenVMSでは，協調して動作する複数のプロセスで
構成されるアプリケーションのために，以下の機能が
提供されています。

• キューに格納されたメッセージを使用してプロセス
が通信するための，仮想デバイスとしてのメールボ
ックス。

• 単一プロセッサ・システムまたは SMPシステム上
の共用メモリ・セクション。複数のプロセスが共用
アドレス空間に同時にアクセス可能です。

• Galaxyプラットフォーム上のGalaxywideセクシ
ョン。複数のインスタンス内の複数のプロセスが同
時に共用アドレス空間にアクセス可能です。

• 単純な同期を可能にするコモン・イベント・フラ
グ。

• ロック・マネージャ。複数レベルのロック，値，非
同期システムトラップ (AST)を使用した，より包括
的な enqueue/dequeue機能が提供されます。

• クラスタ間通信サービス。同じシステムまたは異な
るOpenVMS Clusterノードで動作する 2つのプロ
セスが，接続を確立してデータを交換できます。

• 論理名。あるプロセスが，同じシステムまたは異な
るOpenVMS Clusterノードで動作する他のプロセ
スに，論理名を通じて情報を渡すことができます。
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• ネットワーク・プロセス間通信は， TCP/IP Ser-
vicesおよびDECnet-Plusで利用できます (製品ラ
イセンスが必要です)。

7.6 シンメトリック・マルチプロセシング
(SMP)

OpenVMSでは， AlphaServerおよび Integrityサーバ
のマルチプロセッサ・システムで，シンメトリック・
マルチプロセシング (SMP)がサポートされています。
SMPは，密に結合されたマルチプロセシングの 1つの
形態であり，すべてのプロセッサが同時に処理を実行
します。すべてのプロセッサが，OpenVMSのすべて
のアクセス・モード (ユーザ・モード，スーパバイザ・
モード，エグゼクティブ・モード，カーネル・モード)
で処理を実行します。

OpenVMSの SMP構成は，単一の共用メモリ・アド
レス空間から取り出したコードを実行する，複数の
CPUで構成されます。ユーザとプロセスは，Open-
VMS for Integrity ServersまたはOpenVMS Alphaの
単一のアドレス空間を共用します。 SMPでは，すべ
てのプロセッサが，グローバル・セクションにある共
通のデータに同時にアクセスします。OpenVMS SMP
がプロセスを実行する CPUを選択する際には，優先
順位を基にしますが，特別な場合にはアプリケーショ
ンの指示によって選択されます。ノンユニフォーム・
メモリ・アクセス (NUMA)プラットフォームでは，
OpenVMSは特別なスケジューリング・アルゴリズム
を使用します。

SMPは，OpenVMSに欠くことのできない機能であ
り，ユーザから見えない所で処理されます。 SMPシ
ステムは単一のシステム・エンティティであるため，
ネットワークとOpenVMS Clusterの構成に単一ノー
ドとして組み込まれます。

SMP構成でサポートされる最大 CPU数は 32です。

7.7 ネットワーク機能

OpenVMSでは，本仕様書の付録 Bの「LANオプショ
ン」の項に記載されているすべてのHPローカル・エ
リア・ネットワーク (LAN)アダプタ用のデバイス・ド
ライバが提供されています。アプリケーション・プロ
グラマは，QIOシステム・サービスを使用し，以下の
いずれかを使用して LAN経由で接続されている他のシ
ステムと通信できます。

Ethernetまたは IEEE (Institute of Electrical and
Electronics Engineers) 802.3パケット形式。HPイー
サネット・プロトコルと IEEE 802.3プロトコルの同
時使用は，すべてのHP LANアダプタでサポートされ
ています。

OpenVMS Alphaは，ローカル・エリア・ネットワー
ク (LAN)として，イーサネット， FDDI，トークン・

リング，および ATMをサポートしています。Open-
VMS for Integrity Serversは，イーサネットだけをサ
ポートしています。

OpenVMS Alphaは， ATMフォーラムの LANEバー
ジョン 1.0仕様で定義されている標準をサポートして
います。これは， ATMネットワーク上で LANエミュ
レーションを行うためのものです。 ATMネットワー
ク上でエミュレートされた LANを実現することで，
ATMステーションのグループを，従来の LANと同様
に動作させることができます。 ATMネットワーク上
の LANエミュレーションを使用すると，アプリケーシ
ョンが動作しているコンピュータを ATMネットワー
クに接続したまま，既存のアプリケーションを基本的
に変更なしで実行できます。

OpenVMSは，以下のネットワーク製品をサポートし
ています。

• HP TCP/IP Services for OpenVMS。異なるオペレ
ーティング・システム間で相互運用するための，業
界標準のプロトコル・セットです。

• HP DECnet-Plus。DIGITALネットワーク・アー
キテクチャ・フェーズ Vです。

• DECnet。DIGITALネットワーク・アーキテクチ
ャ・フェーズ IVです。

これらのネットワーク製品については，本仕様書の
「関連製品」の項で説明します。

7.8 ターミナル・サーバ製品
HPターミナル・サーバ製品は，OpenVMSに対する
ターミナル・サーバ・アクセスを提供します。Open-
VMS Cluster環境で使用すると，ターミナル・サーバ
は，ログイン時に使用可能な AlphaServerシステムお
よび Integrityサーバ・システムにユーザを分散させま
す。

OpenVMSは，ターミナル・サーバに接続されている
他のデバイス (プリンタなど)との接続を確立すること
もできます。

7.9 USBのサポート
OpenVMSは，USB (Universal Serial Bus)テクノロ
ジをサポートしています。USBインターコネクトの
サポートにより，OpenVMSシステムは，単一のUSB
ケーブルを使用して，サポートされている複数のUSB
デバイスを接続することができます。OpenVMSは，
USBハードウェアとグラフィックス・コントローラを
持ちOpenVMSをサポートするシステム上で， 1つの
USBキーボードとマウスをサポートします。

OpenVMS Version 8.3より，HP OpenVMS for In-
tegrity Serversのシリアル・サポートはUSBシリア
ル・マルチプレクサ (MUX)によって提供されます。
OpenVMSシステムの従来型のターミナル接続および
低速度のシステム間接続である RS232シリアル回線
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に，他社製のUSBベースのシリアル・マルチプレクサ
を接続するのを可能にするいくつかの汎用チップセッ
トをサポートします。詳細は下記のURLを参照してく
ださい。

http://h71000.www7.hp.com/openvms/integrity/ integrity_
io_options.html

OpenVMSは，プラグ・イベントおよびアンプラグ・
イベントのようなUSB構成の変化を追跡するのに使
用できるUCMと呼ばれるUSB構成ツールを提供しま
す。UCMはまた，特定のデバイスおよびデバイス・
クラスの自動追加を制限するのにも使用できます。
UCMイベント・ログは，HPがUSBデバイスでの問
題を診断する際に使用されます。

AlphaServers

OpenVMSは， AlphaServerプラットフォームの構成
およびオプションに関するWebサイトにリストされて
いる，条件を満たしたUSBデバイスをサポートしま
す。

http://h18002.www1.hp.com/alphaserver/

OpenVMS AlphaのUSBサポートは，ロースピード・
デバイスとフルスピード・デバイスに限定されます。
現在は AlphaServer ES47， ES80，GS1280でのみサ
ポートされます。

Integrity Server Systems

OpenVMS Version 8.3-1H1から，OpenVMSをサポ
ートするすべての Integrityサーバで，ロースピード，
フルスピード，ハイスピードのUSBデバイがサポー
トされます。OpenVMS Version 8.3-1H1における
USB DVDサポートでは， rx2660， rx3600， rx6600
の各 Integrityサーバ・システムで DVDの読み取りお
よび書き込みの両方がサポートされます。

7.10 信頼性
OpenVMSは，データの一貫性を維持し，エラーを診
断するのに十分な情報を提供しつつ，できるだけユ
ーザに意識させないでハードウェア・エラーを処理
します。システムは，まずエラーが致命的かどうかを
判断することで，エラーの影響を限定します。エラ
ーがシステム・コンテキストで発生した場合，現在
のOpenVMSシステムがシャットダウンします。エラ
ーが致命的でない場合は，システムはエラーが発生し
た動作を回復し，現在の操作を続行します。

いずれにしても，エラーに関連する情報は，後で分析
するためにエラー・ログ・ファイルに書き込まれま
す。ハードウェア・エラーには以下のような種類があ
ります。

• プロセッサ・エラー。これには，プロセッサ・ソフ
ト・エラー，プロセッサ・ハード・エラー，プロセ
ッサ・マシン・チェック，アダプタ・エラーが含ま
れます。

• メモリ・エラー。これには，復旧不可能な (ハード)
エラーと復旧可能な (ソフト)エラーがあります。シ
ステムはスタートアップ時にメモリを調べ，不良
ページは使用しません。 ECC (Error Correction
Code)メモリが搭載されているシステムでは，シス
テムの動作中に発生したすべての 1ビット・メモ
リ・エラーが訂正されます。

• 訂正可能なメモリ・エラー。訂正可能なメモリ・エ
ラーの主な原因は，アルファ粒子放射線です。プロ
セッサによっては，訂正可能なメモリ・エラーが発
生したときに， CPUまたは入出力コントローラに
返されるデータだけがメモリ・コントローラによ
って訂正されます。メモリ中の実際のデータはエラ
ーのままになります。以降の読み込み操作では，訂
正サイクルが実行され，ほとんどの場合，エラーを
報告するための割り込みが発生します。これらのプ
ロセッサの多くでは，OpenVMSは訂正可能なメモ
リ・エラーの発生を監視し，ほぼすべての場合，メ
モリ中のデータを再度書き込むことで，エラー状態
を解消することができます。データを再度書き込む
と，そのメモリ位置のデータが訂正されます。

その他に以下のような障害があります。

• オペレーティング・システム・エラー (システムに
よって検出された矛盾や，システム・コンテキスト
でのアーキテクチャ上のエラー)

• ユーザ・エラー

• 入出力エラー

システムは，すべてのプロセッサ・エラー，内部的な
一貫性チェックで検出されたすべてのオペレーティン
グ・システム・エラー，すべての 2ビット・メモリ・
エラー (および訂正された 1ビット・メモリ・エラーの
要約)，ほとんどの入出力エラーをログに記録します。

復旧不可能なハードウェアまたはソフトウェアのエラ
ーが原因でシステムがシャットダウンした場合は，物
理メモリのダンプが書き出されます。ダンプには，プ
ロセッサ・レジスタの内容が格納されます。メモリ・
ダンプを分析するために，OpenVMS System Dump
Analyzer (SDA)ユーティリティが提供されています。

7.11 入出力
QIOシステム・サービスとその他の関連する入出力サ
ービスは，オペレーティング・システムの入出力ルー
チンに対する直接的なインタフェースを提供します。
これらのサービスは，ほとんどのOpenVMSプログラ
ミング言語から使用でき，実行時間が重要なアプリケ
ーションで，最小限のオーバヘッドで低レベル入出力
操作を効率的に実行するために使用されます。

デバイス・ドライバは入出力命令を実行し，デバイス
との間でデータを転送したり，入出力デバイスと直接
通信したりします。入出力デバイスの種類ごとに固有
のドライバが必要です。弊社では，OpenVMSでサポ
ートされているすべてのデバイスのドライバを提供し
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ており，これらのデバイスの多くで利用可能な特別な
機能にアクセスするための，QIOシステム・サービ
ス・ルーチンを提供しています。

OpenVMSは，さまざまなディスクおよびテープ装置，
端末，ネットワーク，メールボックス (プロセス間通信
のための仮想的なデバイス)，およびその他のより汎用
的な入出力デバイスをサポートしています。

7.12 入出力性能
Fast I/Oでは，入出力のスループットを向上させるた
めにアプリケーションが使用可能な，一連の追加シス
テム・サービスが提供されます。 Fast I/Oサービスを
使用すると，入出力を実行するために必要な CPUリソ
ースが最小化されます。

Fast Pathでは，ユニプロセッサとマルチプロセッサ
での入出力性能を向上させるために，入出力サブシ
ステム内で効率化されたメインライン・コード・パス
が提供されます。マルチプロセッサ・システムでは，
Fast Pathにより，特定の入出力アダプタに対するす
べての CPU処理を特定の CPUで処理させることがで
きます。これにより，プライマリ CPUに対する要求
が大幅に減り，複数の入出力ポートを備えたマルチプ
ロセッサ・システムにおける入出力のスループットが
向上します。 Fast Pathを利用するためにユーザ・ア
プリケーションを変更する必要はありません。 Fast
Pathは$QIOシステム・サービスや Fast I/Oサービス
で使用することができます。

7.13 Extended File Cache (XFC)
Extended File Cache (XFC)は，OpenVMS Alphaお
よびOpenVMS for Integrity Serversで提供される仮
想的なブロック・データ・キャッシュです。 XFCは，
Virtual I/O Cacheと同様に，クラスタ全体で有効なフ
ァイル・システム・データ・キャッシュです。どちら
のファイル・システム・データ・キャッシュも互換性
があり，OpenVMS Cluster内で共存できます。

XFCでは， Virtual I/O Cacheにはない以下の機能に
より，入出力性能が向上します。

• 先読みキャッシュ

• キャッシュ・サイズの自動的な変更

• 最大キャッシュ・サイズの拡大

• キャッシュに格納できるクローズ済みファイルの最
大数の制限の排除

• キャッシュに格納できる最大 I/Oサイズの制御

• キャッシュ・メモリの静的/動的の制御

7.14 Virtual I/O Cache (Alphaのみ)

OpenVMS Alphaでは，スタンドアロンまたはクラス
タ全体で使用可能な，ファイル指向のディスク・キャ
ッシュが提供されています。アプリケーションは，特
別なコーディングを行わなくても， Virtual I/O Cache
のメリットを享受することができます。 Virtual I/O
Cacheのアルゴリズムは，現在動作中のクラスタ全体
のアクセスの種類に基づいて選択されます。 Virtual
I/O Cacheにより，OpenVMSシステムにおける現在
および今後の入出力ボトルネックが軽減されます。デ
ィスク・サブシステムに対する入出力の回数が減るた
め，システム全体のボトルネックが軽減されます。

7.15 レコード管理サービス (RMS)

RMSは，アプリケーション・プログラムがファイルと
レコードを処理したり管理するのに役立つ，一連の入
出力サービスです。 RMSは，マス・ストレージ・デ
バイスに対する包括的なソフトウェア・インタフェー
スを提供することを意図したものですが，ユニット・
レコード・デバイスに対する，デバイスに依存しない
アクセスもサポートしています。

RMSは，固定長または可変長レコード形式の順編成フ
ァイル，相対編成ファイル，索引編成ファイルをサポ
ートしています。また，順編成ファイルに対するバイ
ト・ストリーム形式もサポートしています。

RMSのレコード・アクセス・モードでは， 4つの方法
でレコードにアクセスすることができます。

• 順次アクセス

• キー値による直接アクセス

• 相対レコード番号による直接アクセス

• レコード・ファイル・アドレスによる直接アクセス

RMSは，ユーザ定義のファイル編成やレコード形式を
必要とする，性能が重要な各種アプリケーション向け
に，ブロック入出力操作もサポートしています。

RMSでは，複数のファイル・アクセス・モードと自動
的なレコード・ロック機能 (該当する場合)により，安
全で効率の良いファイル共用が実現できます。また，
RMSでは，複数のプロセスによるバッファ共用のため
に，グローバル・バッファを有効にすることもできま
す。

RMSユーティリティは，ファイルの作成とレコードの
保守を支援します。これらのユーティリティは，ある
編成と形式から別の編成と形式にファイルを変換した
り，記憶域とアクセスを効率化するために索引編成フ
ァイルを再構成したり，索引編成ファイル内のデータ
構造を再生します。また，適切なレポートも生成しま
す。
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DECnetまたはDECnet-Plusがインストールされてい
るシステムでは，リモート・ネットワーク・ノードに
対し， RMSはファイルとレコードを管理するサービ
スのサブセットを提供します。リモート・ファイル操
作は，通常ユーザ・プログラムで意識する必要はあり
ません。

EDIT， CREATE， COPY， TYPE，および PRINTコ
マンドを使用すると， RMSファイル内の RMSレコー
ドをDCLコマンド・レベルで操作できます。

7.16 ディスク・ボリュームとテープ・ボリュー
ム

システム管理者は，複数のディスク・ボリュームをデ
ィスク・セットとして構成できます。ボリューム・セ
ットにはディスク・デバイスの種類を混在させること
ができ，ボリュームを追加することで拡張することが
できます。ボリューム・セット内では，任意のファイ
ル編成のファイルを複数のボリュームにまたがって作
成できます。ファイルは，セット全体に割り当てるか
(デフォルト)，セット内の特定のボリュームに割り当て
ることができます。また，システム管理者は，索引編
成ファイルの一部分を 1つのディスクの特定の領域に
割り当てたり，ボリューム・セット内の特定のボリュ
ームに割り当てることができます。

システム管理者は，ディスクにクォータを設定して，
個々のユーザが割り当てることができるディスク容量
を制御することができます。クォータの割り当ては
UICごとに行い，システム内のボリューム・セットご
とに (ボリュームがセットの一部になっていない場合に
は，個々のボリュームごとに)制御できます。

システム管理者は，ディスク構造情報をメモリにキャ
ッシュすることで，ファイル管理サービスで必要な入
出力オーバヘッドを減らすことができます。必須では
ありませんが，ユーザは領域を事前に割り当て，自動
的な割り当てを制御することができます。たとえば，
ファイル・システムの性能を最適化するために，連続
的または非連続的に，指定したブロック数単位でファ
イルを拡張することができます。

システムは，重要なディスク構造情報に対して，ソフ
トウェア有効性チェックとチェックサムを適用しま
す。ユーザ・エラーまたはシステム障害が原因でディ
スクが適切にディスマウントされないと，次回ディス
クをマウントするときに，ディスクの構造情報が自動
的に作成し直されます。システムは不良ブロックを検
出し，そのブロックが割り当てられているファイルが
削除されたときに，そのブロックを再利用しないよう
にします。DIGITAL Storage Architecture (DSA)デ
ィスクでは，ディスク・コントローラが不良ブロック
を自動的に検出して置き換えます。

255レベルの名前付きディレクトリとサブディレクト
リを作成可能であり，その内容はアルファベット順に
並べられます。デバイスおよびファイルの指定は弊社
の規則に従って指定します。論理名を使用して指定を

省略し，アプリケーション・プログラムがデバイスや
ファイル名に依存しないようにすることができます。
論理名は，指定全体，指定の一部，別の論理名に割り
当てることができます。

OpenVMSは，透過的なボリューム切り替えを使用し
たマルチボリュームの磁気テープ・ファイルをサポー
トしています。アクセス位置は，ファイル名またはフ
ァイルの相対的な位置で決定されます。

8 日本語処理機能

日本語OpenVMSは，標準版OpenVMSを拡張して，
以下の諸領域での日本語の取り扱いを可能にしていま
す。標準版OpenVMSの基本機能を損なうことなく，
追加機能として日本語処理を組み込んだものです。標
準版OpenVMSがインストールされたシステムに対し
て日本語キットをインストールすることにより，日本
語処理機能を利用できるようになります。日本語キッ
トをインストールしても，標準版に含まれる機能はそ
のまま利用できます。

周辺装置やターミナル・デバイスなどの環境があれ
ば，日本語を取り扱うことができますし，英語のター
ミナル・デバイスなどからは，基本としている英語の
ままでOpenVMSを利用できます。日本語OpenVMS
のもとでは，英語と日本語の双方の処理が可能で，矛
盾なく混在できます。

日本語OpenVMSには，次の機能があります。

• 日本語文字のサポート

• 日本語文字の表示と入力

• 日本語ライブラリおよびユーティリティ

• その他の日本語機能

これらの日本語機能について以下に説明します。

8.1 日本語文字のサポート

8.1.1 漢字文字集合とコードセット
日本語OpenVMSでは，DEC漢字コードセット， Su-
per DEC漢字コードセット，DEC漢字 2000コードセ
ットが利用できます。また，一部の用途にUTF-8コー
ドセットが利用できます。

各コードセットの詳細については，
『日本語OpenVMS概説書』を参照してください。

また，各コードセットの文字列およびファイルは，
iconv( )関数および ICONVユーティリティで相互に変
換できます。変換できる日本語のコードセットは以下
のものです。

• deckanji

• sdeckanji

• deckanji2000
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• eucJP

• SJIS

• iso2022jp

• UTF-8

• UCS-2

• UCS-4

8.1.2 外字のサポート
漢字ディスプレイ/キーボード・ターミナルでは，初
期設定時に JIS漢字以外のユーザ定義文字等の追加フ
ォントを転送するプリローディング方式，または必要
時に転送するオンデマンド・ローディング方式によっ
て，外字をサポートします。

8.1.2.1 ネットワーク環境での漢字データおよび
外字の処理
DECnetにおいての日本語処理では，漢字データの転
送 (ファイル転送，タスク間通信)およびリモート・タ
ーミナル操作 ($ SET HOSTコマンド)が可能です。た
だし，DECnetを経由してのオンデマンド・ローディ
ングはサポートされていません。リモート・ターミナ
ルで日本語処理を効果的に行うには，プリローディン
グ方式を行うことをお勧めします。

8.1.2.2 クラスタ環境での漢字データおよび外字
の処理
OpenVMS Clusterでは，各ノード間で漢字データを共
用できます。また，コモン・システム・ディスクに日
本語OpenVMSをインストールすることも可能です。

ただし，OpenVMS Cluster環境におけるリモート・
ターミナル操作では，前項の "DECnetソフトウェア
"と同様の制限があり，他ノードのユーザ定義文字の使
用は，プリローディング方式で行います。

8.2 日本語文字の表示と入力

8.2.1 日本語端末エミュレータでの表示と入力
PC等で日本語端末エミュレータ・ソフトウェアを使
用すると，エミュレータがサポートする範囲で日本語
OpenVMSの各コードセットおよび外字の日本語の文
字列の表示が可能です。また，それらのエミュレータ
がサポートする範囲で， PCの IMEなどの日本語入力
機能を使用してOpenVMSへ日本語を入力することが
できます。

8.2.2 漢字ターミナルでの表示と入力
漢字ターミナルでは，DEC漢字および外字の表示が
可能です。日本語OpenVMSでは，DEC漢字 1983年
版漢字ターミナルとDEC漢字 1978年版漢字ターミナ
ルを利用できます。 1983年版漢字ターミナルでは，
JIS X 0208-1983に準拠した 6,877字のDEC漢字 1983

年版文字集合とユーザ定義文字などのための 8,836字，
合計 15,713字の文字集合を利用できます。

8.2.3 DEC XTPU

DEC XTPUは，DECTPUに日本語処理機能を追加
したものです。DEC XTPUは，高性能でプログラマ
ブルなテキスト処理用のユーティリティで，マルチ・
バッファ，マルチ・ウィンドウ，マルチ・コードセッ
ト，かな漢字変換入力，サブプロセス機能など数多く
の特徴があります。DEC XTPUには標準として，高
度な日本語編集機能をもつエディタ，日本語 EVE V3
が用意されています。日本語 EVE V3には，いままで
EVEJを使っていたユーザのために， EVEJエミュレ
ーション機能があります。

8.2.4 DECwindowsでの表示と入力
日本語DECwindows Motifでは，DEC漢字コードセ
ット， Super DEC漢字コードセット，DEC漢字 2000
コードセット，日本語 EUCコードセットの文字列の
表示，および入力が可能です。一部の機能でUTF-8も
利用できます。

日本語DECwindows Motifの機能の詳細は，第 10.10
項を参照してください。

8.2.5 日本語 DECwindowsフォント・ファイル
ワークステーション上で日本語を表示するための漢字
フォントとして，スクリーン，明朝，ゴシックのフォ
ントを提供します。利用できるフォントの大きさは，
スクリーンは 4種類，明朝，ゴシックは 6種類です。

8.3 日本語ライブラリおよびユーティリティ

8.3.1 かな漢字変換ライブラリ
日本語OpenVMSは，かな漢字変換 (ローマ字漢字変
換を含む)にかかわる各種操作を行うサブルーチン・ラ
イブラリを提供します。このライブラリはOpenVMS
の標準のコーリング・シーケンスを用いており，各種
のプログラミング言語で作成されたプログラムから呼
び出して利用することができます。ライブラリをコー
ルして，かな漢字変換操作を行ったり，かな漢字変換
付のデータ入力操作を行うプログラムを作成すること
ができます。

かな漢字変換ライブラリの辞書は，日本語OpenVMS
の各種アプリケーション・ソフトウェアで共通に利用
できます。

8.3.2 かな漢字変換用辞書
かな漢字変換を行うための辞書として，一般的な国語
辞書に人名および地名を加えた，約 10万語を備えたも
のを提供しています。辞書は，かな漢字変換ライブラ
リを利用することによってユーザ・プログラムからも
簡単にアクセスできます。
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日本語OpenVMSには，システム辞書 (マスター辞書)
に加えて，ユーザごとにそのユーザの参照した単語だ
けを抜き出して保有する個人辞書 (ユーザ辞書)機能が
あります。通常のかな漢字変換はこのメカニズムか
ら，主としてマスター辞書を利用し，個人辞書はユー
ザが登録した単語や，自動的に学習された単語を記録
し，変換効率を上げる目的で使われます。

8.3.3 ユーザ・キー定義ライブラリ (IMLIB)
ユーザ・キー定義ライブラリ (IMLIB)は，かな漢字変
換のキー定義をユーザが変更できるようにするための
ライブラリです。

IMLIBを使用すると，ユーザは違うアプリケーション
内で，同じかな漢字変換キー定義を使用することがで
きます。 IMLIBを使用して作られたアプリケーション
で，かな漢字変換を実行することにより，ユーザは独
自の定義されたキーを使用することができます。

8.3.4 日本語画面管理ライブラリ (日本語 SMG)
日本語画面管理ライブラリ (日本語 SMG)は，標準版
SMGに日本語処理機能を拡張したバージョンです。

8.3.5 フォント・ユーティリティ
日本語OpenVMSは，ユーザ定義文字などのフォント
を作成し維持更新するための Character Managerユ
ーティリティを提供しています。 Character Manager
は，サブコマンドでユーザ定義文字の作成/登録等がで
きます。

8.3.6 日本語ソート・マージ
標準版 SORT/MERGEに以下の機能を追加・拡張した
ものです。 SORT/MERGEのコレーティング・シーケ
ンス処理に，漢字特有の性質を考慮しています。

• 音読み順ソート/マージ

• 訓読み順ソート/マージ

• 部首コード順ソート/マージ

• 総画数順ソート/マージ

• 国語辞典方式ソート/マージ

国語辞典方式では，ふりがなフィールドに全角または
半角文字を使用することができます。

8.3.7 KINQUIREユーティリティ
OpenVMSの INQUIREコマンドの日本語版であるKIN-
QUIREは，日本語を含むDCLコマンド・プロシージ
ャなどに利用できます。

8.3.8 KCODEユーティリティ
KCODEユーティリティは，DEC漢字コードを他の
漢字コードへ変換したり，他の漢字コードをDEC漢
字コードに変換します。

JIS漢字コードや CP/M漢字コード，MS–DOS漢字コ
ード，さらに主要なコンピュータ・ベンダー独自のコ
ード系 (IBM，富士通，日立各社のMシリーズ用漢字
コード系，日本電気 (各種)コード系)からの，または
それらへの，漢字コード変換を行います。

8.4 その他の日本語機能
8.4.1 日本語ファイル名
Extended File Specificationの機能により，日本語の
ファイル名をODS-5ディスクにUnicode形式で格納
することが出来ます。また， RMSや一部のコマンド
/ユーティリティでは，ODS-5のファイルに対して，
DEC漢字コードを用いて最大 118文字の日本語ファイ
ル名を扱うことができます。

日本語ファイル名をサポートするユーティリティにつ
いては『日本語HP OpenVMSリリースノート』を参
照してください。

8.4.2 日本語 DECprint Supervisor (DCPS)
OpenVMSシステムから日本語 PostScriptプリンタへ
の印刷する機能は，レイヤード製品である日本語DECprint
Supervisorによって提供されます。日本語DECprint
Supervisorのライセンスは Alphaプラットフォームで
はオペレーティング・システムに， Integrityサーバ・
プラットフォームでは FOE (Foundation Operating
Environment)に含まれています。

日本語DECprint Supervisorの機能の詳細は，『日本
語HP DECprint Supervisor (DCPS) for OpenVMSソ
フトウェア仕様書』を参照してください。

8.4.3 日本語 ESCPトランスレータ
日本語 ESCPトランスレータはOpenVMSシステムか
ら PRINTコマンドを発行して， ESC/P J84に準拠し
た ESC/Pプリンタで印刷を行うための機能です。

この機能を使用するための設定など詳細については，
『日本語OpenVMS概説書』を参照してください。

8.4.4 日本語デバッガ・サポート
日本語デバッガ・サポートは， COBOLの日本語機能
を利用しているプログラムのデバッグを容易に行うた
めにOS側で提供する機能です。

次の機能をサポートします。

• 日本語ユーザ定義語

• 日本語文字定数

• 日本語によるコメント
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• かな漢字変換機能

• 日本語DECwindowsインタフェース

8.4.5 日本語オンライン・ヘルプ
OpenVMSの主なオンライン・ヘルプを日本語で提供
します。プロセスごとに表示するオンライン・ヘルプ
の言語を選択することができます。デフォルトでは，
英語のオンライン・ヘルプが表示されます。

8.5 日本語OpenVMS Alphaでの日本語機能
以下の機能は，日本語OpenVMS Alphaでのみ提供し
ます。日本語OpenVMS for Integrity Serversではこ
れらの機能はサポートされません。

8.5.1 漢字プリント・シンビオント (Alphaのみ)
LAシリーズの漢字プリンタで拡張漢字を印字するため
に拡張されたプリント・シンビオントです。ホスト直
結用と LAT経由用の 2種の漢字プリント・シンビオン
トがあります。

漢字プリンタでは，漢字プリント・シンビオントを利
用して印刷することで，ユーザ定義文字の追加フォン
トを使用することができます。接続コントローラの制
限やプリンタの登録可能文字数による制限もありませ
ん。

8.5.2 日本語メール・ユーティリティ (Alphaの
み)
日本語OpenVMSは，日本語メール・ユーティリティ
を提供しています。基本機能はOpenVMS Mailと同じ
です。ユーザは標準版OpenVMS Mailと日本語メール
の両方を使用することができます。

日本語メール・ユーティリティでは，エラー・メッセ
ージやヘルプ・メッセージは日本語化されています。

8.5.3 日本語メッセージ・ユーティリティ
(Alphaのみ)
日本語メッセージ・ユーティリティは，OpenVMSの
メッセージおよびヘルプを日本語で参照できるように
するユーティリティです。日本語メッセージ・ユーテ
ィリティが提供する機能は次のとおりです。

• いくつかのOpenVMSコマンドとユーティリティの
日本語メッセージを提供します。

• 使用したい言語を選択するためのコマンド・プロシ
ージャを提供します。

日本語メッセージ・ユーティリティでは，プロセスご
とに使用する言語を選択することができます。デフォ
ルトでは，英語のメッセージが表示されます。

8.5.4 フロントエンド日本語入力プロセス (FIP)
(Alphaのみ)
フロントエンド日本語入力プロセス (FIP)は，日本語
OpenVMS上の漢字ターミナル (VT284， VT382等)上
で動いているアプリケーションに，日本語を入力する
ためのフロントエンド・システムです。

FIPを起動している環境下では，アプリケーションの
入力要求にしたがって FIPが日本語入力を行い，その
結果をアプリケーションに返します。この時使用され
るインタフェースは，システム・サービスの$QIOで
す。したがって，日本語入力機能を持たないアプリケ
ーションに対しても，日本語の入力が可能となりま
す。

8.5.5 KCONVERTユーティリティ (Alphaのみ)
KCONVERTは，変換テーブルに従って漢字コードを
変換します。DEC漢字 1978年版から 1983年版への
変換またはその逆の変換に使用します。DEC漢字 1978
年版から 1983年版への変換またはその逆の変換に用
いる変換テーブルは日本語OpenVMSに含まれていま
す。

8.5.6 日本語 DECwindowsキーマップ・ファイ
ル (Alphaのみ)
キーマップファイルは， LK401-JJ等の JIS配列キー
ボードやOADG 106キー日本語キーボード (PCXAJ-
AA)を含む 7種類のキーボードをサポートします。

9 e-Businessと統合テクノロジ
HP OpenVMS e-Business and Integration Infras-
tructure Packageは，主要なインターネット・テク
ノロジ， e-Businessテクノロジ，および統合ソフトウ
ェア・テクノロジを提供します。これにより，Open-
VMS AlphaおよびOpenVMS for Integrity Servers
オペレーティング・システムの機能が強化され， e-
Businessソリューションやエンタープライズ統合ソリ
ューションの展開が可能になります。これらのテクノ
ロジは，OpenVMS AlphaまたはOpenVMS for In-
tegrity Serversオペレーティング・システムに付属
しています。いくつかの構成要素は，オープン・ソー
ス・ソフトウェア・ライセンスに制約されています。

OpenVMS Alpha上の e-Business and Integration In-
frastructure Packageには，以下の構成要素が含まれ
ています。

• HP Secure Web Server (SWS)と，広く使用さ
れているスクリプト機能mod_PHP，mod_Perl，
Perl，および JavaServer Pages (Tomcat)

• HP Secure Web Browser (SWB)

• Java SE Development Kit (JDK)

• HP Extensible Markup Language (XML) Technol-
ogy
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• Simple Object Access Protocol (SOAP) Toolkit

• Universal Description，Discovery， and Integra-
tion (UDDI) Client Toolkit

• Web Services Integration Toolkit (WSIT)

• NetBeans and Distributed NetBeans for Open-
VMS

• HP OpenVMS Enterprise Directory (LDAP/X.500)

• HP BridgeWorks

• COM for OpenVMS

• HP Reliable Transaction Router (RTR) for Open-
VMS Alpha

OpenVMS for Integrity Serversの Foundation Oper-
ating Environment (FOE)には，以下の構成要素が含
まれています。

• HP Secure Web Server (SWS)

• HP Secure Web Browser (SWB)

• Java SE Development Kit (JDK)

• HP Extensible Markup Language (XML) Technol-
ogy

• Simple Object Access Protocol (SOAP) Toolkit

• Universal Description，Discovery， and Integra-
tion (UDDI) Client Toolkit

• Web Services Integration Toolkit (WSIT)

• NetBeans and Distributed NetBeans for Open-
VMS

• HP OpenVMS Enterprise Directory (LDAP/X.500)

HP Reliable Transaction Router (RTR) for OpenVMS
Backend for Integrity serversが，OpenVMS for In-
tegrity serversのMission Critical Operating Envi-
ronment (MCOE)に含まれています。

詳細は，『OpenVMS e-Business and Integration In-
frastructure Package Software Product Description』
(SPD 80.58.xx)または次のOpenVMSの e-Businessと
統合のWebページを参照してください。

www.hp.com/go/openvms/ebusiness/

10 関連製品
ここに示す製品は，OpenVMSオペレーティング・シ
ステムの一部としてはライセンスが提供されておら
ず，ご利用になるには個別のライセンスが必要です。

ただし，OpenVMS for Integrity Serversでは各オ
ペレーティング環境にライセンスが含まれる製品もあ
り，その場合はそれぞれ明記しています。

10.1 HP Galaxy Software Architecture on
OpenVMS Alpha

HP Galaxy Software Architecture on OpenVMS
Alphaは，個別にライセンスされるシステム統合製品
(SIP)として利用できます。

OpenVMSの複数のインスタンスを 1台のコンピュー
タまたはハード・パーティションで動作させること
で，OpenVMS Galaxyコンピューティング環境では，
以下の点が大幅に強化されます。

• 互換性—既存のアプリケーションは変更なしで動
作します。

• 可用性—ダウンタイムなしにソフトウェアをアッ
プグレードしてシステムを拡張することができま
す。

• 拡張性—SMPとクラスタ環境での性能を向上させ
るためのスケーリングの代替手段が提供されます。

• 適合性—絶えず変化するワークロードの需要を満
たすために，物理リソースを動的に再割り当てする
ことができます。

• 所有コスト—コンピュータ・システムの数を少な
くできるため，システム管理要件，フロア・スペー
スなどが削減されます。

OpenVMS Galaxyのライセンス要件については，『HP
Galaxy Software Architecture on OpenVMS Alpha
Software Product Description』 (SPD 70.44.xx)を参
照してください。

OpenVMS Galaxyコンピューティング環境の作成，管
理，使用方法については，『OpenVMS Alphaパーテ
ィショニングおよびGalaxyガイド』を参照してくだ
さい。

10.2 HP OpenVMS Clusterソフトウェア

HP OpenVMS Clusterソフトウェアは，個別にライセ
ンスされるレイヤード・プロダクトとして， Alphaシ
ステムと Integrityサーバ・システムで使用できます。
IntegrityサーバではMCOE (Mission Critical Operat-
ing Environment)パッケージに含まれています。この
製品は，高度に統合されたOpenVMS分散コンピュー
ティング環境を提供します。システム間の距離は最大
800 km (500マイル)までサポートし，最大で 96ノー
ドまで構成できます。

OpenVMS Clusterシステムおよびストレージは，以下
のインターコネクトを使用して通信します。

• メモリ・チャネル (Alphaのみ)

• CI (Alphaのみ)

• DSSI (DIGITAL Storage Systems Interconnect)
(Alphaのみ)
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• FDDI (Fiber Distributed Data Interface) (Alphaの
み)

• イーサネット

• SCSI (Small Computer Systems Interface) (ストレ
ージのみ)

• SMCI (Shared Memory Cluster Interconnect)
(Galaxyのみ， Alphaのみ)

• Fibre Channel (ストレージのみ)

Alphaでは，適切な FDDIブリッジを使用して構成す
ると，OpenVMS Cluster構成はDS3/T3と非同期転
送モード (ATM)ネットワーク・インフラストラクチャ
を使用することができます。

OpenVMS Clusterシステム内の 1つ以上のノードで動
作するアプリケーションは，協調しながらリソースを
共用します。データの更新中には，OpenVMS Cluster
ソフトウェアが共用リソースへのアクセスの同期を取
り，クラスタ内の任意のノード上の複数のプロセスが
共用データに無秩序にアクセスするのを防ぎます。こ
の協調により，更新トランザクションを並列に実行す
る際のデータの一貫性が保たれます。

Alphaシステムと Integrityサーバ・システムの両方が
含まれる，複合アーキテクチャ・クラスタや複合バー
ジョン・クラスタがサポートされます。

OpenVMS Version 8.3以降は， Integrityサーバ・シ
ステム上のクラスタ・サテライト・ブートがサポート
されるようになりました。この機能は， Integrity同士
でのサテライト・ブートをサポートしています。クロ
ス・アーキテクチャ・ブート (Alphaブート・サーバか
らの Integrityサテライト・ノードのブートまたはその
逆)はサポートされていません。

詳細は，『HP OpenVMS Cluster Software Software
Product Description』 (SPD 29.78.xx)を参照してくだ
さい。

10.3 HP Volume Shadowing for OpenVMS
HP Volume Shadowing for OpenVMS Alpha and In-
tegrity serversは， RAID-1 (Redundant Array of In-
dependent Disks)ストレージ方式を使用して，ディス
ク・ミラーリング操作を実行します。 Volume Shad-
owing for OpenVMSは， Alphaシステムおよび In-
tegrityサーバ・システムの両方で，個別にライセンス
される製品として利用できます。また， Integrityサー
バでは EOE (Enterprise Operating Environment)に
も含まれています。

Volume Shadowing for OpenVMSは，メディアの劣化
やコントローラまたはデバイスの障害からデータを保
護することで，ディスク・デバイスのデータの高可用
性を提供します。これにより，ストレージ・サブシス
テム・コンポーネントの障害によってシステムやアプ
リケーションの作業が中断されるのを防ぐことができ
ます。

詳細は，『HP Volume Shadowing for OpenVMS Soft-
ware Product Description』 (SPD 27.29.xx)を参照し
てください。

10.4 HP RMS Journaling for OpenVMS

HP RMS Journaling for OpenVMS Alpha and In-
tegrity serversは，レイヤード・プロダクトおよび In-
tegrityサーバの Enterprise Operating Environment
(EOE)の一部として利用できます。ジャーナリング
により，システム管理者，ユーザ，アプリケーション
は，いくつもの障害シナリオにおいて， RMSファイ
ルのデータの一貫性を保つことができます。これらの
ジャーナリング製品は， RMSファイルのデータが失
われたり，矛盾した状態になるのを防ぎます。

RMS Journalingでは，以下の 3種類のジャーナリン
グが可能です。

• 順方向ジャーナリング。ファイルに対して行われた
変更を再度適用できます。この種類のジャーナリン
グでは，誤って削除，消失，破壊されたファイルを
復旧することができます。

• 逆方向ジャーナリング。ファイルに対して行われた
変更を元に戻すことができます。この種類のジャー
ナリングでは，ファイルを以前の既知の状態に戻す
ことができます。

• リカバリ・ユニット・ジャーナリング。トランザク
ションの一貫性を維持することができます。トラ
ンザクションは， 1つ以上のファイルに対する一連
のファイル更新として定義できます。トランザクシ
ョンの処理中に何らかの障害が発生すると，リカバ
リ・ユニット・ジャーナリングは，部分的に完了し
たトランザクションの処理を，その開始時点までロ
ールバックします。

RMS Journalingのバイナリ・キットは，OpenVMS
AlphaおよびOpenVMS for Integrity Serversのデ
ィストリビューション・キットに付属しています。こ
のソフトウェアを実行するためには，ライセンスとマ
ニュアルを購入する必要があります。詳細は，『RMS
Journaling for OpenVMS Software Product Descrip-
tion』 (SPD 27.58.xx)を参照してください。

10.5 日本語 HP Advanced Server for OpenVMS
Alpha

日本語HP Advanced Server for OpenVMSは，OpenVMS
Alphaシステムのみでサポートされます。日本語 Ad-
vanced Server V7.3B for OpenVMSは，OpenVMS
Alpha Version 8.3でサポートされる唯一のバージョン
です。

Advanced Serverは，Microsoftのネットワーク・テ
クノロジと互換性のある，OpenVMSベースのネット
ワーク・オペレーティング・システム (NOS)です。
このソフトウェアを使用すると，OpenVMSシステム
を，Windowsデスクトップ・ユーザ (Windowsおよび
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Windows XP Professionalを含む)に対して，Open-
VMSのファイル・サービスとプリント・サービスに
対する簡単で効率的なアクセスを提供します。デスク
トップ・ユーザは，Windowsエクスプローラなどの
Microsoft製品とユーティリティを使用して，ネットワ
ーク経由で共用リソースにアクセスできます。日本語
Advanced Server for OpenVMSは，小規模で隔離され
たユーザ・コミュニティに対するファイル・サーバお
よびプリント・サーバとしても，地理的に広い範囲に
分散した大規模なネットワークの基盤としても機能し
ます。 Advanced Serverソフトウェアは，ワイド・エ
リア・ネットワーク (WAN)およびローカル・エリア・
ネットワーク (LAN)に対する，ネットワーク管理とセ
キュリティのための柔軟なシステムを提供します。

詳細は，『日本語HP Advanced Server for OpenVMS
ソフトウェア仕様書』 (SPD 70.81.xx)を参照してくだ
さい。

10.6 HP PATHWORKS for OpenVMS
(Advanced Server)
HP Pathworks for OpenVMS (Advanced Server)は，
Pathworks Advanced Serverとも呼ばれ， Alphaベ
ースのシステムでのみ使用できます。 Pathworks for
OpenVMS Version 6.1は，OpenVMS Alpha Version
7.3， 7.3-1，および 7.3-2でサポートされる唯一のバー
ジョンです。 Pathworks for OpenVMS Version 6.1
は，OpenVMS Version 8.2以降ではサポートされませ
ん。

詳細は，『HP Advanced Server for OpenVMS Soft-
ware Product Description』 (SPD 30.50.xx)を参照し
てください。

10.7 HP TCP/IP Services for OpenVMS
HP TCP/IP Services for OpenVMSはシステム統合
製品 (SIP)です。OpenVMS Alphaでは個別のライセ
ンスが必要です。OpenVMS for Integrity Serversで
は， TCP/IP Servicesは FOE (Foundation Operating
Environment)の一部としてライセンスされるため，
個別のライセンスは不要です。

HP TCP/IP Services for OpenVMSは，業界標準
の TCP/IPおよびNFSネットワーク・プロトコルの，
OpenVMSプラットフォーム上での弊社の実装です。
TCP/IP Services for OpenVMSは，OpenVMSオペレ
ーティング・システムのインストール時に同時にイン
ストールできます。 TCP/IP Services for OpenVMSに
より，OpenVMS，UNIX™，Windows， TCP/IPをサ
ポートするその他のオペレーティング・システムと
の，相互運用とリソース共用が可能になります。 TCP
/IPは，異機種ネットワーク通信とリソース共用のた
めの業界標準プロトコルをサポートする，包括的な一
連の機能とアプリケーションを提供します。 TCP/IP
Services for OpenVMSは， IPマルチキャスト，動的
な負荷分散， rloginプロキシ，ネットワーク・ファイ
ル・アクセス，リモート端末アクセス，リモート・コ

マンド実行，リモート・プリント，メール，アプリケ
ーション開発， POP (Post Office Protocol)， SNMP
Extensible agent (eSNMP)， Finger Utilityなど，完
全な TCP/IPプロトコル・スイートを提供します。

詳細は，『HP TCP/IP Services for OpenVMS Soft-
ware Product Description』 (SPD 46.46.xx)を参照し
てください。

10.8 HP DECnet-Plusと HP DECnetソフトウ
ェア
HP DECnet for OpenVMS Alpha and Integrity
Serversソフトウェアは，システム統合製品 (SIP)で
す。DECnet for OpenVMS Alphaは，OpenVMSオ
ペレーティング・システムとは別にライセンスされま
す。DECnet for OpenVMS for Integrity Serversは，
OpenVMS for Integrity Serversの FOE (Foundation
Operating Environment)に含まれています。

HP DECnet-Plus (旧称DECnet/OSI) for OpenVMS
Alphaも，OpenVMSオペレーティング・システムと
は別にライセンスされます。DECnet-Plus for Open-
VMS for Integrity Serversは，OpenVMS for In-
tegrity Serversの FOE (Foundation Operating En-
vironment)に含まれています。DECnet for Open-
VMS AlphaおよびDECnet for OpenVMS for In-
tegrity Serversのライセンスには，DECnet-Plusを使
用する権利も含まれています。 1台のシステムで同時
にアクティブにできるDECnetのバージョンは 1つだ
けである点に注意してください。DECnetとDECnet-
Plusのどちらでも，ファイルの転送とコピー，プリ
ント，アプリケーションの実行などの目的で，Open-
VMSシステムがネットワークのタスク間通信に参加す
ることができます。

DECnet-Plusは，DIGITALネットワーク・アーキテ
クチャ (DNA)フェーズ Vプロトコルで定義された，
タスク間通信，ファイル管理，システムとタスクの
ダウンライン・ローディング，ネットワーク・コマン
ド端末，ネットワーク・リソース共用機能を提供し
ます。DECnet-Plusは，拡張アドレッシングやダウン
ライン・ローディングの性能向上など，最新のDEC-
net機能を提供します。DECnet-PlusではDECnetと
OSIプロトコルが統合されており， RFC (Request for
Comments) 1006および RFC 1859を使用した TCP
/IPとの連携も提供されています。DECnetアプリケー
ションとOSIアプリケーションは，DECnet (NSP)ト
ランスポート，OSI (CLNS)トランスポート，および
TCP/IPトランスポート上で動作可能になりました。

DECnet for OpenVMS Alphaは，DIGITALネットワ
ーク・アーキテクチャ (DNA)フェーズ IVで定義され
ているネットワーク機能を提供します。

詳細は，『DECnet-Plus for OpenVMS Software Prod-
uct Description』 (SPD 50.45.xx)または『DECnet
for OpenVMS Software Product Description』 (SPD
48.48.xx)を参照してください。
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10.9 HP DECram for OpenVMS

HP DECram for OpenVMSは，メイン・メモリに常駐
する疑似ディスク (RAMdisk)をOpenVMSシステム管
理者が作成することで，入出力性能を向上させるディ
スク・デバイス・ドライバです。頻繁にアクセスする
データでは，DECramデバイスのほうが，物理ディ
スク・デバイスよりもはるかに高速にアクセスできま
す。これらの RAMdiskは，物理ディスクにアクセス
するのと同様にファイル・システムを通じてアクセス
できるため，アプリケーションやシステム・ソフトウ
ェアを変更する必要はありません。

DECramデバイス用にメイン・メモリが割り当てられ
るため，通常は追加のメモリが必要です。OpenVMSの
システム管理者は，DECramデバイスに割り当てるメ
モリの量と，その中に格納するファイルを指定できま
す。

HP OpenVMS Version 8.2から，HP DECramの
バイナリ・キットがHP OpenVMS AlphaおよびHP
OpenVMS for Integrity Serversのディストリビュー
ション・キットに収録されるようになりました。DE-
Cramソフトウェアを動作させるためには，まず個別
のライセンスを購入する必要があります。

HP OpenVMS Alphaのユーザ向けのソフトウェア・
ライセンスはQL-MV3A*-**です。

HP OpenVMS for Integrity Serversのユーザは，HP
DECramのライセンスをOpenVMS Enterprise Oper-
ating Environment (EOE)の一部として購入するか，
個別の PCL (per-processor core license) BA407ACと
して購入できます。

詳細は，『HP DECram for OpenVMS Software Prod-
uct Description』 (SPD 34.26.xx)を参照してくださ
い。

10.10 日本語 HP DECwindows Motif for
OpenVMS

日本語HP DECwindows Motif for OpenVMSは，
システム統合製品 (SIP)です。 Alphaプラットフォー
ムでは，個別にライセンスされるレイヤード・プロダ
クトです。 Integrityサーバ・プラットフォームでは，
FOE (Foundation Operating Environment)に含まれ
ています。

この製品は，標準に基づくグラフィカル・ユーザ・
インタフェースであるOSF/Motifと， Xユーザ・イン
タフェース (XUI)を，単一の実行時環境および開発環
境でサポートしています。DECwindows Motifは，
OSF/Motifユーザ・インタフェースを表示します。Mo-
tifと XUIはどちらも X.orgの X Window Systemをベ
ースにしているため，ユーザがどちらの環境を選択し
ても，どちらのツールキットを使用して作成されたア
プリケーションでも動作します。

詳細は，『日本語HP DECwindows Motif for Open-
VMSソフトウェア仕様書』 (SPD 28.A8.xx)を参照し
てください。

11 標準への準拠

OpenVMSは，以下の公開された標準，国家標準，国
際標準に基づいています。

11.1 分散コンピューティング環境 (DCE)のサポ
ート
OpenVMS製品ファミリ用のDCEは， The Open Group
のDCEで規定された分散コンピューティング機能と，
アプリケーション開発者向けのツールを提供します。
The Open Groupは，DCEによって，クライアント
/サーバ・アプリケーションの作成，使用，保守を容
易にするための，標準的なサービスとインタフェース
を策定しています。DCE for OpenVMSは，オープ
ン・コンピューティング環境の基礎となり，ユーザか
らは，マルチベンダ・システムのネットワークが単一
のシステムとして見えます。DCEにより基盤となる
ネットワークとオペレーティング・システムを意識す
る必要がなくなるため，アプリケーション開発者は，
移植性があり，相互運用可能なクライアント/サーバ・
アプリケーションを容易に開発できます。ユーザは，
企業全体で情報を安全かつ簡単に見つけて共用できま
す。DCE for OpenVMSでは，システム管理者向け
に，企業の完全性を保証しつつ，分散コンピューティ
ング環境全体を一貫して管理するためのツール・セッ
トが提供されます。

現在，DCE for OpenVMSは，以下の製品で構成され
ています。

• DCE Run-Time Services for OpenVMS

• DCE Application Developers’ Kit for OpenVMS

• DCE Cell Directory Service (CDS)

• DCE Security Server。DCEごとに 1つ必要。

DCE Run-Time Servicesの使用権は，OpenVMSオ
ペレーティング・システムの基本ライセンスに含ま
れています。その他すべてのDCE製品は，個別のレ
イヤード・プロダクトとして利用できます。詳細は，
『HP Distributed Computing Environment (DCE)
for OpenVMS Software Product Description』 (SPD
43.05.xx)を参照してください。

11.2 OSF/Motifおよび X Window System標準
のサポート
DECwindows Motifは，標準ベースのグラフィカル・
ユーザ・インタフェースであるOSF/Motifをサポー
トしています。また，DECwindows Motifでは， X
Consortiumの X Window System， Version 11， Re-
lease 6 (X11R6)サーバと Version 11， Release 5
(X11R5)クライアントもサポートしています。
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11.3 OpenVMSによってサポートされる標準
OpenVMSオペレーティング・システムは，以下の公
開標準，国家標準，国際標準に基づいています。これ
らの標準は， ANSI (American National Standards
Institute)，米国連邦政府 (FIPSを管轄)， IEEE (In-
stitute of Electrical and Electronics Engineers)， ISO
(International Organization for Standardization)によ
って策定されています。以下の情報は，業務用または
政府の調達提案書に記載された標準への準拠要件に対
する対応度合いを判断するのに役立ちます。

• ANSI X3.4-1986: American Standard Code for
Information Interchange

• ANSI X3.22-1973: Recorded Magnetic Tape
(800 BPI，NRZI)

• ANSI X3.27-1987: File Structure and Labeling
of Magnetic Tapes for Information Interchange

• ANSI X3.298:限定的なサポート。
Information Technology—AT Attachment-3 Inter-
face (ATA-3)

• ANSI X3.39-1986: Recorded Magnetic Tape
(1600 BPI， PE)

• ANSI X3.40-1983: Unrecorded Magnetic Tape

• ANSI X3.41-1974: Code Extension Techniques
for Use with 7-bit ASCII

• ANSI X3.42-1975: Representation of Numeric
Values in Character Strings

• ANSI X3.54-1986: Recorded Magnetic Tape
(6250 BPI，GCR)

• ANSI X3.131-1986 (SCSI I): Small Computer
System Interface

• ANSI X3.131-1994 (SCSI II): Small Computer
System Interface

• ANSI/IEEE 802.2-1985: Logical Link Control

• ANSI/IEEE 802.3-1985: Carrier Sense Multiple
Access with Collision Detection

• FIPS 1-2: Code for Information Interchange， Its
Representations， Subsets， and Extensions

注意: 1-2には， ANSI X3.4-1977(86)/FIPS 15，
ANSI X3.32-1973/FIPS 36， ANSI X3.41-1974
/FIPS 35， FIPS 7が含まれます。

• FIPS 3-1/ANSI X3.22-1973: Recorded
Magnetic Tape Information Interchange (800
CPI，NRZI)

• FIPS 16-1/ANSI X3.15-1976: Bit Sequencing of the
Code for Information Interchange in Serial-by-Bit
Data Transmission

注意: FED STD 1010は FIPS 16-1を採用していま
す。

• FIPS 22-1/ANSI X3.1-1976: Synchronous Signal-
ing Rates Between Data Terminal and Data Com-
munication Equipment

注意: FED STD 1013は FIPS 22-1を採用していま
す。

• FIPS 25/ANSI X3.39-1986: Recorded Magnetic
Tape for Information Interchange (1600 CPI，
Phase Encoded)

• FIPS 37/ANSI X3.36-1975: Synchronous High-
Speed Data Signaling Rates Between Data Termi-
nal Equipment and Data Communication Equip-
ment

注意: FED STD 1001は FIPS 37を採用していま
す。

• FIPS 50/ANSI X3.54-1986: Recorded Magnetic
Tape for Information Interchange， 6250 CPI (246
CPMM)，Group Coded Recording

• FIPS 79/ANSI X3.27-1987: Magnetic Tape Labels
and File Structure for Information Interchange

• FIPS 86/ANSI X3.64-1979: Additional Controls for
Use with American National Standard Code for
Information Interchange

注意: その他の FIPSは該当しません。

注意: ANSI標準および FED標準と FIPSとの互換
性については，一般調達局にて発行され管理され
ている『ADP Telecommunications Standards In-
dex』 (1988年 7月)を参照してください。

• ISO 646: ISO 7-bit Coded Character Set for Infor-
mation Exchange

• ISO 1001: File Structure and Labeling of Magnetic
Tapes for Information Interchange

• ISO 1863: Information Processing — 9-track，
12， 7 mm (0.5 in) wide magnetic tape for infor-
mation interchange recorded at 32 rpmm (800 rpi)

• ISO 1864: Information Processing — Unrecorded
12， 7 mm (0.5 in) wide magnetic tape for informa-
tion interchange — 35 ftpmm (800 ftpi) NRZI，
126 ftpmm (3 200 ftpi) phase encoded and 356
ftmm (9 042 ftpi)，NRZI

• ISO 2022: Code Extension Techniques for Use with
ISO 646

• ISO 3307: Representations of Time of the Day

• ISO 3788: Information Processing — 9-track，
12， 7 mm (0.5 in) wide magnetic tape for infor-
mation interchange recorded at 63 rpmm (1 600
rpt)， phase encoded

• ISO 4873: 8-Bit Code for Information Interchange
— Structure and Rules for Implementation
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• ISO 5652: Recorded Magtape (6250)

• ISO 6429: Control Functions for Coded Character
Sets

• ISO 9316: 1989 (SCSI-1) Small Computer System
Interface

• ISO 9660: Information Processing — Volume and
file structure of CD–ROM for information ex-
change

• ISO 10288: 1994 (SCSI-2) Small Computer System
Interface

12 インストレーション

OpenVMS for Integrity Serversは，DVD上のバイ
ナリ・キットとして配布されています。OpenVMS Al-
phaは， CD上のバイナリ・キットとして配布されて
います。メディアからシステム・ディスクをセットア
ップし，システムの日常的な運用を準備するための手
順については，『HP OpenVMS Version 8.3-1H1イ
ンストレーション・ガイド[翻訳版]』を参照してくださ
い。この手順では，POLYCENTER Software Instal-
lation (PCSI)ユーティリティを使用して，OpenVMS
AlphaおよびOpenVMS Integrityオペレーティング・
システムの構成とインストールを行います。

12.1 ネットワーク・インストレーションおよび
アップグレード
OpenVMS Alphaおよび Integrityサーバ・システム
で，OpenVMSのインストールおよびアップグレード
に InfoServerネットワーク・ブート機能がサポートさ
れます。OpenVMS Integrityサーバ・システムでは，
EFIでサポートするすべての LANカード (LANデバ
イスまたは LANアダプタとも呼びます)で InfoServer
ネットワーク・ブートがサポートされます。

OpenVMS Alpha Version 8.3とOpenVMS Integrity
Servers Versions 8.3および 8.3-1H1のインストール
およびアップグレードの際には，OpenVMS InfoS-
erverソフトウェア・アプリケーションを使用して，
LAN上の仮想DVD/CDドライブからブートすること
ができます。OpenVMS InfoServerソフトウェア・ア
プリケーションは， Version 8.2-1以上が動作するす
べてのOpenVMS Integrityサーバ・システム，およ
びDVDドライブをサポートしOpenVMS Version 8.3
が動作する Alphaシステムで使用できます。この機能
は，OpenVMS CDあるいはDVDの単一のコピーか
らネットワーク上の複数のOpenVMSシステムをブー
トできるという利便性をネットワーク管理者に対し提
供します。

InfoServerソフトウェアを Integrityサーバで使用す
るには，OpenVMS Integrityサーバに固有のいくつか
の構成処理を一回だけ行う必要があります。同様に，
OpenVMS AlphaServerで InfoServerソフトウェア・
アプリケーションを使用するには，ソフトウェア構

成処理を一回だけ行う必要があります。 InfoServerハ
ードウェア・システム (従来は Alphaで使用)でネット
ワーク・ブートのために実行した構成処理は，Open-
VMS I64あるいはOpenVMS Alpha InfoServerアプリ
ケーションには適用されません。OpenVMS Integrity
用の InfoServerソフトウェア・アプリケーションから
のブートは，従来からOpenVMS Alphaシステムで
使用されている InfoServerハードウェア・システムや
OpenVMS Alphaシステム上の InfoServerソフトウェ
ア・アプリケーションからのブートとは，大きく異な
ります。

OpenVMS Integrityシステムに対してネットワーク
経由でオペレーティング・システムをインストール
あるいはアップグレードするには，OpenVMSオペレ
ーティング・システムに統合された InfoServerソフト
ウェア・アプリケーションを使用しなければなりま
せん。従来からOpenVMS Alphaシステムで使用さ
れている InfoServerハードウェアは，OpenVMS In-
tegrity用のDVDメディアをマウントするためのDVD
ドライブを装備していません。OpenVMS Alphaシス
テムでは，OpenVMS InfoServerソフトウェア・アプ
リケーション，またはOpenVMSとは独立した従来の
InfoServerハードウェア・システムを使用できます。
OpenVMS Alphaシステムは，DVDドライブにマウ
ントしたディストリビューション CDからブートでき
ます (DVDドライブはDVDと CDの両方をサポート
しています)。

詳細は，『HP OpenVMS Version 8.3-1H1インストレ
ーション・ガイド[翻訳版]』を参照してください。

12.2 Virtual Connect

Virtual Connectは， HP BladeSystem c-Classエンク
ロージャのための一連のインターコネクト・モジュー
ルおよび組み込みソフトウェアで，サーバ接続の設定
および管理を容易にします。HP Virtual Connectは，
c-Class BladeSystem用のHP 1/10Gb Virtual Connect
Ethernet Module，HP 4Gb Fibre Channelモジュー
ル，およびHP Virtual Connect Managerで構成され
ます。

12.3 Virtual Media (vMedia)

Virtual Media (vMedia)は， PC上に存在する種々多
様なデバイスの総称です。ホスト・システムには，こ
れらのデバイスがローカルのUSBディスク・デバイ
スのように見えます。 vMediaは， iLO2拡張機能セッ
トの一部です。システムによってはハードウェアに
iLO2ライセンスが付属しているものもありますが，
仮想メディア・デバイスを有効にするために iLO2ラ
イセンスを別途購入しなければならないものもあり
ます。 vMediaデバイスを使用して，ネットワーク経
由でOpenVMSのブート，インストール，あるいはア
ップグレードを行うことも可能です。詳細は，『HP
OpenVMS Version 8.3-1H1 for Integrity Serversイ
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ンストレーション・ガイド[翻訳版]』を参照してくださ
い。

OpenVMSは， BL860c， rx2660， rx3600， rx6600，
rx7640， rx8640，および sx2000チップセットの Su-
perdomesの各 Integrityサーバ・システムでvMediaを
サポートします。

注意: rx7640， rx8640，および Superdomeセル・ベ
ース Integrityサーバで vMediaを機能させるためには，
AD307Aカードが必要になります。

12.4 POLYCENTER Software Installation

PCSIユーティリティを使用すると，OpenVMS製品
のインストレーションと管理が容易になります。 PCSI
は，このユーティリティ用に作成されているソフトウ
ェア製品をインストール，更新，削除するために使用
します。また，このユーティリティは，ソフトウェア
のインストレーション，再構成，削除を追跡するため
のデータベースを備えています。他のインストレーシ
ョン・テクノロジを使用してインストールされた製品
に対しては，それらの製品に関する情報を製品データ
ベースに追加するためのメカニズムが提供されていま
す。また，インストレーション処理の際に製品間の依
存関係を管理する機能も備えています。

ソフトウェア提供者にとっては， PCSIユーティリテ
ィを使用することで，ソフトウェアのパッケージ化作
業が簡単になります。これは，インストレーション・
キットの内容を記述し，そのインストール方法を定義
するための，簡潔な宣言型の言語が提供されているた
めです。開発者はユーティリティに対して実行すべき
ことを指示し，ユーティリティは機能を処理します。
これにより，インストレーション手順を開発する際の
複雑さが大幅に軽減され，時間が短縮されます。この
言語では，他のソフトウェアに対する依存関係を簡単
に指定し，実行環境のオブジェクト (ファイルやディレ
クトリなど)を管理し，競合を察知して事前に回避する
ことができます。また，複数のソフトウェア製品を 1
つの論理製品スイートにパッケージ化する作業も大幅
に簡略化されます。

OpenVMS AlphaおよびOpenVMS for Integrity Servers
では， PCSIユーティリティを使用してオペレーティ
ング・システムをインストールし， POLYCENTERユ
ーティリティに準拠しているレイヤード・プロダクト
をインストールします。

OpenVMS Version 8.3-1H1のディストリビューショ
ン・メディアに収録されているほとんどのソフトウェ
ア製品キットは， Secure Deliveryを使用して署名さ
れています。特記すべき例外は，OpenVMSオペレー
ティング・システム (VMS製品)です。これは，署名さ
れた単一のファイル・キットではなく，ブート可能な
形式で出荷されているためです。

OpenVMS for Integrity Serversでは，ディストリビ
ューション・メディアからブートしてオペレーティン
グ・システムをインストールまたはアップグレードす
る際に，署名されているレイヤード・プロダクトは，
ディジタル署名ファイル (マニフェストと呼びます)を
用いて PCSIユーティリティによって検証されます。
検証では， CDSAの Secure Delivery構成要素を使用
して，製品キットの提供元を認証し，その内容を確認
します。

OpenVMS Alphaでは，ディストリビューション・メ
ディア (CD)からOpenVMSをインストールまたはア
ップグレードする際に，レイヤード・プロダクト・キ
ットの検証は行われません。この制限は，OpenVMS
Alphaのディストリビューション CDの容量の制限に
よるものであり， CDからブートするときに CDSAが
使用可能な形で存在できないためです。ただし，Open-
VMSを Version 8.3にインストールまたはアップグレ
ードした後には，以降インストールする署名付きキッ
トに対して検証処理が実行されます (ディストリビュー
ション・メディアに収録されている署名付きキットを
含む)。

また，OpenVMS AlphaとOpenVMS for Integrity
Serversのどちらでも， PRODUCT SHOW HISTORY
コマンドでは，インストールされている製品の検証状
態が表示され，署名付きでないキットからインストー
ルされた製品や， Secure Delivery機能が利用できる
ようになる前にインストールされた製品を識別するこ
とができます。

12.5 VMSINSTAL
OpenVMSには， POLYCENTER Software Installa-
tionユーティリティを使用するように変換されていな
い，弊社によって提供されるオプションのソフトウ
ェア製品のインストレーションを扱うための VMSIN-
STAL機能が搭載されています。

12.6 パッケージのテストと診断
OpenVMSには，UETP (User Environment Test Pack-
age)が含まれています。これは，OpenVMSオペレー
ティング・システムが適切にインストールされ，顧客
のシステムで使用する準備ができていることを確認し
ます。

通常のシステム運用中に，個々のデバイスに対する診
断を実行することができます。重要な構成要素は，縮
退モードで動作させることができます。
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13 OpenVMS for Integrity Serversのデ
ィスク容量

13.1 オペレーティング・システムのディスク容
量
OpenVMS for Integrity Serversに必要な最低限のデ
ィスク領域は 3.1 GBです。OpenVMS for Integrity
Serversのディスク領域要件は，インストールするオ
プションによって変わります。

ファイルのカテゴリ 容量

最小構成のOpenVMSファイル 2.4 GB

DECwindowsのサポート 74 MB

DECwindows Motif全体 (オプション) 132 MB

DECnetのサポート 3 MB

DECnet-Plus 66 MB

WBEMCIM 308 MB

OpenVMSのその他のオプションのファ
イル

167 MB

ページング・ファイル (必須) 1028 MB

スワップ・ファイル (推奨) 32 MB

ダンプ・ファイル (オプション) 181 MB

合計 3.1 GB

14 OpenVMS Alphaのディスク容量

14.1 オペレーティング・システムのディスク容
量
OpenVMS Alphaに必要な最低限のディスク領域は 3
GBです。OpenVMS Alphaのディスク領域要件は，
インストールするオプションによって変わります。

ファイルのカテゴリ 容量

最小構成のOpenVMSファイル 2.7 GB

OpenVMSのオプションのファイル 84 MB

DECwindows Motif 106 MB

DECwindowsのサポート 89 MB

DECnet-Plus 47 MB

ページング・ファイル (必須) 38 MB

スワップ・ファイル (推奨) 1 MB

ダンプ・ファイル (オプション) 28 MB

解凍したヘルプ・ファイル (オプション) 10 MB

DECwindows Motif全体 (オプション) 180 MB

アップグレードのための予備 50 MB

合計 3 GB

注意: 表に示した最小構成のOpenVMSファイルでは，
最低限の機能を実行できます。この最小構成では，マ
ニュアルに記載されているOpenVMSコマンドやユー
ティリティがすべて完全に機能するわけではありませ
ん。この最小構成では，弊社や他社のレイヤード・プ
ロダクトがすべて機能するわけではありません。

最小構成のOpenVMSファイルは，初期インストレー
ション時の，すべてのオプション機能が除かれたシ
ステム構成用です。ほとんどの用途では，現実的な
OpenVMS環境ではありません。

ページング・ファイル，スワップ・ファイル，ダンプ・
ファイルの要件は， 64 MBのメイン・メモリが搭載さ
れたシステムでの最低限の値です。ほとんどの場合，
メモリの追加や，アプリケーション固有の要件によ
り，これらのファイルに必要な領域は増えます。慎重
にシステムを管理することで，ページング・ファイル
の領域を一時的なダンプ・ファイルとして使用できま
す。

OpenVMS Clusterのシステム・ディスクでは，ページ
ング・ファイル，スワップ・ファイル，ダンプ・ファ
イルをノード間で共用することはできません。そのた
め，これらのファイルをシステム・ディスク上に重複
して作成するか，他のディスク上に置く必要がありま
す。

14.2 DECwindows Motif for OpenVMS Alphaの
ディスク容量

完全なOpenVMS Alphaと完全なDECwindows Motif
for OpenVMS Alphaをサポートするためには，少なく
とも 550 MBの容量を持ったシステム・ディスクが推
奨されます。ただし，DECwindows Motif環境のサブ
セットをインストールすることもできます。DECwin-
dows Motifのインストレーションに必要なディスク領
域は 159 MBです。常に使用する領域は 145 MBで
す。DECwindows X11 Display Serverと関連するフ
ァイルをインストールするためには，さらに 33 MBが
必要です。 (DECwindows X11 Display Serverと関連
ファイルは，OpenVMS Alphaオペレーティング・シ
ステム・メディアに収録されています。)これらのディ
スク領域は，OpenVMS Alphaのディスク領域要件の
表に示した，OpenVMS Alphaオペレーティング・シ
ステムに必要なディスク領域に対して追加で必要にな
ります。

DECwindows Motifレイヤード・プロダクトのインス
トレーションでは，以下の構成要素のいずれかをイン
ストールするか，すべてをインストールするかを，ユ
ーザが選択できます。

• Run-time support base kit — 33 MB。これは， Al-
phaコンピュータ・サーバでのDECwindows Motif
for OpenVMS Alphaアプリケーションの実行をサ
ポートし，インストレーションに必須の部分です。
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• New Desktop — 24 MB。これは，New Desktop環
境の利用を可能にするオプションの構成要素です。
アプリケーションとアプリケーション・プログラミ
ング・インタフェース (API)が含まれています。

• DECwindows desktop — 11 MB。この構成要素もオ
プションですが，使用可能なシステムを構成するた
めには，New DesktopまたはDECwindows desk-
topのどちらかをインストールする必要がありま
す。DECwindows desktopは，以前のバージョン
のDECwindows Motifに含まれていたユーザ・イ
ンタフェースであり，DECwindows Session Man-
ager， FileView，Motif Window Managerが含ま
れています。

• Programming support — 32 MB。これには，プロ
グラミング言語 C， C++， Fortran，および Pascal
のサポートが含まれています。言語の一部のみをイ
ンストールすると，必要なディスク領域の量が少な
くなります。

• Example files —約 26 MB。

• Translated image support —約 20 MB。

14.3 DECwindows Motif for OpenVMS for
Integrity Serversのディスク容量

完全なOpenVMS for Integrity Serversと完全なDECwin-
dows Motif for OpenVMS for Integrity Serversを
サポートするためには，少なくとも 707 MBのシステ
ム・ディスクが推奨されます。ただし，DECwindows
Motif環境のサブセットをインストールすることもで
きます。常に使用される領域は 135 MBです。これら
のディスク領域は，OpenVMS for Integrity Servers
のディスク領域要件の表に示した，OpenVMS for In-
tegrity Serversオペレーティング・システムに必要な
ディスク領域に対して追加で必要になります。

DECwindows Motifレイヤード・プロダクトのインス
トレーションでは，以下の構成要素のいずれかをイン
ストールするか，すべてをインストールするかを，ユ
ーザが選択できます。

• Run-time support (base kit) - 60 MB。これは， In-
tegrityサーバでのDECwindows Motif for Open-
VMS for Integrity Serversアプリケーションの実行
をサポートし，インストレーションに必須の部分で
す。

• New Desktop - 35 MB。これは，New Desktop環
境の利用を可能にするオプションの構成要素です。
アプリケーションとアプリケーション・プログラミ
ング・インタフェース (API)が含まれています。

• DECwindows desktop - 8 MB。DECwindows desk-
topは，以前のバージョンのDECwindows Motif
に含まれていたユーザ・インタフェースであり，
DECwindows Session Manager， FileView，Motif
Window Managerが含まれています。

• Programming support - 8 MB。この数値には，プ
ログラミング言語 C， Pascal，および Fortranと，
New Desktopのサポートが含まれています。言語
の一部のみをインストールすると，必要なディスク
領域の量が少なくなります。

• Programming examples - 8 MB。この数値には，
サンプル・オーディオ・ファイル，DECwindows
desktop，New Desktopが含まれています。サンプ
ル・ファイルの一部のみをインストールすると，必
要なディスク領域の量が少なくなります。

14.4 レイヤード・プロダクトのディスク容量
弊社または他社のレイヤード・プロダクトで直接使用
されるディスク領域に加えて，これらの製品がOpen-
VMSヘルプ・ライブラリ，コマンド・テーブル，オ
ブジェクト・ライブラリなどに保存する情報によって
使用される領域が追加で必要です。必要な追加ディス
ク領域の量は，これらのライブラリ・ファイル中にす
でに存在している未使用の領域が回復される可能性
があることから，正確には予測できません。レイヤー
ド・プロダクトで提供されるモジュールが異常に大き
いと，新しいバージョンのOpenVMS Alphaまたは
OpenVMS for Integrity Serversオペレーティング・シ
ステムへのアップグレードに必要な領域の量に影響す
ることもあります。

15 メモリ要件
OpenVMS AlphaおよびOpenVMS for Integrity Servers
のメモリ容量

OpenVMS for Integrity Serversは， Integrityサー
バ・プラットフォームの最低メモリ要件で動作しま
す。次の場所にある，サポートされているプラットフ
ォームの一覧を参照してください。

http://www.hp.com/products1/servers/integrity/

OpenVMS Alphaシステムをインストールし，ブート
し，ログインするために必要な最低メモリ量は 64 MB
です。以下のいずれかの場合に満足できる性能を得る
ためには，これ以上のメモリが必要になります。

• 特殊なアプリケーションまたはユーザ数

• 特殊なハードウェア構成

レイヤード・プロダクトのメモリ要件については，そ
の製品のマニュアルを参照してください。
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16 ディストリビューション・メディア

16.1 OpenVMS for Integrity Servers
OpenVMS for Integrity ServersはDVDで提供されま
す。OpenVMS for Integrity ServersのバイナリDVD
には，オペレーティング・システムと，オペレーティ
ング環境に含まれるすべてのレイヤード・プロダクト
のバイナリが収録されています。

OpenVMS for Integrity Serversのメディア・キットに
はその他の CDまたはDVDも含まれています。オペ
レーティング・システム，オペレーティング環境の構
成要素となる製品，レイヤード・プロダクト，フリー
ウェア，オンライン・マニュアル，数冊のハードコピ
ー・マニュアルが 1つのメディア・キットに含まれて
います。

Integrityサーバの中には CD/DVDドライブが標準装
備されていないものがあります。この場合は，外付け
USB CD/DVDドライブを使用します (Integrityサー
バには，外付けドライブとケーブルは付属していませ
んので別途用意する必要があります)。あるいは InfoS-
erverネットワーク・ブートを使用して，ネットワーク
上の仮想DVDドライブからブートすることもできま
す。さらにOpenVMS Version 8.3-1H1からは，HP
SIMプロビジョニングを使用して同様の作業を行うこ
ともできます。この機能を使用すると，ネットワーク
上の複数のサーバ (最大 8台)でOpenVMSのインスト
ールあるいはアップグレードを同時に実行することが
できます。また，仮想メディア (vMedia)デバイスを使
用して，ネットワーク経由でOpenVMSシステムのブ
ート，インストール，アップグレードを行うこともで
きます。詳細は『HP OpenVMS Version 8.3-1H1イン
ストール・ガイド[翻訳版]』を参照してください。

注意: 年 4回発行される Integrity版の Layered Prod-
ucts Library DVDによって，最新版のレイヤード・プ
ロダクトが提供されます。OpenVMS OEメディアに
含まれているレイヤード・プロダクトの構成要素に対
する年 4回の更新は，オリジナルのOpenVMS for In-
tegrit serversのバイナリ・ディストリビューションの
一貫性を保つために，追加のOpenVMS OE Update
DVDによって提供されます。

16.2 OpenVMS Alpha
OpenVMS Alphaのキットは CDで提供されます。Open-
VMS Alphaの CDには，オペレーティング・システム
のバイナリ，レイヤード・プロダクトのバイナリ，フ
リーウェア，オンライン・マニュアル，数冊のハード
コピー・マニュアルが収録されています。

17 マニュアル
OpenVMS Version 8.3-1H1では，以下の形式のマニュ
アルが提供されています。

17.1 印刷されたマニュアル
OpenVMS Version 8.3-1H1では，以下の新しい 3冊の
ハードコピーのマニュアルが，OpenVMS Version 8.3
のマニュアル・セットのマニュアルを補完します。こ
れらの新しいマニュアルは，OpenVMSのマニュアル
のWebサイトからも入手でき，OpenVMS OE DVD
に.PSおよび.TXT形式で格納されています。

• 『OpenVMS Version 8.3-1H1新機能およびリリー
ス・ノート』

• 『HP OpenVMS Version License Management
Utility Manual』

• 『HP OpenVMS Version 8.3-1H1インストレーショ
ン・ガイド[翻訳版]』

OpenVMS Alphaでは，印刷されたマニュアルが，
OpenVMS Full Documentation SetとOpenVMS Base
Documentation Setの 2つのセットで提供されていま
す。OpenVMS for Integrity Serversのユーザ向けに
は，さらにOpenVMS OE Extension Manualsセット
も提供されています。

Full Documentation Setは，主なすべてのOpenVMS
リソース，システム・ルーチンとユーティリティに関
する完全なリファレンス情報，詳細な例，OpenVMS
Clusterのガイドライン，プログラミングの概念，Help
Messageユーティリティに関する情報など，広範囲に
わたる説明情報を必要とするユーザ向けです。このセ
ットは，システム管理者のニーズと，システム・プロ
グラマおよびアプリケーション・プログラマのニー
ズを満たします。 Full Documentation Setには Base
Documentation Setが包含されています。

Base Documentation Setには，一般ユーザと，小規
模のスタンドアロン・システムのシステム管理者の
ニーズを満たす，最も一般的に使用されるOpenVMS
マニュアルが含まれています。 Base Documentation
Setには，『リリースノート』，『新機能説明書』，
『DCLディクショナリ』などのマニュアルが含まれて
います。

OpenVMS OE Extension Manualsには，OpenVMS
for Integrity Serversの各オペレーティング環境で
ライセンスされる，DECnet-Plus for OpenVMS，
DECprint Supervisor，DECwindows Motif，DCE，
および TCP/IP Services for OpenVMSのマニュアルが
含まれています。

17.2 オンライン・ドキュメント
OpenVMS Version 8.3-1H1 for Integrity serversメデ
ィア・キットには，オペレーティング環境およびレイ
ヤード・プロダクトのオンライン・ドキュメント CD
が含まれています。

以降の年 4回のリリースで，この CDで提供するドキ
ュメントは，オペレーティング環境およびレイヤー
ド・プロダクト用のOnline Documentation Libraryメ
ディアで最新バージョンが提供されます。

29



HP OpenVMS Alpha Version 8.3 SPD 25.C4.23
HP OpenVMS Version 8.3-1H1 for Integrity Servers
ソフトウェア仕様書

18 バージョンアップの考慮
本製品の将来のバージョンでは，必要なハードウェア
およびソフトウェアの最小構成が変更されることがあ
ります。

19 ソース・リスト
OpenVMS for Integrity Servers Operating Sys-
tem Source ListingsがDVDで提供されています。
OpenVMS Alpha Operating System Source List-
ingsは CDで提供されています。これらのディスクに
は，OpenVMSオペレーティング・システムを構成す
るソース・リスト・ファイルと， AlphaServerおよび
Integrityサーバ固有のデバッグ・シンボル・ファイル
が収録されています。弊社では，エンド・ユーザおよ
びアプリケーション開発者にとって有用な，OpenVMSオ
ペレーティング・システムの主要なモジュールのソー
ス・リストを提供しています。OpenVMS Alphaおよ
びOpenVMS for Integrity Serversの Source List-
ings メディアのデバッグ・シンボル・ファイル (DSF)
には，OpenVMS System Code Debuggerで使用され
る情報が格納されています。ただし，企業秘密のソー
ス・リストとデバッグ・シンボル・ファイルは， CD-
ROMから除外されています。

注文可能なメディア・キットには，スタンドアロン・
システムまたはOpenVMS Clusterシステムでこれら
のファイルを参照するためのライセンスが含まれてい
ます。これらのファイルを別のシステム (リモート・サ
イトなど)で利用できるようにするためには，別のキッ
トを購入する必要があります。

20 注文情報

20.1 OpenVMS for Integrity Serversの注文情報
OpenVMS Version 8.3-1H1 for Integrity serversで
は，オペレーティング・システム・ソフトウェア，レ
イヤード・プロダクト・ソフトウェア，オンライン・
マニュアルは， 1つのメディア・キットで提供されて
います。 Foundation (FOE)， Enterprise (EOE)，お
よびMission Critical (MCOE)の各オペレーティング
環境のメディアが提供されています。OEメディア製
品を購入するためには，同じ注文で対応するOEライ
センスを購入する必要があります。

表 1に， 3つのオペレーティング環境のメディア製品
の一覧を示します。表 2に，各メディア製品で選択可
能なオプションの一覧を示します。

表 1

OpenVMS for Integrity Serversのメディア製品

製品番号 説明

BA322AA1 HP OpenVMS I64 FOE Media

BA322AJ HP OpenVMS/Japanese I64 FOE Media

BA323AA1 HP OpenVMS I64 EOE Media

BA323AJ HP OpenVMS/Japanese I64 EOE
Media

BA324AA1 HP OpenVMS I64 MCOE Media

BA324AJ HP OpenVMS/Japanese I64 MCOE
Media

1中国語 (Hanzi) 版および韓国語 (Hangul) 版は，英語語版のメディアに含まれて
います。

表 2

OpenVMS for Integrity Servers
のメディア・オプション

メディア・
オプション 説明

#A57 HP OpenVMS for Integrity Servers
Version 8.3-1H1

#A35 HP OpenVMS for Integrity Servers
Version 8.3

#AJR OE Media Kit on DVD

#0D1 Factory Installation1

1中国語 (Hanzi) 版および韓国語 (Hangul) 版ユーザに対しては，英語版の工場イ
ンストールが提供されます。

各メディアの注文には，OEバージョン・オプション
が含まれている必要があります。HP OpenVMS for
Integrity Servers Version 8.3-1H1では，オプショ
ン#A57を指定してください。

各メディアの注文では，以下のいずれかを注文する必
要があります。

• DVDメディア (オプション#AJR)

• 工場インストレーション (オプション#0D1)

• DVDメディアと工場インストレーション (オプショ
ン#AJRおよび#0D1)
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顧客サイトあたり少なくとも 1つのDVDメディア・
オプションを購入することを強くお勧めします。これ
は，DVDメディア上のすべての項目が工場インスト
レーションに含まれているわけではないためです。

注意: 注意: OpenVMS Version 8.2-1の更新メディア
は，ソフトウェア更新サービスなしで入手できます。
BA831AAでは，OpenVMS Version 8.2-1のDVDメ
ディアを提供します。

OpenVMS for Integrity Serversのオペレーティング
環境についての詳細，その他の注文情報については，
『HP Operating Environments for OpenVMS for In-
tegrity Servers Software Product Description』 (SPD
82.34.xx)を参照してください。

21 ソフトウェア製品サービス

弊社ではさまざまなサービス・オプションを提供して
います。詳細は，各地の弊社営業担当または販売代理
店にお問い合わせください。また，次のWebサイトか
らも情報を得ることができます。

http://www.hp.com/hps/software

22 ソフトウェア・ライセンス

OpenVMSオペレーティング・システム・ソフトウェ
アは，弊社の標準の使用条件のライセンス規定の下で
提供されています。

22.1 License Management Facilityのサポート
OpenVMSオペレーティング・システムは，OpenVMS
License Management Facility (LMF)をサポートして
います。

LMFを使用してOpenVMSライセンスが登録されア
クティブ化されていない場合，システム管理目的の，
システム・コンソール (OPA0:)を通じた 1ユーザのロ
グインだけが許可されます。

OpenVMSのライセンスの種類のいくつかは，同時ユ
ーザ数に基づいており，アクティビティ・ライセンス
と呼ばれます。どの製品にも， LMFに関連するアク
ティビティを定義するオプションがあります。Open-
VMS Interactive User Licenseと ADL Interactive
User Licenseは， LMFで定義されるアクティビティ・
ライセンスを持つ同時ユーザ数を定義しています。
OpenVMSでは，アクティビティを以下のように定義
しています。これは，OpenVMSユーザとも呼びます。

• 各リモート端末接続は 1つのアクティビティと見な
されます。これは，ユーザがホストをローカル・ノ
ードとして設定した場合 (SET HOST 0)にも適用さ
れます。

• ターミナル・サーバからの各接続は， 1つのアクテ
ィビティと見なされます。

• ワークステーション上のマルチ・ウィンドウ・セッ
ションは，ウィンドウの数にかかわらず 1つのアク
ティビティと見なされます。

• バッチ・ジョブはアクティビティとは見なされませ
ん。

• リモート・ネットワーク接続 (リモート端末接続以
外の接続)は，アクティビティとは見なされません。

弊社のライセンス条項とポリシーについての詳細は，
弊社営業担当にお問い合わせください。

ソフトウェア・ライセンス情報 (OpenVMS for Integrity
Serversのみ)

OpenVMS for Integrity Serversは， PCL (Per-Processor
Core License)付きで提供されます。OpenVMS for In-
tegrity Serversのライセンスは，Operating Environ-
ment (OE)バンドルを使用して，異なる方法でもパッ
ケージ化されています。 License Management Facil-
ity (LMF)は，これらの変更をサポートするように更新
されました。

OEバンドルは，個々の製品をグループ化し単一のラ
イセンスの下でまとめて提供されるようにしたもの
です。OEは PCL付きで提供されます。システムまた
はハード・パーティション内のアクティブなプロセッ
サ・コアごとに 1つの PCLが必要です。後でプロセッ
サ・コアをシステムまたはハード・パーティションに
追加した場合は，それぞれのプロセッサ・コアに追加
の PCLが必要です。

OEライセンスでは，指定のOEに含まれているすべ
ての構成要素を使用する権利が付与されます。

OpenVMS for Integrity Serversでは，顧客が新たにラ
イセンスを購入した後は，新しいバージョンの製品に
対する権利を取得する唯一の方法は次のとおりです。

• サポート契約を通じた入手

• その製品の新しい，正価のライセンスの購入による
入手

OpenVMS Alphaのライセンス方式とのその他の違い

• ユーザ・ライセンスは必要ありません。 Founda-
tion Operating Environment (FOE)ライセンスに
は，無制限のOpenVMSユーザが含まれています。

• バージョン更新ライセンスは提供されていません。
更新サービスは，サポート契約を通じてのみ提供さ
れます。

• 下取りは，個別のライセンスとしてではなく，ライ
センス「オプション」として提供されています。

OpenVMS for Integrity Serversのライセンス条項とポ
リシーについての詳細は，弊社の営業担当に問い合わ
せるか，次のWebサイトでソフトウェア・ライセンス
情報を参照してください。
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http://h18000.www1.hp.com/products/software/

info/terms/swl_sld.html

22.2 ソフトウェア・ライセンス情報 (Alphaお
よび Integrityサーバ)

OpenVMS Operating System Base Licenseには， Ca-
pacity On Demand for OpenVMSの使用権が含まれて
います。

OpenVMS Version 8.2から，OpenVMSオペレーテ
ィング・システム・ライセンスには，Open3D Graph-
ics Softwareの使用権が含まれるようになりました。
このバージョンのオペレーティング・システムでは，
Open3Dグラフィックス表示ソフトウェアの使用権が
OpenVMSオペレーティング・システム・ライセンス
に付属しています。メディアとマニュアルは，オペレ
ーティング・システム・ソフトウェアに付属していま
す。詳細は『OpenVMS V8.2リリース・ノート』を参
照してください。

OpenVMS Alphaオペレーティング・システム・ライ
センスには， 1台の AlphaServer ES80またはGS80
/160/320/1280システムの最初のハード・パーティシ
ョンと，以降の各ハード・パーティション上の複数の
OpenVMSインスタンスに対するOpenVMS Alphaの
使用権が含まれています。

以下のテクノロジが，OpenVMS Alphaオペレーテ
ィング・システムの一部としてライセンスされていま
す。

製品名 SPD番号

BridgeWorks SPD 80.58.xx

COM for OpenVMS SPD 70.45.xx

DECprint Supervisor (DCPS)
for OpenVMS

SPD 44.15.xx

日本語DECprint Supervisor
(DCPS) for OpenVMS

SPD 48.27.xx

ECP Data Collector SPD 80.89.xx

ECP Performance Analyzer SPD 80.88.xx

Open3D for OpenVMS Alpha SPD 45.08.xx

OpenVMS Enterprise
Directory (LDAPv3/X.500)

SPD 81.03.xx

Reliable Transaction Router SPD 51.04.xx

以下のテクノロジが，OpenVMS for Integrity Servers
オペレーティング・システムの一部としてライセンス
されています。

製品名 SPD番号

DECprint Supervisor (DCPS)
for OpenVMS

SPD 44.15.xx

日本語DECprint Supervisor
(DCPS) for OpenVMS

SPD 48.27.xx

HP Distributed Computing
Environment (DCE)

SPD 43.05.xx

Open3D for OpenVMS for
Integrity servers

SPD 45.08.xx

OpenVMS Enterprise
Directory (LDAPv3/X.500)

SPD 81.03.xx

以下のテクノロジが，OpenVMS AlphaおよびOpen-
VMS for Integrity serversオペレーティング・システ
ムとともに，適用されるオープン・ソース・ソフトウ
ェア・ライセンスまたはその他のソフトウェア・ライ
センスの下で配布されています。詳細は，『HP Open-
VMS e-Business Infrastructure Package Software
Product Description』 (SPD 80.58.xx)を参照してくだ
さい。

• Extensible Markup Language (XML) Technology

• NetBeansおよびDistributed NetBeans

• Secure Web Server (mod_PHP，mod_Perl， Perl，
Tomcat，および Secure Sockets Layerを含む (SWS
に付属))

• Secure Web Browser

• Simple Object Access Protocol (SOAP) Toolkit

• Java SE Development Kit (JDK)

• Universal Description，Discovery， and Integra-
tion (UDDI) Client Toolkit

以下に，OpenVMS Alpha用の個別にライセンスされ
る製品を示します。OpenVMS for Integrity Servers
製品については，『HP Operating Environments for
OpenVMS Version 8.3-1H1 for Integrity Servers Soft-
ware Product Description』 (SPD 82.34.xx)を参照し
てください。
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製品名 SPD番号

Advanced Server for OpenVMS SPD 30.50.xx

日本語 Advanced Server for
OpenVMS

SPD 70.81.xx

DECnet-Plus for OpenVMS
Alpha

SPD 50.45.xx

DECnet for OpenVMS Alpha SPD 48.48.xx

DECram for OpenVMS SPD 34.26.xx

DECwindows Motif for
OpenVMS

SPD 42.19.xx

日本語DECwindows Motif for
OpenVMS

SPD 28.A8.xx

Galaxy Software Architecture
on OpenVMS Alpha

SPD 70.44.xx

PATHWORKS for OpenVMS
(Advanced Server)

SPD 30.50.xx

OpenVMS Cluster Software SPD 29.78.xx

RMS Journaling for OpenVMS SPD 27.58.xx

TCP/IP Services for OpenVMS SPD 46.46.xx

Volume Shadowing for
OpenVMS

SPD 27.29.xx

22.3 システム・サポート・サービス
弊社では，システムの購入時に適切なライセンス種別
を提供しています。すべてのシステム・モデルですべ
てのライセンス種別が利用できるわけではありませ
ん。

22.4 OpenVMS Alphaのライセンス情報
Alphaプロセッサでは， 5種類のOpenVMSライセン
スがあります。

1. Operating System Base License (QL–MT1A*–6*)

LMF製品名: OpenVMS-ALPHA

このライセンスでは， 1つのプロセッサ上でOpenVMS
Alphaオペレーティング・システムのリモート・バッ
チ，プリント，アプリケーション，コンピューティン
グ・サービスを非会話型で利用する権利が付与されま
す。このライセンスでは，システム管理目的専用で 1
つの直接ログインが許可されます。デュアル・プロセ
ッサ・システム (AlphaServer 8200， 8400および Al-
phaServer GS60，GS60E，およびGS140)では，こ
れらのシステムの基本ライセンスによって，デュア
ル・プロセッサ上でOpenVMS Alphaオペレーティン
グ・システムのリモート・バッチ，プリント，アプリ
ケーション，コンピューティング・サービスを非会話
型で利用する権利が付与されます。

Operating System Base Licenseは，OpenVMS User
Licensesと SMP Base Extension Licensesの前提条件
です。

Operating System Base Licenseは，現在のバージョ
ンまたは以前のバージョンのOpenVMSオペレーティ
ング・システムの機能を利用する権利だけを提供しま
す。

AlphaServer ES47， ES80，およびGS1280システム
では， Base Licenseの部品番号には最初の CPUの
SMPライセンスは含まれません。これらのシステムで
は，最初の CPUを含め各 CPUに SMP Extensionが
必要です。Operating System Base Licenseと SMP
Extensionsを組み合わせることにより，バッチ，プリ
ント，ファイル・サービスに対するリモートで登録さ
れた要求を実行し，情報を非会話型で表示する目的
で，単一の指定されたシステム・モデルでオペレーテ
ィング・システムを使用する権利が付与されます。

2. Symmetric Multiprocessing (SMP) Base Extension
License (QL–MT1A9–6*)

LMF製品名: OpenVMS-ALPHA

SMP Base Extensionsは，Operating System Base
Licenseを拡張し， SMPをサポートするOpenVMS Al-
phaシステム上でシンメトリック・マルチプロセシン
グ機能を使用可能にします。 SMP Base Extensions
は，Operating System Base Licenseに恒久的に結び
つけられるため，システムから SMP基板を取り除い
ても，Operating System Base Licenseから切り離す
ことはできません。

SMP Extensionsは， SMP Extensionが付与された
時点で対応するOperating System Base Licenseで
許可されているのと同じバージョンのオペレーティン
グ・システム・ソフトウェアを使用する権利を付与し
ます。

AlphaServer ES47， ES80，およびGS1280システム
では，Operating System Base Licenseに対する各
デュアル SMP Extensionが追加のデュアル CPUシス
テム・モジュールに対する権利を付与します。必要な
デュアル SMPライセンスは，各 AlphaServer ES47，
ES80，およびGS1280システム基板に，アドオン部品
番号として付属しています。

3. Individual User License (QL–MT2A*–**)
(提供終了)

LMF製品名: OpenVMS-ALPHA-USER

このライセンスは，OpenVMS Alphaシステムに適切
なOperating System Base Licenseがインストール
済みである場合に，OpenVMS Alphaオペレーティン
グ・システムを会話型で使用する権利を付与します。
Individual User Licensesは，必要な数だけ購入する
ことも，無制限ユーザ・ライセンスとして購入するこ
ともできます。

Individual User Licensesは，再指定することがで
き， 1つのOpenVMS Alphaプロセッサのみにインス
トールして使用できます。 1つのOpenVMS Cluster環
境で共用することはできません。ユーザは，OpenVMS
Alphaプロセッサにログインしている人，またはログ
イン以外の手段でオペレーティング・システム・ソフ
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トウェアを会話型で使用している人として定義されま
す。

このライセンスは，User Licenseをインストールした
時点で対応するOperating System Base Licenseで
許可されているのと同じバージョンのオペレーティン
グ・システム・ソフトウェアを使用する権利を付与し
ます。

4. OpenVMS Alpha Distributed Interactive User Li-
cense (QL–MT3A*–**)

(提供終了)

LMF製品名: OpenVMS-ALPHA-ADL

このライセンスは， Alphaシステムに適切なOperat-
ing System Base Licenseがインストール済みの場合
に，OpenVMS Alphaオペレーティング・システムを
会話型で使用する権利を付与します。 ADL Interac-
tive User Licensesは，同時使用ライセンスであり，
無制限以外の任意の数のライセンスを購入できます。
ADL Interactive User Licensesは，再指定可能であ
り， 1つのOpenVMS Alphaプロセッサにインストー
ルして使用したり， 1つのOpenVMS Cluster環境で
共用することができます。

分散された会話型ユーザは，OpenVMS Alphaプロ
セッサまたはOpenVMS Clusterにログインしている
人，またはログイン以外の手段でオペレーティング・
システム・ソフトウェアを会話型で使用している人と
して定義されます。

このライセンスは，User Licenseをインストールした
時点で対応するOperating System Base Licenseで
許可されているのと同じバージョンのオペレーティン
グ・システム・ソフトウェアを使用する権利を付与し
ます。

5. OpenVMS Concurrent-Use License (VAXおよび
Alpha用) (QL–MT3A*–3*)

LMF製品名: OpenVMS-ALPHA-ADL

このライセンスは，OpenVMS VAXプロセッサまた
はOpenVMS Alphaプロセッサ上に適切なOpenVMS
Operating System Base Licenseがインストール済
みの場合，または VAXシステム上のOpenVMS VAX
プロセッサに 5種類の VAX Licensesのいずれかがイ
ンストール済みの場合に，OpenVMSオペレーティン
グ・システムを会話型で使用する権利を付与します。
OpenVMS Concurrent-Use Licensesは，無制限以外
の任意の数だけ購入できます。OpenVMS Concurrent-
Use Licensesは移動可能 (再指定可能)であり， 1つ
のOpenVMS VAXプロセッサまたはOpenVMS Alpha
プロセッサにインストールして使用するか， 1つの
OpenVMS VAXclusterまたは 1つのOpenVMS Clus-
terで共用するか，複合アーキテクチャのOpenVMS
Clusterで共用することができます。

Concurrent-Use Licenseが適用されるユーザは，Open-
VMS VAXプロセッサ，OpenVMS Alphaプロセッ
サ，OpenVMS VAXcluster，OpenVMS Cluster，複
合OpenVMS Clusterにログインしている人や，ログ
イン以外の手段でOpenVMSオペレーティング・シス
テム・ソフトウェアを会話型で使用している人として
定義されます。

Alpha SMPシステムをアップグレードする場合，Open-
VMS Alpha Operating System Licenseに対して SMP
Base Extensionを付加することで，アップグレード後
のシステムで既存のすべてのUser Licensesを使用で
きます。

このライセンスは，User Licenseをインストールした
時点で対応するOperating System Base Licenseで
許可されているのと同じバージョンのオペレーティン
グ・システム・ソフトウェアを使用する権利を付与し
ます。

23 サポートされるシステム

23.1 サポートされる Integrityサーバ・システム
OpenVMS Version 8.3-1H1では以下のHP Integrity
サーバがサポートされます。

• HP BladeSystems Integrity BL860cサーバ・ブレ
ード
(2P/2C， 2P/4C); 1.6GHz/6MB， 1.4GHz/12MB，
1.6GHz/18MB; c7000および c3000エンクロージャ
に含まれる

• HP Integrity rx1600サーバ (2P/2C); 1.0GHz

• HP Integrity rx1620サーバ (2P/2C); 1.6GHz/3MB
267FSB (DP)， 1.3GHz/3MB (DP)

• HP Integrity rx2600サーバ (2P/2C);
1.5， 1.4， 1.3， 1.0 GHz

• HP Integrity rx2620サーバ (2P/4C); 1.6GHz/18MB
1.4GHz/12MB

• HP Integrity rx2620サーバ (2P/2C); 1.6GHz/6MB
1.6GHz/3MB (DP)， 1.3GHz/3MB (DP)

• HP Integrity rx2660サーバ (2P/2C， 2P/4C);
1.6GHz/6MB， 1.4GHz/12MB， 1.6GHz/18MB

• HP Integrity rx3600サーバ (2P/4C);
1.6GHz/18MB， 1.4GHz/12MB

• HP Integrity rx4640サーバ (4P/8C); 1.6GHz/24MB;
1.6GHz/18MB

• HP Integrity rx4640サーバ (4P/4C); 1.6GHz/9MB，
1.6GHz/6MB， 1.5GHz/4MB， 1.5GHz， 1.3GHz

• HP Integrity rx4640サーバ (8P/8C); 1.1GHz

• HP Integrity rx6600サーバ (4P/8C); 1.6GHz/24MB，
1.6GHz/18MB， 1.4GHz/12MB

• HP Integrity rx7620サーバ， 2セル (8P/8C);
1.6GHz/6 MB， 1.5GHz/4 MB
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• HP Integrity rx7620サーバ FASTベース・システ
ム -
2， 4， 6， 8コア

• HP Integrity rx7640サーバ， 2セル (8P/16C);
1.6GHz/18MB， 1.4GHz/12MB

• HP Integrity rx7640サーバ FASTベース・システ
ム -
4， 8， 12， 16コア

• HP Integrity rx8620サーバ， 4セル (16P/16C);
1.6GHz/6 MB， 1.5GHz/4 MB

• HP Integrity rx8620サーバ FASTベース・システ
ム -
2， 4， 8， 12， 16コア

• HP Integrity rx8640サーバ， 4セル (16P/32C);
1.6GHz/24MB， 1.6GHz/18MB， 1.4GHz/12MB

• HP Integrity rx8640サーバ FASTベース・システ
ム -
4， 8， 16， 24， 32コア

• HP Integrity Superdome (sx2000チップセットを搭
載)，
16セル (64P/128C) -最大ハード・パーティション
(nPars)
サイズ 4セル; 1.6GHz/24MB;1.6GHz/18MB

• HP Integrity Superdome (sx1000チップセットを搭
載)，
16セル (64P/64C) -最大ハード・パーティション
(nPars)
サイズ 4セル; 1.6GHz/9MB

23.2 サポートされる Alphaシステム
ここでは，OpenVMS Alpha V8.3でサポートされる
Alphaシステムの一覧を示します。 Alphaのハードウ
ェア構成とオプションについての詳細は，次のWebサ
イトの該当するページを参照してください。

http://h18002.www1.hp.com/alphaserver/

TURBOchannelバス・ベースのシステム

• DEC 3000モデル 300/300L/300LX/300X

• DEC 3000モデル 400/400S

• DEC 3000モデル 500/500S

• DEC 3000モデル 600/600S

• DEC 3000モデル 700

• DEC 3000モデル 800/800S

• DEC 3000モデル 900

XMIバス・ベースのシステム

• AlphaServer 8400 (すべてのチップ速度)

• DEC 7000モデル 600

PCIバス・ベースのシステム

• AlphaServer 300 (すべてのチップ速度)

• AlphaServer 800 (すべてのチップ速度)

• AlphaServer 1000 (すべてのチップ速度)

• AlphaServer 1000A (すべてのチップ速度)

• AlphaServer 1200 (すべてのチップ速度)

• AlphaServer 2100 (5/375以外のすべてのチップ速
度)

• AlphaServer 2100A (5/375以外のすべてのチップ速
度)

• AlphaServer 2100A LP (すべてのチップ速度)

• AlphaServer 4000 (すべてのチップ速度)

• AlphaServer 4100 (すべてのチップ速度)

• AlphaServer 8200 (すべてのチップ速度)

• AlphaServer 8400 (すべてのチップ速度)

• AlphaServer DS10

• AlphaServer DS10L

• AlphaServer DS15

• AlphaServer DS20

• AlphaServer DS20E

• AlphaServer DS25

• AlphaServer ES40

• AlphaServer ES45

• AlphaServer ES47

• AlphaServer ES80

• AlphaServer GS60

• AlphaServer GS60E

• AlphaServer GS80

• AlphaServer GS140

• AlphaServer GS160

• AlphaServer GS320

• AlphaServer GS1280

• DIGITAL 2100サーバ・モデル A500MP， A600MP

• AlphaStation 200 (すべてのチップ速度)

• AlphaStation 250 (すべてのチップ速度)

• AlphaStation 255/233， 255/300

• AlphaStation 400 (すべてのチップ速度)

• AlphaStation 500/266， 500/333， 500/400， 500/500

• AlphaStation 600 (すべてのチップ速度)

• AlphaStation 600A (すべてのチップ速度)

35



HP OpenVMS Alpha Version 8.3 SPD 25.C4.23
HP OpenVMS Version 8.3-1H1 for Integrity Servers
ソフトウェア仕様書

• Digital Personal Workstation 433au， 500au，
600au

• AlphaStation DS10/XP900

• AlphaStation DS15

• AlphaStation DS20e

• AlphaStation DS25

• AlphaStation ES40

• AlphaStation ES47

• AlphaStation XP1000

OpenVMS Alphaでは以下の半導体マイクロプロセ
ッサ開発リファレンス・ボードがサポートされていま
す。

• Alpha 21064/21064A PCIリファレンス・ボード
(EB64+)

• Alpha 21164 PCIリファレンス・ボード (EB164)

• Alpha PC64リファレンス・ボード (APC64)

以下のシステムをサポートするのは，OpenVMS Al-
pha Version 7.3-1が最後のバージョンとなります。

• DEC 2000モデル 300/500

• Tadpole AlphaBook 1

以下のシステムをサポートするのは，OpenVMS Al-
pha Version 8.2が最後のバージョンとなります。

DSSIバス・ベースのシステム

• DEC 4000モデル 600

• DEC 4000モデル 700

XMIバス・ベースのシステム

• DEC 10000モデル 600

PCIバス・ベースのシステム

• AlphaServer 400

• AlphaServer 2000

モジュラ・コンピューティング・コンポーネント

• Alpha 4/233 PICMG SBC

• Alpha 4/266 PICMG SBC

• Alpha 5/366 PICMG SBC

• Alpha 5/500 PICMG SBC

• CompactPCI CS-1000

24 付録 A - OpenVMS for Integrity
Serversのオプション・ハードウェア
この付録では，OpenVMS for Integrity Serversでサ
ポートされるオプションについて説明します。

LANオプション

A5230A PCIシステムをイーサネットおよび IEEE
802.3ローカル・エリア・ネットワークに
10または 100 Mb/sで接続するUTP (銅
線)ネットワーク・インタフェース・カー
ド (NIC)

A5506B PCIシステムをイーサネットおよび IEEE
802.3ローカル・エリア・ネットワークに
10または 100 Mb/sで接続する 4ポート
UTP (銅線)ネットワーク・インタフェー
ス・カード (NIC)

A6825A PCI-Xシステムをイーサネットおよび
IEEE 802.3ローカル・エリア・ネットワ
ークに 10， 100または 1000 Mb/sで接続
するUTP (銅線)ネットワーク・インタフ
ェース・カード (NIC)

A6847A PCI-Xシステムをイーサネットおよび
IEEE 802.3ローカル・エリア・ネットワ
ークに 1000 Mb/sで接続する光ファイバ・
ネットワーク・インタフェース・カード
(NIC)

A7011A PCI-Xシステムをイーサネットおよび
IEEE 802.3ローカル・エリア・ネットワ
ークに 1000 Mb/sで接続するデュアル・ポ
ート光ファイバ・ネットワーク・インタフ
ェース・カード (NIC)

A7012A PCI-Xシステムをイーサネットおよび
IEEE 802.3ローカル・エリア・ネットワ
ークに 10， 100，または 1000 Mb/sで接
続するデュアル・ポートUTP (銅線)ネッ
トワーク・インタフェース・カード (NIC)

AB287A PCI-Xシステムをイーサネットおよび
IEEE 802.3ローカル・エリア・ネットワ
ークに 10 Gb/sで接続する光ファイバ・
ネットワーク・インタフェース・カード
(NIC) 1

AB545A PCI-Xシステムをイーサネットおよび
IEEE 802.3ローカル・エリア・ネット
ワークに 10， 100，または 1000 Mb/sで
接続する 4ポートUTP (銅線)ネットワー
ク・インタフェース・カード (NIC)
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AB352A PCI-Xシステムをイーサネットおよび
IEEE 802.3ローカル・エリア・ネット
ワークに 10， 100，または 1000 Mb/sで
接続するデュアル・ポートUTP (銅線)
ネットワーク・インタフェース・カード
(NIC)。このカードは， rx4640のコア IO
オプションとしてのみサポートされます。

AD331A PCI-Xシステムをイーサネットおよび
IEEE 802.3ローカル・エリア・ネットワ
ークに 10， 100，または 1000 Mb/sで接
続するUTP (銅線)ネットワーク・インタ
フェース・カード (NIC)

AD332A PCI-Xシステムをイーサネットおよび
IEEE 802.3ローカル・エリア・ネットワ
ークに 10， 100，または 1000 Mb/sで接
続する光ファイバ・ネットワーク・インタ
フェース・カード (NIC)

AD337A PCIeをイーサネットおよび IEEE 802.3
ローカル・エリア・ネットワークに 10，
100，または 1000 Mb/sで接続するデュア
ル・ポートUTP (銅線)ネットワーク・イ
ンタフェース・カード (NIC) 1

AD338A PCIeをイーサネットおよび IEEE 802.3
ローカル・エリア・ネットワークに 10，
100，または 1000 Mb/sで接続するデュア
ル・ポート光ファイバ・ネットワーク・イ
ンタフェース・カード (NIC) 1

AD385A PCI-Xシステムをイーサネットおよび
IEEE 802.3ローカル・エリア・ネットワ
ークに 10 Gb/sで接続する光ファイバ・
ネットワーク・インタフェース・カード
(NIC)1

NC364M PCIeをイーサネットおよび IEEE 802.3
ローカル・エリア・ネットワークに 10，
100，または 1000 Mb/sで接続する 4ポー
トUTP (銅線)ネットワーク・インタフェ
ース・カード

1ブートはサポートしていません。

ファイバ・チャネル・ストレージ・オプション

AB378A，
AB378B

1ポート 4Gb Fibre Channelアダプタ;
PCI-Xシステムをスイッチ型ファブリック
に最大 4Gb/sで接続

AB379A，
AB379B

2ポート 4Gb Fibre Channelアダプタ;
PCI-Xシステムをスイッチ型ファブリック
に 4Gb/sで接続

A6826A 2ポート 2GB Fibre Channelアダプタ;
PCI-Xシステムをスイッチ型ファブリック
に 2Gb/sで接続

AD300A 2ポート 4Gb Fibre Channelアダプタ;
PCI-Eシステムをスイッチ型ファブリック
に 4Gb/sで接続

AD299A 1ポート 4Gb Fibre Channelアダプタ;
PCI-Eシステムをスイッチ型ファブリック
に 4Gb/sで接続

AD255A 2ポート 4Gb Fibre Channelアダプタ;
PCI-Eシステムをスイッチ型ファブリック
に 4Gb/sで接続

403619-
B21

2ポート 4Gb Fibre Channelアダプタ;メ
ザニン・ブレード・システムをスイッチ型
ファブリックに 4Gb/sで接続

パラレル SCSIストレージ・オプション

A9890A 2チャネル Smart Array 6402 RAIDアダプ
タ。 PCI-XシステムをUltra320バックプレ
ーン RAIDに接続。

A9891A 4チャネル Smart Array 6404 RAIDアダプ
タ。 PCI-XシステムをUltra320バックプレ
ーン RAIDに接続。

A7173A 2ポートUltra320 SCSIアダプタ。 PCI-X
システムをU320 SCSIバスに接続。

シリアル接続 SCSI (SAS)ストレージ・オプション

AB036A，
AB037A

8内部ポート SAS Controller。 PCI-X
システムを内部 SASディスクに接続。
rx2660， rx3600， rx6600， BL860cでコ
ア IOとしてサポート。 rx6600のセカンダ
リ内部ストレージ・コントローラ用の部品
番号は AB037A。

AD397A，
AD348A

8内部ポート Smart Array P-400 RAIDア
ダプタ。 PCI-Eシステムを内部 SASディ
スクに接続。 rx2660， rx3600， rx6600
で代替コア IOとしてサポート。 rx2660
の代替コア IO用の部品番号は AD397A。
rx3600および rx6600の代替コア IO用の
部品番号は AD348A。

AD335A 16内部/外部ポート Smart Array P-800
RAIDアダプタ。 PCI-Eシステムを SAS
バックプレーン RAIDに接続。

ストレージ/ネットワーク・コンボ・カード

AB290A 2ポートU320 SCSI + 2ポート 1000Base-
T Combo Card PCI-X

AB465A 2ポート 2GB Fibre Channel + 2ポート
1000Base-T Combo Card PCI-X

A9782A 1ポート 2GB Fibre Channel + 1ポート
1000Base-SX Combo Card PCI-X

A9784A 2ポート 2GB Fibre Channel + 2ポート
1000Base-T Combo Card PCI-X

AD193A 1ポート 4GB Fibre Channel + 1ポート
1000Base-T Combo Card PCI-X

AD194A 2ポート 4GB Fibre Channel + 2ポート
1000Base-T Combo Card PCI-X
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A9918A 1ポートU320 SCSI + 1ポート 1000Base-
T Combo Card。 rx7620のコア IOとして
サポート。

テープ・デバイス

SDLT320 320GB SDLTテープ・ドライブ

SDLT600 600GB SDLTテープ・ドライブ

Ultrium 460 400GB LTO Ultrium 2テープ・ド
ライブ

Ultrium 448 400GB LTO Ultrium 2テープ・ド
ライブ

Ultrium 448c 400GB LTO Ultrium 2テープ・ブ
レード

Ultrium 960 800GB LTO Ultrium 3テープ・ド
ライブ

Ultrium 920 800GB LTO Ultrium 3テープ・ド
ライブ

Ultrium 1840 1.6TB LTO Ultrium 4テープ・ドラ
イブ

DAT72 72GB DATテープ・ドライブ

DAT160 160GB DATテープ・ドライブ

1/8 Au-
toloader

テープ・オートローダ

VLS6000 仮想テープ・ライブラリ

MSL6000 Ultrium/SDLTテープ・ライブラリ

MSL2024 Ultriumテープ・ライブラリ

MSL2048 Ultriumテープ・ライブラリ

MSL8096 Ultriumテープ・ライブラリ

ESL E-Series Ultrium/SDLTテープ・ライブラリ

EML E-Series Ultriumテープ・ライブラリ

注意: 圧縮能力は 2:1のデータ圧縮を想定。

パラレル SCSI/SASストレージ・シェルフ

MSA30
SB

14ディスクUltra320シングルバス・エ
ンクロージャ

MSA30
DB

14ディスクUltra320ダブルバス・エン
クロージャ

MSA30MI 14ディスクUltra320 2ノード共有 SCSI
エンクロージャ1

MSA60 12 3.5" SASディスク・ストレージ・エ
ンクロージャ

MSA70 25 SFF SASディスク・ストレージ・エ
ンクロージャ

SB40c ハーフ・ハイト c-Classストレージ・ブ
レード， 6 SFF SASディスク付

1シェルフは， Integrity サーバ rx2620， rx2660， rx3600， rx6600 でのみサポ
ート。

その他のオプション

AB552A OpenVMSキーボードおよびマウス

A9803A 管理プロセッサ・カード (Out-of-band管
理およびベーシック 2Dグラフィックス用)

AB551A Radeon 7500グラフィックス 2D/3Dアダ
プタ

AD307A HP Lights-Out Advanced/KVMカー
ド。このカードは rx76xx， rx86xx，
Superdomeでサポートされます。

A6869A 1ポート VGA DB15 + 2ポートUSB 2.0
PCIカード。USBポートは， rx76xx，
rx86xx， Superdomeでサポート。 VGA
ポートはサポートされません。
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25 付録 B - OpenVMS Alphaのオプシ
ョン・ハードウェア
この付録では，OpenVMS Alphaでサポートされるオ
プションを示します。特定のデバイスで制限があると
きにはその旨記載しています。

弊社は，OpenVMS Alpha，DECnet for OpenVMS
Alpha，DECnet-Plus for OpenVMS， TCP/IP Ser-
vices for OpenVMS，およびOpenVMS Clusterソフ
トウェアでサポートされるデバイスの数や種類を変更
する権利を保有します。これらのソフトウェア製品の
将来のバージョンや更新では，最低ハードウェア要件
が現在のハードウェア要件とは変わる可能性がありま
す。 Alphaまたは VAXハードウェアの構成について
の詳細は，『Systems and Options Catalog』および
『Network and Communications Buyers Guide』を参
照してください。

詳細な製品情報については， SPD『DECnet for Open-
VMS』 (SPD 48.48.xx)，『DECnet-Plus for Open-
VMS』 (SPD 50.45.xx， 25.03.xx)，『TCP/IP Services
for OpenVMS』 (SPD 46.46.xx)，『OpenVMS Clus-
ter』 (SPD 29.78.xx)，および『Open3D for OpenVMS
Alpha』 (SPD 45.08.xx)を参照してください。

端末とターミナル・ライン・インタフェース

受信データがバッファからあふれないように，端末
は ASCII制御文字DC1 (XONとも呼びます)とDC3
(XOFFとも呼びます)を使用して，HP STD 111， Re-
vision Aで定義されている同期を行います。 VXTウィ
ンドウ端末は， LATトランスポート・プロトコルを使
用した，標準の ANSIアプリケーションと X Windows
Systemsをサポートします。

OpenVMS Alphaでは， VT200シリーズ， VT300シ
リーズ， VT400シリーズ， VT500シリーズ， VXT2000
シリーズの各端末がサポートされています。

ディスク

次の表に，OpenVMS Alphaでサポートされるディス
ク・ドライブ，デバイスがサポートされるバス，デバ
イスをサポートするOpenVMS Alphaの最低バージョ
ンの一覧を示します。

ディスク
ドライブ 説明 バス

最低の
OSバ
ージョ
ン

ESE-523 120 MB半導体ディスク SDI 1.0

ESE-56 600 MB半導体ディスク SDI 1.5

ESE-58 960 MB半導体ディスク SDI 1.5

EZ31 134 MB半導体ディスク SCSI 6.2-
1H3

EZ32 268 MB半導体ディスク SCSI 6.2-
1H3

EZ51R3 100 MB 半導体ディスク SCSI 1.5

EZ54R 467 MB 半導体ディスク SCSI 1.5

EZ58R 855 MB 半導体ディスク SCSI 1.5

EZ64 475 MB 半導体ディスク SCSI 6.2-
1H3

EZ69 950 MB 半導体ディスク SCSI 6.2-
1H3

DS-EZ41 134 MB半導体ディスク SCSI 6.2-
1H3

DS-EZ42 268 MB半導体ディスク SCSI 6.2-
1H3

DS-
EZ705

536 MB半導体ディスク SCSI 6.2-1H

DS-EZ711 1.07 GB半導体ディスク SCSI 6.2-
1H3

DS-
EZ716

1.6 GB半導体ディスク SCSI 6.2-
1H3

PBXRW-
JC

2 GBワイド・ハード・
ディスク

UltraSCSI 6.2-
1H3

PBXRW-
NB

4 GBワイド・ハード・
ディスク

UltraSCSI 6.2-
1H3

PBXRW-
SA

9 GBワイド・ハード・
ディスク

UltraSCSI 6.2-
1H3

PBXRZ-
JC

2 GBナロー・ハード・
ディスク

SCSI 6.2-
1H3

PBXRZ-
NB

4 GBナロー・ハード・
ディスク

SCSI 6.2-
1H3

PBXRZ-
SA

9 GBナロー・ハード・
ディスク

SCSI 6.2-
1H3

RA72 1 GBハード・ディスク SDI 1.0

RA73 2 GBハード・ディスク SDI 1.0

RA90 1.2 GBハード・ディス
ク

SDI 1.0

RA92 1.5 GBハード・ディス
ク

SDI 1.0

RF31 381 MBハード・ディス
ク

DSSI 1.5

RF31T 381 MBハード・ディス
ク

DSSI 1.5

RF35 800 MBハード・ディス
ク

DSSI 1.0

RF36 1.6 GBハード・ディス
ク

DSSI 6.1

RF71 400 MBハード・ディス
ク

DSSI 1.5

RF72 1 GBハード・ディスク DSSI 1.5
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RF74 3.5 GBハード・ディス
ク

DSSI 6.1

RRD42 600 MB読み取り専用光
ディスク・ドライブ

SCSI 1.0

RRD43 680 MB読み取り専用光
ディスク・ドライブ

SCSI 6.1

RRD44 680 MB読み取り専用光
ディスク・ドライブ

SCSI 6.1

RRD45 600 MB 4x読み取り専用
光ディスク・ドライブ

SCSI 6.1

RRD46 600 MB 12x読み取り専
用光ディスク・ドライブ

SCSI 6.2-
1H3

RRD47 600 MB 32x読み取り専
用光ディスク・ドライブ

SCSI 6.2-
1H3

RX23L 1.44 MBディスケット・
ドライブ

SCSI 6.2-
1H3

RX26 2.8 MBディスケット・
ドライブ

I82077 1.5-
1H1

RX26 2.8 MBディスケット・
ドライブ

SCSI 1.0

RZ1BB 2 GBワイド・ハード・
ディスク

UltraSCSI 6.2-
1H3

RZ1CB 4 GBワイド・ハード・
ディスク

UltraSCSI 6.2-
1H3

RZ1DB 9 GBワイド・ハード・
ディスク

UltraSCSI 6.2-
1H3

RZ23L3 121 MBハード・ディス
ク

SCSI 1.5

RZ241 209 MBハード・ディス
ク

SCSI 1.5

RZ24L 245 MBハード・ディス
ク

SCSI 1.0

RZ25 425 MBハード・ディス
ク

SCSI 1.0

RZ25L 500 MBハード・ディス
ク

SCSI 1.5

RZ25M 540 MBハード・ディス
ク

SCSI 6.1

RZ26 1.05 GBハード・ディス
ク

SCSI 1.0

RZ26B 1.05 GBハード・ディス
ク

SCSI 1.5

RZ26L 1.0 GBハード・ディス
ク

SCSI 1.5

RZ26N 1.0 GBハード・ディス
ク

SCSI 6.2

RZ28 2.1 GBハード・ディス
ク

SCSI 1.5

RZ28B 2.1 GBハード・ディス
ク

SCSI 1.5

RZ28D 2.1 GBハード・ディス
ク

SCSI 6.2

RZ28L 2 GBナロー・ハード・
ディスク

SCSI 6.2-
1H3

RZ28M 2.1 GBハード・ディス
ク

SCSI 6.2-
1H3

RZ29B 4.3 GBハード・ディス
ク

SCSI 6.1

RZ29L 4 GBナロー・ハード・
ディスク

SCSI 6.2-
1H3

RZ40 9 GBナロー・ハード・
ディスク

SCSI 6.2-
1H3

RZ55 332 MBハード・ディス
ク

SCSI 1.0

RZ56 665 MBハード・ディス
ク

SCSI 1.0

RZ572 1 GBハード・ディスク SCSI 1.5

RZ58 1.35 GBハード・ディス
ク

SCSI 1.0

RZ73 2 GBハード・ディスク SCSI 1.0

RZ2CC 4 GBハード・ディスク SCSI 7.1-
1H2

RZ2DC 9 GBハード・ディスク SCSI 7.1-
1H2

RZ1EF 18 GBハード・ディスク SCSI 7.1-
1H2

1このデバイスを DECwindows Motif 環境の OpenVMS Alpha または VAX のシ
ステム・ディスクとして使用するためには，個別の調整が必要です。
2ファームウェアの最低リビジョン番号は V6000 です。
3デバイスは OpenVMS VAX システム・ディスクとしては使用できません。

注意: 上記の一覧は現在出荷されているディスク・デ
バイスおよびテープ・デバイスという点では完全では
ありません。一覧は頻繁に変更されます。現在，サポ
ートされているディスク・デバイスとテープ・デバイ
スは，次の個々のAlphaServerのWebページに掲載さ
れている AlphaServer Supported Options Listsに反
映されています。

http://h18002.www1.hp.com/alphaserver/

目的の AlphaServerをクリックした後，左側の欄の「Tech-
nical Information」の下のリンクにアクセスし，「Sup-
ported Options」にアクセスできます。そこから，オ
プションの種類で並べ替えることができます。
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テープ

次の表に，OpenVMS Alphaでサポートされるテー
プ・ドライブ，デバイスがサポートされるバス，デバ
イスをサポートするOpenVMS Alphaの最低バージョ
ンの一覧を示します。

テープ 説明 バス

最低の
OSバ
ージョ
ン

TA78 1600/6250 BPI， STI
TU78

STI 1.0

TA81 145 MBテープ・ドラ
イブ

STI 1.0

TA90 1.2 GBテープ・カート
リッジ・サブシステム
(5インチ 200 MBカー
トリッジ)

STI 1.0

TF85 2.6 GBストリーミン
グ・テープ・カートリ
ッジ・ドライブ

DSSI 6.1

TF857 18.2 GBテープ・カー
トリッジ・ローダ

DSSI 6.1

TF86 6.0 GB DLTテープ・
カートリッジ

DSSI 6.1

TF867 42 GB DLTテープ・ロ
ーダ

DSSI 6.1

TKZ09 5.0 GB， 8mmテー
プ・ドライブ

SCSI 1.5

TKZ9E 1-14 GB， 8mmテー
プ・ドライブ

SCSI 6.2-
1H3

TKZ15 Exabyte 8505 8mmテ
ープ・ドライブ

SCSI 6.1

TKZ20 2 GB，DC2000テー
プ・ドライブ

SCSI 6.1

TKZ60 200/400 MB， 3480
/3490テープ・ドライ
ブ

SCSI 1.0

TKZ61 4.4 GB， 3480/3490テ
ープ・ローダ

SCSI 6.1

TKZ62 24 GB， 3480/3490
/3490Eテープ・ローダ

SCSI 6.1

TL893 18.4 TB， 4mm，DAT
テープ・ドライブ

SCSI 6.2-
1H3

TL894 3.3 TB， 4mm，DAT
テープ・ドライブ

SCSI 6.2-
1H3

TL896 12.3 TB， 4mm，DAT
テープ・ドライブ

SCSI 6.2-
1H3

TLZ04 1.2 GB， 4mm，DAT
テープ・ドライブ

SCSI 1.0

TLZ06 4 GB， 4mm，DATテ
ープ・ドライブ

SCSI 1.0

TLZ07 8 GB， 4mm，DATテ
ープ・ドライブ

SCSI 6.1

TLZ09 4 GB，DATテープ・
ドライブ

SCSI 6.1

TLZ10 12/24 GB，DATテー
プ・ドライブ

SCSI 6.2-
1H3

TLZ6L 4 GB， 3.5インチ，
4mm DATテープ・ロ
ーダ

SCSI 6.1

TLZ7L 8 GB， 3.5インチ，
4mm DATテープ・ロ
ーダ

SCSI 6.1

TLZ9L 32/64 GB， 3.5イン
チ， 4mm DATテー
プ・ローダ

SCSI 6.2-
1H3

TL812 1.92 TB，DLTテー
プ・ライブラリ

SCSI 6.2-
1H3

TL822 10.4 TB，DLTテー
プ・ライブラリ

SCSI 6.2-
1H3

TL826 7.0 TB，DLTテープ・
ライブラリ

SCSI 6.2-
1H3

DS-
TL890

1.12 TB，DLTテー
プ・ライブラリ

SCSI 6.2-
1H3

DS-
TL891

700 GB，DLTテー
プ・ライブラリ

SCSI 6.2-
1H3

DS-
TL893

18.4 TB，DLTテー
プ・ライブラリ

SCSI 6.2-
1H3

DS-
TL894

3.3 TB，DLTテープ・
ライブラリ

SCSI 6.2-
1H3

DS-
TL895

6.7 TB，DLTテープ・
ライブラリ

SCSI 6.2-
1H3

DS-
TL896

12.3 TB，DLTテー
プ・ライブラリ

SCSI 6.2-
1H3

TSZ051 1600 bits/inテープ・
ドライブ

SCSI 1.5

TSZ07 1600/6250 BPIテー
プ・ドライブ

SCSI 1.0

TZ30 95 MB，ハーフ・ハイ
トDLTテープ・ドライ
ブ

SCSI 1.0

TZ85 2.6 GB DLTテープ・
ドライブ

SCSI 1.0

TZ857 18 GB，DLTテープ・
ローダ

SCSI 1.0
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TZ86 6.0 GB，DLTテー
プ・ドライブ

SCSI 1.5

TZ867 42 GB，DLTテープ・
ローダ

SCSI 1.5

TZ87 20 GB，DLTテープ・
ドライブ

SCSI 6.1

TZ875 100 GB，DLTテー
プ・ローダ

SCSI 6.1

TZ877 140 GB，DLTテー
プ・ローダ

SCSI 6.1

TZ88 20/40 GB，DLTテー
プ・ドライブ

SCSI 6.2

TZ88N 40/80 GB，DLTテー
プ・ドライブ

SCSI 6.2

TZ89N 35/70 GB，DLTテー
プ・ドライブ

SCSI 6.2-
1H3

TZ885 40/80 GB，DLTテー
プ・ローダ

SCSI 6.2-
1H2

TZ887 40/80 GB，DLTテー
プ・ローダ

SCSI 6.2-
1H2

TZK08 2.2 GB 8mm，テー
プ・ドライブ

SCSI 6.1

TZK10 320/525 MB，QICテ
ープ・ドライブ

SCSI 1.0

TZK11 2.0 GB，QICテープ・
ドライブ

SCSI 6.1

TZS20 25/50 GB， AIT
8mm，テープ・ド
ライブ

SCSI 7.1

ESL9326 40/80 GB，DLTテー
プ・ライブラリ・ファ
ミリ

SCSI 7.2

ESL9198 40/80 GB，DLTテー
プ・ライブラリ・ファ
ミリ

SCSI 7.2

SDLT
320

320GB SDLTテープ・
ドライブ

SCSI 7.3-1

SDLT
600

600GB SDLTテープ・
ドライブ

SCSI 7.3-2

Ultrium
460

400GB LTO Ultrium 2
テープ・ドライブ

SCSI 7.3-2

Ultrium
448

400GB LTO Ultrium 2
テープ・ドライブ

SCSI 7.3-2

Ultrium
960

800GB LTO Ultrium 3
テープ・ドライブ

SCSI
/FC

7.3-2

Ultrium
920

800GB LTO Ultrium 3
テープ・ドライブ

SCSI
/FC

7.3-2

Ultrium
1840

1.6TB LTO Ultrium 4
テープ・ドライブ

SCSI
/FC

7.3-2

DAT72 72GB DATテープ・ド
ライブ

SCSI 7.3-2

DAT160 160GB DATテープ・
ドライブ

SCSI 7.3-2

1/8 Au-
toloader

テープ・オートローダ SCSI 7.3-2

VLS6000 仮想テープ・ライブラ
リ

FC 7.3-2

MSL6000 Ultrium/SDLTテー
プ・ライブラリ

FC 7.3-2

MSL2024 Ultriumテープ・ライ
ブラリ

SCSI
/FC

7.3-2

MSL2048 Ultriumテープ・ライ
ブラリ

SCSI
/FC

7.3-2

MSL8096 Ultriumテープ・ライ
ブラリ

SCSI
/FC

7.3-2

ESL
E-Series

Ultrium/SDLTテー
プ・ライブラリ

FC 7.3-2

EML
E-Series

Ultriumテープ・ライ
ブラリ

FC 7.3-2

1TSZ05 をサポートする最後のバージョンは Alpha Version 6.1 です。

注意: 上記の一覧は現在出荷されているディスク・デ
バイスおよびテープ・デバイスという点では完全では
ありません。一覧は頻繁に変更されます。現在，サポ
ートされているディスク・デバイスとテープ・デバイ
スは，次の個々のAlphaServerのWebページに掲載さ
れている AlphaServer Supported Options Listsに反
映されています。

http://h18002.www1.hp.com/alphaserver

目的の AlphaServerをクリックした後，左側の欄の「Tech-
nical Information」の下のリンクにアクセスし，「Sup-
ported Options」にアクセスできます。そこから，オ
プションの種類で並べ替えることができます。

ネットワーク・ストレージ・サーバ

HS111 StorageWorks FDDI StorageServer

HS121 StorageWorks FDDI StorageServer

HS211 StorageWorks FDDI StorageServer

HS221 StorageWorks FDDI StorageServer

HS241 StorageWorks FDDI StorageServer

SWXNA StorageWorks FDDI StorageServer
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InfoServer イーサネットに直接接続し， CD，ハー
ド・ディスク，光磁気ディスク，テープ
へのアクセスを LAN上のOpenVMSク
ライアントに提供するハードウェア・
ソフトウェア統合システムです。最大
14の SCSIデバイスをサポートし，ソ
フトウェア配布や初期システム・ロー
ド (ISL)に使用できます。 ISLは Alpha
専用で，OpenVMS Version 8.2以降の
Integrityプラットフォームではサポー
トされません。詳細は，『InfoServer
Software Product Description』 (SPD
33.20.xx.)を参照してください。

エンタープライズ・ストレージ・アレイ

SWXES StorageWorks Enterprise Storage
Array 10000， 12000

SWXRA StorageWorks RAID Array 7000，
310， 450， 3000， 8000

コントローラとアダプタ

HSC40 MSCPでサービスされるディスクと
TMSCPでサービスされるテープ用
の階層型ストレージ・コントローラ
(HSCソフトウェアの最低バージョン
は 8.1 )。サポートされる構成につい
ては SPD 42.81.xxを参照してくださ
い。

HSC50 MSCPでサービスされるディスクと
TMSCPでサービスされるテープ用
の階層型ストレージ・コントローラ
(HSCソフトウェアの最低バージョン
は 4.1 )。サポートされる構成につい
ては SPD 42.81.xxを参照してくださ
い。

HSC60 MSCPでサービスされるディスクと
TMSCPでサービスされるテープ用
の階層型ストレージ・コントローラ
(HSCソフトウェアの最低バージョン
は 8.1 )。サポートされる構成につい
ては SPD 42.81.xxを参照してくださ
い。

HSC65 MSCPでサービスされるディスクと
TMSCPでサービスされるテープ用
の階層型ストレージ・コントローラ
(HSCソフトウェアの最低バージョン
は 8.1 )。サポートされる構成につい
ては SPD 42.81.xxを参照してくださ
い。

HSC70 MSCPでサービスされるディスクと
TMSCPでサービスされるテープ用
の階層型ストレージ・コントローラ
(HSCソフトウェアの最低バージョン
は 8.1 )。サポートされる構成につい
ては SPD 42.81.xxを参照してくださ
い。

HSC90 MSCPでサービスされるディスクと
TMSCPでサービスされるテープ用
の階層型ストレージ・コントローラ
(HSCソフトウェアの最低バージョン
は 8.1 )。サポートされる構成につい
ては SPD 42.81.xxを参照してくださ
い。

HSC95 MSCPでサービスされるディスクと
TMSCPでサービスされるテープ用
の階層型ストレージ・コントローラ
(HSCソフトウェアの最低バージョン
は 8.1 )。サポートされる構成につい
ては SPD 42.81.xxを参照してくださ
い。

HSD05 DSSIから SCSI-2 FSE StorageWorks
へのバス・アダプタ。 (ファームウェ
アの最低バージョンは X36。)

HSD10 DSSIから SCSI-2 FSE StorageWorks
へのバス・アダプタ。

HSD30 DSSIベースの StorageWorksコント
ローラ。 3つまでの SCSI-2 FSEポー
トをサポート (HSDファームウェアの
最低バージョンは V15D)。

HSD50 DSSIベースの StorageWorksコント
ローラ。 6つまでの SCSI-2 FSEポー
トをサポート (HSDファームウェアの
最低バージョンは 5.0D)。

HSJ30 CIベースの StorageWorksコントロー
ラ。 3つまでの SCSI-2 FSEポートを
サポート (HSJファームウェアの最低
バージョンは V15J)。

HSJ40 CIベースの StorageWorksコントロー
ラ。 6つまでの SCSI-2 FSEポートを
サポート (HSJファームウェアの最低
バージョンは V15J)。

HSJ50 CIベースの StorageWorksコントロー
ラ。 6つまでの SCSI-2 FSEポートを
サポート (HSJファームウェアの最低
バージョンは 5.0J–2以降)。

HSJ80 CIベースの StorageWorksコントロー
ラ。 512 MBのキャッシュを搭載し，
2つの CIホスト・ポートをサポート
(HSJファームウェアは，最低 ACS
Version 8.5J–2以降)。
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HSZ20 ファースト・ワイド・ディファレンシ
ャル SCSIベースの StorageWorksコ
ントローラ。 3つまでの SCSI-2 FSE
ポートをサポート。

HSZ40-Bx
/Cx

ファースト・ワイド・ディファレンシ
ャル SCSIベースの StorageWorksコ
ントローラ。 6つまでの SCSI-2 FSE
ポートをサポート (HSZファームウェ
アの最低バージョンは V2.5Z)。

HSZ50 ファースト・ワイド・ディファレンシ
ャル SCSIベースの StorageWorksコ
ントローラ。 6つまでの SCSI-2 FSE
ポートをサポート (HSZファームウェ
アの最低バージョンは 5.0Z)。

HSZ70 UltraSCSIワイド・ディファレンシ
ャル・ベースの StorageWorksコント
ローラ。 6つまでのUltraSCSIワイ
ド・シングルエンド・デバイス・ポー
トと 1つのホスト・ポートをサポー
ト。

HSZ80 UltraSCSIワイド・ディファレンシ
ャル・ベースの StorageWorksコント
ローラ。 6つまでのUltraSCSIワイ
ド・シングルエンド・デバイス・ポー
トと 2つのホスト・ポートをサポー
ト。

HSZ22 UltraSCSIワイド・ディファレンシ
ャル・ベースの StorageWorksコント
ローラ。 2つまでのUltraSCSIワイ
ド・シングルエンド・デバイス・ポー
トと 2つのホスト・ポートをサポー
ト。

HSG60 Fibre Channelベースの Storage-
Worksコントローラ。 2つまでの
UltraSCSIワイド・シングルエンド・
デバイス・ポートと 2つのホスト・ポ
ートをサポート (Version 7.2-1以降)。

HSG80 Fibre Channelベースの Storage-
Worksコントローラ。 6つまでの
UltraSCSIワイド・シングルエンド・
デバイス・ポートと 2つのホスト・ポ
ートをサポート (Version 7.2-1以降)。

HSV110 Fibre Channelベースの Storage-
Works仮想化コントローラ。 Fibre
Channelネイティブ・デバイス・ポー
トと 2つのホスト・ポートをサポート
(Version 7.2-2以降)。

KDM70 XMIシステム用マス・ストレージ・コ
ントローラ。 8つの SDIポートを搭
載。

KFESA EISAシステム用マス・ストレージ・
コントローラ。 1つのDSSIポートを
搭載。

KFESB EISAシステム用マス・ストレージ・
コントローラ。 1つのDSSIポートを
搭載。

KFMSB XMIシステム用マス・ストレージ・コ
ントローラ。 2つのDSSIポートを搭
載。

KFPSA PCIシステム用マス・ストレージ・コ
ントローラ。 1つのDSSIポートを搭
載 (サポートされる最低のバージョン
は 6.2-1H2)。

KZESC-AA EISAシステム用バックプレーン
RAIDコントローラ。 1つの SCSI-2
FSEポートを搭載。

KZESC-BA EISAシステム用バックプレーン
RAIDコントローラ。 3つの SCSI-2
FSEポートを搭載。

KZMSA XMIシステム用マス・ストレージ・コ
ントローラ。 2つの SCSIポートを搭
載 (限定的な SCSI-2サポート)。

KZPAA PCIシステム用マス・ストレージ・ア
ダプタ。 1つの SCSI-2 FSEポートを
搭載。

KZPBA-CA PCIベース・サーバ用マス・ストレー
ジ・アダプタ。 1つのUltraSCSIポ
ートを搭載。 Version 6.2-1H3および
Version 7.1-1H1以降で 1台のホスト
をサポート。

KZPBA-CB PCIベース・サーバ用マス・ストレ
ージ・アダプタ。 2つのUltraSCSI
ポートを搭載。 Version 6.2-1H3では
1台のホストをサポートし， Version
7.1-1H1以降では複数のホストをサポ
ート。

KZPBA-CC PCI-Xベース・サーバ用マス・ストレ
ージ・アダプタ。 2つのUltraSCSI
ポートを搭載。 Version 7.3以降で複
数のホストをサポート。

KZPDA PCIシステム用マス・ストレージ・ア
ダプタ。 1つの SCSI-2 FWSEポート
を搭載。

KZPEA PCIベース・サーバ用マス・ストレ
ージ LVDアダプタ。 2つのUltra3
SCSIポートを搭載。 1台のホストの
みサポート。 Version 7.2-2以降でサ
ポート。
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KZPSA PCIシステム用マス・ストレージ・
アダプタ。 1つの SCSI-2 FWDポ
ートを搭載 (Version 6.2-1H3および
Version 7.1でシステムあたり最大 26
デバイス)。

KZPSC-AA PCIシステム用バックプレーン RAID
コントローラ。 1つの SCSI-2 FSEポ
ートを搭載。

KZPSC-BA PCIシステム用バックプレーン RAID
コントローラ。 3つの SCSI-2 FSEポ
ートを搭載。

KZPAC-
AA， CA，
CB

PCIシステム用 1チャネルおよび 2チ
ャンネル・バックプレーン RAIDコン
トローラ。

KZPDC-
BE，DF

PCIシステム用 Smart Arrayバック
プレーン RAIDコントローラ。 2つ
または 4つのUltra SCSIポートを搭
載。

KZPEC PCIシステム用U320 Smart Arrayバ
ックプレーン RAIDコントローラ。 2
つまたは 4つのUltra SCSIポートを
搭載。

KZPCM PCIシステム用マス・ストレージおよ
びネットワーク・アダプタ。 1つの
SCSI-2 FSEポート， IEEE 802.3ロ
ーカル・エリア・ネットワークに接続
するための 1つのイーサネット・ポー
トを搭載 (サポートされる最低のバー
ジョンは 6.2-1H1)。

KZPCA PCIベース・サーバ用マス・ストレー
ジ・アダプタ。 1つのUltraSCSI，
Ultra-2ポートを搭載。

KGPSA-
BC， CA，
DA

PCIベース・サーバ用マス・ストレー
ジ・アダプタ。 1つの Fibre Channel
ポートを搭載 (Version 7.2-1以降)。

KZTSA TURBOchannelシステム用マス・ス
トレージ・アダプタ。 1つの SCSI-2
FWDポートを搭載。

PB2HA-SA EISAシステム用マス・ストレージ・
コントローラ。 1つの SCSIポートを
搭載 (限定的な SCSI-2のサポート。 1
GB以下のメモリが搭載された Alpha
システムのみ)。

PMAZB TURBOchannelシステム用マス・ス
トレージ・アダプタ。 2つの SCSI-2
シングルエンド・ポートを搭載。

PMAZC TURBOchannelシステム用マス・ス
トレージ・アダプタ。 2つのファース
ト SCSI-2 FSEポートを搭載。

ハブとスイッチ

DWZZH-03 3ポート SCSIハブ

DWZZH-05 5ポート SCSIハブ

非同期ターミナル・コントローラ

PBXDA-AA 4ポート PCI非同期ターミナル・コン
トローラ

PBXDA-AB 8ポート PCI非同期ターミナル・コン
トローラ

PBXDA-AC 16ポート PCI非同期ターミナル・コ
ントローラ

同期通信コントローラ

X.25 for OpenVMS Alpha Systemsソフトウェア製
品には，同期デバイス・ドライバが含まれており，同
期通信オプションを使用する場合に必要です。詳細は
SPD 47.37.xxを参照してください。

SCC DEC 3000システム上の内蔵同期通信コ
ントローラ

DSYT1 2ポート TURBOchannel/同期通信コン
トローラ

DNSES 2ポート EISA/同期通信コントロー
ラ (サポートされる最低バージョンは
6.2-1H2)

PBXDD-Ax 2ポートまたは 4ポート ISA/同期通信
コントローラ

PBXDI-Ax 2ポートまたは 4ポート ISA/同期通信
コントローラ

PBXDP-Ax 2， 4， 8ポート PCI/同期通信コントロ
ーラ

グラフィック・オプション

PBXGK ELSA/GLoria Synergy+グラフィッ
ク・オプション。サポートされる PCI
ベースの Alpha Workstationおよび
Serverで， 2Dアクセラレーションを
提供。

PBXGD PowerStorm 300/500グラフィック・
オプション。サポートされる PCIベー
スの Alpha Workstationおよび Server
で， 3Dアクセラレーションまたは立体
表示機能付きの 3Dアクセラレーション
を提供。

PBXGF 3DLabs OXYGEN VX1グラフィック・
オプション。サポートされる PCIベー
スの Alpha Workstationおよび Server
で， 2Dアクセラレーションを提供。
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PBXGG ATI RADEON 7500 2Dおよび 3D，
PCIおよび AGPグラフィック・オプシ
ョン。

OpenGL 1.1は，以下のプラットフォーム上で Power-
Storm 350および 300グラフィック・アクセラレータ
をサポートします。

• XP900

• XP1000

• DS10

• DS20

• DS20e

• DS25

• ES40

• ES45

OpenGL 1.2と同等のMesa 3Dグラフィック・ライブ
ラリが，以下のプラットフォーム上の ATI RADEON
7500 PCIグラフィック・アクセラレータでサポートさ
れます。

• DS10

• DS10L

• DS15

• DS20e

• DS25

• ES40

• ES45

• ES47

• ES80

• GS1280

OpenGL 1.2は，以下のプラットフォーム上で
ATI RADEON 7500 3D AGPグラフィック・アクセラ
レータをサポートします。

• ES45

• ES47

• ES80

• GS1280

OpenGLは，OpenVMS Alphaオペレーティング・シ
ステム・ディストリビューション・キットに付属して
います。OpenVMS Version 8.2から， 3Dグラフィッ
ク・ソフトウェアを実行するのに個別のライセンスは
不要になりました。以前のバージョンのOpenVMSで
は， 3Dグラフィック・ソフトウェアを実行するのに
引き続きライセンスが必要です。ライセンスの部品番
号はQL–0ADA9–AAです。

詳細は，『Open3D for OpenVMS Alpha Software
Product Description』 (SPD 45.08.xx)および『DECwin-
dows Motif Software Product Description』 (SPD
42.19.xx)を参照してください。

LANオプション

DEGXA-SA，
-SB

光ファイバ・ネットワーク・イン
タフェース・カード (NIC)。 PCI-X
システムを Ethernetおよび IEEE
802.3ローカル・エリア・ネットワ
ークに 1000 Mb/sで接続。

DEGXA-TA，
-TB

UTP (銅線)ネットワーク・インタフ
ェース・カード (NIC)。 PCI-Xシス
テムを Ethernetおよび IEEE 802.3
ローカル・エリア・ネットワークに
10， 100，あるいは 1000 Mb/sで接
続。

DEGPA-SA 光ファイバ・ネットワーク・イン
タフェース・カード (NIC)。 PCI-X
システムを Ethernetおよび IEEE
802.3ローカル・エリア・ネットワ
ークに 1000 Mb/sで接続。

DEGPA-TA UTP (銅線)ネットワーク・インタフ
ェース・カード (NIC)。 PCI-Xシス
テムを Ethernetおよび IEEE 802.3
ローカル・エリア・ネットワークに
10， 100，あるいは 1000 Mb/sで接
続。

DE600-AA UTP (銅線)ネットワーク・インタフ
ェース・カード (NIC)。 PCIシステ
ムを Ethernetおよび IEEE 802.3ロ
ーカル・エリア・ネットワークに 10
あるいは 100 Mb/sで接続。

DE602-AA，
-BB

デュアル・ポートUTP (銅線)ネッ
トワーク・インタフェース・カード
(NIC)。 PCIシステムを Ethernet
および IEEE 802.3ローカル・エリ
ア・ネットワークに 10あるいは 100
Mb/sで接続。

DE602-TA DE602ネットワーク・インタフェー
ス・カード (NIC)用のデュアル・ポ
ートUTP (銅線)アドオン・ドータ・
カード。 PCIシステムを Ethernet
および IEEE 802.3ローカル・エリ
ア・ネットワークに 10あるいは 100
Mb/sで接続。

DE602-FA DE602ネットワーク・インタフェ
ース・カード (NIC)用のシングルポ
ート・マルチノード光ファイバ・ア
ドオン・ドータ・カード。 PCIシス
テムを Ethernetおよび IEEE 802.3
ローカル・エリア・ネットワークに
100 Mb/sで接続。
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DE500-AA，
-BA

UTP (銅線)ネットワーク・インタフ
ェース・カード (NIC)。 PCIシステ
ムを Ethernetおよび IEEE 802.3ロ
ーカル・エリア・ネットワークに 10
あるいは 100 Mb/sで接続。

DE500-FA 光ファイバ・ネットワーク・インタ
フェース・カード (NIC)。 PCIシス
テムを Ethernetおよび IEEE 802.3
ローカル・エリア・ネットワークに
100 Mb/sで接続。

DE504-BA 4ポートUTP (銅線)ネットワーク・
インタフェース・カード (NIC)。
PCIシステムを Ethernetおよび
IEEE 802.3ローカル・エリア・ネッ
トワークに 10または 100 Mb/sで接
続。

DE500-XA UTP (銅線)ネットワーク・インタフ
ェース・カード (NIC)。 PCIシステ
ムを Ethernetおよび IEEE 802.3ロ
ーカル・エリア・ネットワークに 10
または 100 Mb/sで接続。

DE450 ネットワーク・インタフェース・
カード (NIC)。 PCIシステムを
Ethernetおよび IEEE 802.3ロー
カル・エリア・ネットワークに 10
Mb/sで接続。

DE436 4ポートネットワーク・インタフェ
ース・カード (NIC)。 PCIシステム
を Ethernetおよび IEEE 802.3ロ
ーカル・エリア・ネットワークに 10
Mb/sで接続。

DE435 ネットワーク・インタフェース・
カード (NIC)。 PCIシステムを
Ethernetおよび IEEE 802.3ロー
カル・エリア・ネットワークに 10
Mb/sで接続。

DE434 UTP (銅線)ネットワーク・インタフ
ェース・カード (NIC)。 PCIシステ
ムを Ethernetおよび IEEE 802.3ロ
ーカル・エリア・ネットワークに 10
Mb/sで接続。

DEFPA ネットワーク・インタフェース・カ
ード (NIC)。 PCIシステムを ANSI
FDDIローカル・エリア・ネットワ
ークに 10[D0 Mb/sで接続。

DAPBA FORE Systems HE155ネットワ
ーク・インタフェース・カード
(NIC)。 PCIシステムを ATMロー
カル・エリア・ネットワークに 155
Mb/s(OC3)で接続。

DAPCA FORE Systems HE622ネットワ
ーク・インタフェース・カード
(NIC)。 PCIシステムを ATMロー
カル・エリア・ネットワークに 622
Mb/s(OC12)で接続。

DGLPB ATMworks 350ネットワーク・イン
タフェース・カード (NIC)。 PCIシ
ステムを ATMローカル・エリア・
ネットワークに 155 Mb/s (OC3)で
接続。

DGLPA ATMworks 351ネットワーク・イン
タフェース・カード (NIC)。 PCIシ
ステムを ATMローカル・エリア・
ネットワークに 155 Mb/s (OC3)で
接続。

PBXNP-DA ネットワーク・インタフェース・カ
ード (NIC)。 PCIシステムを Token
Ringローカル・エリア・ネットワー
クに 4あるいは 16 Mb/sで接続。

PBXNP-AA ネットワーク・インタフェース・カ
ード (NIC)。 PCIシステムを Token
Ringローカル・エリア・ネットワー
クに 4あるいは 16 Mb/sで接続。

DE205 ネットワーク・インタフェース・カ
ード (NIC)。 ISA/EISAシステムを
Ethernetおよび IEEE 802.3ロー
カル・エリア・ネットワークに 10
Mb/sで接続。

DE422 ネットワーク・インタフェース・
カード (NIC)。 EISAシステムを
Ethernetおよび IEEE 802.3ロー
カル・エリア・ネットワークに 10
Mb/sで接続。

DE425 ネットワーク・インタフェース・
カード (NIC)。 EISAシステムを
Ethernetおよび IEEE 802.3ロー
カル・エリア・ネットワークに 10
Mb/sで接続。

PB2CA-AA ネットワーク・インタフェース・
カード (NIC)。 EISAシステムを
Ethernetおよび IEEE 802.3ロー
カル・エリア・ネットワークに 10
Mb/sで接続。

DEFEA ネットワーク・インタフェース・カ
ード (NIC)。 EISAシステムを ANSI
FDDIローカル・エリア・ネットワ
ークに 100 Mb/sで接続。

DW300 ネットワーク・インタフェース・
カード (NIC)。 EISAバスを Token
Ringローカル・エリア・ネットワー
クに 4あるいは 16 Mb/sで接続。
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PMAD ネットワーク・インタフェース・カ
ード (NIC)。 TURBOchannelシステ
ムを Ethernetおよび IEEE 802.3ロ
ーカル・エリア・ネットワークに 10
Mb/sで接続。

DEFTA ネットワーク・インタフェース・カ
ード (NIC)。 TURBOchannelシス
テムを ANSI FDDIローカル・エリ
ア・ネットワークに 100 Mb/sで接
続。

DEFZA ネットワーク・インタフェース・カ
ード (NIC)。 TURBOchannelシス
テムを ANSI FDDIローカル・エリ
ア・ネットワークに 100 Mb/sで接
続。クラスタ・インターコネクトあ
るいはブート・デバイスとしてはサ
ポートされない。

DETRA ネットワーク・インタフェース・カ
ード (NIC)。 TURBOchannelシス
テムを Token Ringローカル・エリ
ア・ネットワークに 4あるいは 16
Mb/sで接続。

DEFAA ネットワーク・インタフェース・カ
ード (NIC)。 FUTUREBUS+シス
テムを ANSI FDDIローカル・エリ
ア・ネットワークに 100 Mb/sで接
続。

DEMNA ネットワーク・インタフェース・
カード (NIC)。 XMIシステムを
Ethernetおよび IEEE 802.3ロー
カル・エリア・ネットワークに 10
Mb/sで接続。

DEMFA ネットワーク・インタフェース・カ
ード (NIC)。 XMIシステムを ANSI
FDDIローカル・エリア・ネットワ
ークに 100 Mb/sで接続。

CIオプション

CIPCA PCI AlphaServerシステム用ネイティ
ブ CIアダプタ。 1つの CIポートを搭
載 (Alphaのみ—サポートされる最低
バージョンは 6.2-1H2)

CIXCD-AC Alpha XMIシステム用ネイティブ CIア
ダプタ (最低マイクロコード・バージョ
ン Rev 1.0が必要)

メモリ・チャネル・オプション

CCMAA-AA PCIベースのメモリ・チャネル・コン
トローラ

CCMAA-BA PCIベースのメモリ・チャネル・コン
トローラ

CCMHA-AA メモリ・チャネル・ハブ (4ライン)カ
ード

CCMLA-AA メモリ・チャネル・ハブ (CCMHA-
AA)で使用するメモリ・チャネル・ラ
イン・カード

CCMAB-AA PCIベースのメモリ・チャネル 2コン
トローラ

CCMHB-AA メモリ・チャネル 2ハブ (4ライン)カ
ード

CCMLB-AA メモリ・チャネル 2ハブ (CCMHB-
AA)で使用するメモリ・チャネル 2ラ
イン・カード

その他

PC4XD-AA パラレルおよびシリアル・ポート・アダ
プタ

PMTCE TURBOchannelエクステンダ
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26 付録 C - OpenVMS Alphaおよび
OpenVMS for Integrity Serversの SAN
ソリューション

この付録では，OpenVMS AlphaおよびOpenVMS for
Integrity Serversでサポートされている SAN構成要
素について説明します。

エンタープライズ・ストレージ・アレイ

EMA StorageWorks Enterprise Modular
Array 1200， 1600

EVA StorageWorks Enterprise Virtual
Array 3000， 4000， 5000， 6000，
8000

MSA StorageWorks Modular Storage Array
1000， 1500 (注意: OpenVMSで
MSA1500をサポートするためには，
MSAファームウェアのバージョン 7が
最低限必要です。)

XP StorageWorks XP Storage Array 128
/1024， 48/512， 10000， 12000

アダプタとスイッチ

MDR StorageWorks Modular Data
Router。 SCSIテープ・デバイス
および FCテープ・デバイスを FC
スイッチに接続するために使用。

NSR StorageWorks Network Storage
Router。 SCSIテープ・デバイスお
よび FCテープ・デバイスを FCス
イッチに接続するために使用。

DSGGA-AA/B 8/16ポート Fibre Channelスイッチ

DSGGD 16ポート 2 GB Fibre Channelスイ
ッチ

Bシリーズ，
Mシリーズ，
Cシリーズ・
スイッチ

HP StorageWorksでサポートされ
る， SANベースの FCスイッチ。
Webサイト http://www.hp.com/go
/storageで参照可能な新しいバリエ
ーション

SANに接続されるテープ・ライブラリ

EML-Eシリー
ズ

エンタープライズ・ストレージ・ラ
イブラリ

ESL-Eシリー
ズ

エンタープライズ・ストレージ・ラ
イブラリ

ESL9595 エンタープライズ・ストレージ・ラ
イブラリ

ESL9322 エンタープライズ・ストレージ・ラ
イブラリ

ESL9326 エンタープライズ・ストレージ・ラ
イブラリ

ESL9198 エンタープライズ・ストレージ・ラ
イブラリ

ESL630e エンタープライズ・ストレージ・ラ
イブラリ

ESL712e エンタープライズ・ストレージ・ラ
イブラリ

MSL2024 ビジネス・クラス・ライブラリ

MSL4048 ビジネス・クラス・ライブラリ

MSL8096 ビジネス・クラス・ライブラリ

MSL5000シ
リーズ

モジュラ・ストレージ・ライブラリ

MSL6000シ
リーズ

モジュラ・ストレージ・ライブラリ

VLS 6000 エンタープライズ仮想テープ・ライ
ブラリ

注意: OpenVMSは，HP StorageWorksテープ・ライ
ブラリ内で， SDLTテープ・ドライブとUltrium 460
/960テープ・ドライブの両方をサポートしています。

SANに接続されるテープ・ライブラリについての詳細
は，次のWebサイトを参照してください。
http://www.hp.com/go/storage

略語

APMP Adaptive Partitioned Multi-Processing

ATA AT/Attachment

ATAPI ATA Packet Interface

COM Component Object Model

DLT Digital Linear Tape

DSSI DIGITAL Storage Systems Interconnect

EISA Extended Industry Standard
Architecture

FDDI Fiber Distributed Data Interface

FSE Fast Single Ended (SCSI)

FWD Fast-Wide Differential (SCSI)

GigE Gigabit Ethernet

IDE Integrated Device (またはDrive)
Electronics

IEEE Institute of Electrical and Electronics
Engineers

I80277 Intel® 82077 PC Compatible Floppy
Interface

LVD Low Voltage Differential

MSCP Mass Storage Control Protocol

NCS National Character Set

PCI Peripheral Component Interconnect

QIC Quarter Inch Cartridge
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RAID Redundant Array of Independent Disks

RPC Remote Procedure Call

RMS Record Management Services

SDI Standard Drive Interface

SMP Symmetric Multiprocessing

STI Standard Tape Interface

TFF Terminal Fallback Facility

TIE Translated Image Environment

TMSCP Tape Mass Storage Control Protocol

USB Universal Serial Bus

VLM Very Large Memory

XMI Extended Memory Interconnect

27 保証
本ソフトウェアについては，弊社所定のソフトウェア
保証基準に定められた保証が提供されます。
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